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「冗じよう談だんはやめ……」

「私は真しん剣けんです」

　コンスタンティンの台詞せりふを遮さえぎり、ユリエルはそう言った。今やユリエルはコンスタンティンの間近に迫せまっていた。女性受けしそうな優やさしげな顔に真剣な表情を浮うかべ、淡あわいすみれ色の目を憂うれいに翳かげらせ、コンスタンティンを逃にがすまいというようにじっと見つめている。

　そこは司祭館にあるコンスタンティンの自室で、ユリエルは扉とびらに背を向け、コンスタンティンに迫っていた。すでに右みぎ腕うでは二の腕うでのところで摑つかまれている。コンスタンティンは距きよ離りを取ろうと一歩後あと退ずさったが、その足がベッドの端はしにぶつかって、姿勢を崩くずした。

「コンスタンティン助祭」

　そのタイミングで左ひだり肩かたを摑まれ、ベッドに押し倒たおされた。

「っ、ちょっと！」

　コンスタンティンは悲鳴じみた声を上げたが、すぐに司祭館にいる他ほかの人間に聞こえないようにと、声を潜ひそめて囁ささやいた。

「こんなひどい悪ふざけは……」

「いいえ」

　ぎし、とベッドが鳴る。ユリエルが倒れたコンスタンティンの頭の横に手をついて、身体からだをベッドの上に乗り出したのだ。ユリエルの身体で窓からの光が遮られ、コンスタンティンの顔に影かげが落ちる。コンスタンティンは、さして広くもない自室の、隅すみに置かれたベッドの上に追いつめられていた。ユリエルの指が、黒い革かわ手て袋ぶくろに包まれた冷たい指が彼女の頰ほおを撫なで……唇くちびるに触ふれる。感かん触しよくを確かめるように軽く押される。親指が、僅わずかに開いた唇の間に滑すべり込む。

　だからコンスタンティンはその指に嚙かみついた。

「！」

　ユリエルがさすがに息を吞のむ。コンスタンティンはさらに腕を振ふり上げ──

　綺き麗れいなすみれ色の目に目つぶしを食くらわせた。

「ぎゃっ!?」

　ユリエルは悲鳴を上げてのけぞるが、上からはどかない。コンスタンティンは苛いら立だちながら言った。

「悪ふざけはいい加減にしろ」

「悪ふざけ？　私にはなんのことか……」

　ユリエルは右目を押さえたまま、左目でコンスタンティンを見た。コンスタンティンは自分の上からどこうとしない相手の、右目を指さした。

「だからそれのことだ。僕が騙だまされると思ったのか？　ファーザーの真似まねなんて」

　右目を手で押さえたユリエルが、口元だけでにやりと笑った。それは善良で穏おだやかな性格のユリエルが浮かべる類たぐいのものではない。左目は綺麗なすみれ色のままなのに、手の下からちらりと覗のぞく右目は赤い。まるで血のようなその色は、悪あく魔まの目の色だった。

　コンスタンティンを無む理り矢や理り花はな嫁よめとした、あの憎にくむべき悪魔の。

　悪魔は、ユリエルの姿を写し取り、戯たわむれにコンスタンティンを口説きにかかったのだ。

「だが」

　相変わらずユリエルの声のまま、彼は言った。

「騙される輩やからもおったようだぞ？」

　え、と聞き返す前に、扉が勢いよく開き、壁かべにぶつかってがごんと音を立てた。

「コンスタンティンから離はなれてください！」

　絶ぜつ叫きように近い声を上げ、開けた扉から突つっ込んできたのは、コンスタンティンの幼おさな馴な染じみの少女、エリカだ。エリカは顔を真っ赤にして、眉まゆをつり上げ、コンスタンティンの上にまだのしかかるユリエル──の姿に変じた悪魔──に向かって箒ほうきを振り回した。

「エ、エリカ、待って！」

　コンスタンティンは悪魔が箒を避よけるためにのけぞった隙すきに身体の下から這はいだし、ベッドから下りてエリカの腕を摑んだ。エリカは潤うるんだ目でキッとコンスタンティンを睨にらみつける。

　エリカは量が多くてちょっと麦わらのように見える髪、健康的な色合いの肌はだ、黒くきらきら光る目をした、いかにも生命力に溢あふれたはつらつとした少女だ。

　そして男性としてのコンスタンティンに恋こいをしている。

　その黒目がちの目を見つめ、コンスタンティンは彼女に言い聞かせた。

「どうしたの。僕ならちょっとよろけて転んじゃっただけだよ」

「でもっ」

「ほら、いいからこっちに」

　エリカは抵てい抗こうしようとしたが、コンスタンティンはエリカの肩かたを抱だき、無理矢理彼女を扉の外へ押し出した。自分も外に出てから振り返ると、悪魔はまだ右目だけを赤くしたまま、ベッドの上で壁にもたれかかっていた。普ふ段だんは決して乱れることのないユリエルの僧そう衣いが乱れて、胸むな元もとがはだけている。口元にはあのにやにや笑いを浮かべており、コンスタンティンの視線に気付くと、彼女に向かってひらひらと軽けい薄はくに手を振った。

　コンスタンティンは思い切り扉を閉めた。あんな艶なまめかしい表情と恰かつ好こうの『ユリエル』をエリカには見せられない。

「後で覚えてろ……」

「コンスタンティン？」

　聞き返すエリカに、なんでもないよと答えて、コンスタンティンは彼女に向き直った。エリカは不安そうな目でコンスタンティンと扉を交こう互ごに見ている。

「コンスタンティン、大だい丈じよう夫ぶ？」

「僕なら大丈夫だよ、当たり前だろ」

「当たり前じゃないわ。押し倒されてたじゃない！」

　エリカは真剣な顔でそう言った。

「いや……だから、さっきも言ったけど、あれは僕が転んじゃっただけだよ。その時ファーザーを巻き込んじゃったんだ。だいたい、ファーザーが僕を押し倒してどうするんだよ」

　コンスタンティンは表向きは男で、エリカもユリエルもコンスタンティンを男だと思っているのだから。悪魔のせいでユリエルにあらぬ疑いがかかるのは絶対に避さけねばならなかったから、コンスタンティンは内心では必死だった。

　だが、エリカは何か確信でもあるかのような、はっきりとした口ぶりで言った。

「コンスタンティンはそういう方面への用心がなさすぎるのよ」

　コンスタンティンは呆気あつけにとられて絶句した。

　ユリエルは、真ま面じ目めで、勤勉で、女性問題もまったくない、若いながらも聖職者の鑑かがみのような人だ。確かに悪魔がコンスタンティンを押し倒したあの光景はエリカにとって衝しよう撃げき的だったろうが、ユリエルの普段の素行を知るエリカの口からそこまでの言葉が出るとは予想外だった。

「エリカ、ファーザーは善い人だよ。僕をわざと押し倒すような悪ふざけ、する人じゃないよ。そもそも、僕もファーザーも男じゃないか。なんだってそんなふうに思うんだ？」

「なんでって、それは──」

　だが、エリカははたと我に返ったように口を閉とざした。まだ赤みの残る顔を悔くやしそうに歪ゆがませて、俯うつむいてしまう。

「言えないの」

「言えない？　誰だれかに変な噂うわさを吹ふきこまれたとか？」

「違ちがうわ」

　これではわけがわからない。

　眉を顰ひそめ、苦しげに、エリカは呟つぶやいた。

「確かにファーザーは善い人で、私だって好きよ。でも……」

「でも？」

「コンスタンティンはわかってないわ」

　そう言うなり、彼女はコンスタンティンに背を向け、逃げ出してしまった。

「エリカ！」

　階段を下りていく彼女の背に声をかけると、エリカは一度立ち止まり、コンスタンティンを振り返った。

「ファーザー・ユリエルに気を付けなさい、コンスタンティン！」

　そして、彼女は今度は立ち止まらずに、一階へ下りてしまった。

　コンスタンティンは溜ため息いきを吐ついた。

「ったく……」

　エリカの態度は解げせないが、とにかく悪魔のせいで不信を買ってしまったらしい。エリカのことだから自分からユリエルについてのよからぬ噂を流すようなことはしないだろうが、誤解を解くことはできなかったようだ。どうしたものだろうか……

「案外信用がないのだな、あの男も」

　僅かに鼻にかかったように響ひびく、甘い男の声がそう囁いた。ただし声はコンスタンティンの足あし下もとから聞こえる。

　彼女は声の持ち主に飛びかかったが、相手はその手の間をすり抜ぬけてしまった。

　それは黒い、華きや奢しやな猫ねこだ。猫は、金色の、身体に似合わない大きな目を彼女に向けて言った。

「それはそうと、何故なぜあの娘むすめがここにいる？」

「こんなところで喋しやべるな。エリカに聞こえたらどうする」

　コンスタンティンが小さな声で[image: ]しかりつけると、猫はふんと鼻を鳴らす。

「娘は今台所に入ったところだ。こちらの声は聞こえぬ。司祭は外に出ておるのであろう？」

　その通りだ。そして、その隙を衝ついて、悪魔はユリエルの姿に変じたのだ。

「……君が実在の人間にも化けられるなんて知らなかった」

「吾わが輩はいにできぬことなどない」

　自じ慢まんげに、というよりはそんなことも知らなかったのかと言いたげな口調で、猫は言った。とはいえ猫の姿なので、どうにも締しまらないが。

「エリカは手伝いに時々通ってくることになったんだよ」

「何？　あの娘がか。確か以前、この館やかたに来ることを父親に反対されていなかったか？」

「……まあね」

　なんと説得したのかわからないが、エリカは父親からの許しをもぎ取ったのだ。ただしエリカ一人ではなく、彼女の祖母も手の空いている時は一いつ緒しよに来るし、来てもあまり長居はしない。その辺りが条件だったらしい。

　そして、普段ならエリカの未み婚こん女性としての立場を思って反対を貫つらぬきそうなユリエルも、何故か最後にはエリカの『押しかけ手伝い』を認めたのだ。あの時はエリカとユリエルが何かひそひそと話していたようだが、コンスタンティンはどんな会話があったのか聞いていない。

「エリカもファーザーもどうしたっていうんだろ」

　それまでエリカとユリエルは教区民と司祭というごく普ふ通つうの付き合いをしていたのだが、ごく最近になって、時々エリカがユリエルに鋭するどい、探さぐるような目を向けるようになったのだ。今回エリカがユリエルを疑ったのも、その延長線上のことなのかもしれない。

　まあ、今はとりあえず目の前の悪魔だ。

　コンスタンティンは猫を室内に入れると、扉とびらを閉めて改めて向き直った。

「で？　なんだってこんなことしたんだ？　ファーザーに化けるなんて。もしかして、あの姿で表に出て、ファーザーを貶おとしめることでもしようっていうのか？」

　猫はつまらなそうな口ぶりで答えた。

「本来ならばそうして司祭の人生にとどめを刺さしてやりたいところだが、これはとっておきなのだ。まだ司祭もこの術には気付いておらぬ。軽々しく使って、手の内を明かすわけにはいかぬ。今の吾輩の魔ま力りよくでは、本人と鉢はち合あわせすれば術は解けてしまうのだからな。ならばせめて、そなたの中での司祭の評判くらいは落としておこうと思ったのだ。何しろ、あの男は吾わが力を奪うばったのみならず、吾が儀ぎ式しきを乗っ取って花はな嫁よめまで奪っ──」

「わー！　聞こえない聞こえない！」

　コンスタンティンは叫さけんで耳を押さえた。

　悪あく魔まの言うところによると、悪魔の儀式を邪じや魔ましたことによって、コンスタンティンとユリエルの婚こん姻いんが成立してしまったらしいのだ。今のところ具体的に何か変化があったわけでもないし、コンスタンティンとしてはできるだけ意識しないようにしている。というか、考えたくもない。

　悪魔は慌あわてる彼女を一いち瞥べつして言った。

「それに、そなたが気を許すと思ったのだ。あの司祭はそなたに人じん畜ちく無む害がいと認にん定ていされておる」

　確かにユリエルの姿形をしていたので、コンスタンティンも容易たやすく部屋に入れてしまったのだ。その後腕うでを摑つかまれ口説かれ始めた辺りで、すぐに異変に気付いたが。

　コンスタンティンは悪魔の意図に気付いて、呆あきれかえって言った。

「待てよ、つまり、まさか、また僕にキスしようとしたっていうのか？　あのなあ、あれは別にそんな色気のあるものじゃなかっただろ、ファーザーからしたら単に……」

「単に吾輩の儀式を邪魔しようとしただけ、そう言うのであろう。聞き飽あきたわ」

　猫はぷいと不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむけた。

「だが吾輩は気に食わぬのだ。吾輩もまだそなたの唇くちびるに接せつ吻ぷんをしたことはなかったのだ！」

「……どーせ君は僕の見た目と体温が目当てなんだから、キスなんてどうでもいいだろ」

　何しろこの悪魔は、赤子のコンスタンティンの髪かみと目と肌はだの色を見て、花嫁にすると決めて、ほどよい年に育ったから湯たんぽ代わりに地じ獄ごくへ連れて行こうとしているだけだ。キスをしただのしていないだのというのは、湯たんぽの見た目にも働きにも影えい響きようしない。

「そなたは花嫁の意味がわかっておらぬのか」

　窓まど枠わくに飛び乗った悪魔は、コンスタンティンを振ふり返ってやや呆れ気味に言った。

「そなたは吾が花嫁なのだ。そなたの目も、髪も、肌も、勿もち論ろん唇も、吾輩のものなのだ」

「それをファーザーの姿で奪ってやろうって発想は、夫を自じ称しようする君としてはアリなのか？」

「吾輩の姿形などささいな問題だ。重要なのはそなたが吾輩のものであるということだ」

　見た目だけでコンスタンティンを選んだくせに、自分の見た目は気にしないとは、随ずい分ぶん勝手な話だ。コンスタンティンは首を傾かしげる。

「悪魔ってのは愛はわからなくても独どく占せん欲よくはあるんだね」

「愛している」

　低く甘く響く青年の声は至って真しん剣けんで、耳元で囁ささやかれればくらりときてしまいそうなほどに美しい。だがコンスタンティンは虫でも追い払はらうようにしっしと手を振っただけだった。

　その時階下からユリエルの悲鳴じみた声が聞こえてきて、コンスタンティンは慌てて部屋を飛び出した。おそらく、今度こそユリエル本人が帰ってきたのだ。そして、エリカから身に覚えのない非難を浴びているのだ。

「まったくもう！」

　コンスタンティンは階段を駆かけ下り、踊おどり場で面めん倒どうになって手すりを摑んで乗り越こえ、一階に飛び降りた。

　そして涙なみだ目のユリエルと、眉まゆをつり上げて箒ほうきを握にぎりしめているエリカを発見したのだった。
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　ユリエルは凄すさまじく落ち込んで、か細い声を漏もらした。

「本当にどうして……こんなことになってしまったのか……」

　コンスタンティンは申し訳なくて言葉を探すのだが、どうにも思いつかない。いや、コンスタンティン自身そう呟きたかった。どうしてこんなことになったのかと。

　エリカは結局誤解したまま帰ってしまった。これなら悪魔の変身だったと明かして、ユリエルへの誤解を解いた方が良かった気がする……後の祭りだが。エリカのきつい眼まな差ざしを思い出しているのか、この居酒屋に入ってからもユリエルは肩かたを落としっぱなしだった。

「すいません、エリカのこと……」

　ユリエルは、急に目の前のコンスタンティンの存在を思い出したというように、顔を上げて彼女を見た。

「いえ、コンスタンティン助祭に謝っていただくことではありません。ただ、自分がふがいなくて。私のせいで、エリカさんの心を乱してしまって……」

「ファーザーのせいじゃないでしょう？」

　何故か、そこでユリエルは顔色を変えた。

「あ！　その、私の言動がまずかったから、エリカさんの信しん頼らいを得られないのだろうということです……それだけです」

　珍めずらしく、歯切れの悪い言い方だ。コンスタンティンは、最近のエリカとユリエルの間に流れる張りつめた雰ふん囲い気きを思い出した。エリカがあれだけユリエルに対して不信を露あらわにするのはおかしいと思っていたが、もしかして。

　周囲に聞こえないよう、声を潜ひそめて顔を近づける。

「もしかしてなんですけど、エリカと何かありました？　エリカが司祭館に通い始めたのも何か急でしたし……」

「い、いえ、何かと言っても妙みようなことは、ただ……ご、誤解されてしまったことはあるような」

　ユリエルはもごもごと呟つぶやいた。コンスタンティンから視線を逸そらしてしまう。ユリエルは普ふ段だんは感情が表に出やすい人で、この時も頰ほおから首筋まで赤く染めていた。聖人像のように硬こう質しつな、整った顔立ちは、恥はじらい、耐たえるように顰ひそめられた眉や、哀かなしげな目元によって崩くずれ、純真な青年としての一面が露わになる。

　ユリエルは唇を開いて、何か言おうとした。

「コンスタンティン！　飲んでねーじゃねーか！」

　だが、彼の声を、他人の声が遮さえぎった。

　声と一緒に体重の乗った拳こぶしを肩に食くらい、コンスタンティンは痛みに顔をしかめて背後を振り返った。エールのカップを片手に、顔を赤く──こっちは恥じらいではなく酒精で赤いのだ、勿もち論ろん──した魚屋のジャックが立っていた。

「マスター・ジャック、あまりお酒が過ぎると明日に響ひびきますよ」

　ユリエルがやんわりと忠告したが、ジャックはへらへら笑うばかりだ。

「へへ、今日くらいは見み逃のがしてくださいよ」

　市し壁へきにほど近い居酒屋には、聖ブリジット教会の教区の面々が集まっていた。男性ばかり十名程ほどだ。親方も職人もいる。年ねん齢れい層もばらばらだ。聖ブリジット教会で新しく聖歌隊を作ることになり、その立ち上げを祝うために集まったのだ。

「よし、じゃあ、次の一いつ杯ぱいは俺がみんなに奢おごってやらあ！」

　そう声を張り上げたのは、中年の男だ。すでに顔はジャック以上に真っ赤で、鼻など熟うれたこけももの実のようだ。腕の良い船大工で、かつては優ゆう秀しゆうな聖歌隊員でもあったが、教区内ではひどい酒好きとして有名だ。アルと呼ばれている。

「アル、あんたそんな金あんのかい」

　若い頃ころはさぞ美人だったのだろうという居酒屋のおかみが、その豊かな肉体を揺ゆすって食事を運びながら言った。アルは酒飲みで、他ほかの教区民同様、この居酒屋は行きつけの店だった。店の方は、彼の懐ふところ事情まで知っている。

　アルはふらつく足で立ち上がり、酒臭くさい息を吐はいて笑った。

「当たり前さ！　そうだ、おかみ、前のツケも払ってやるよ」

　放ほうり投げられた硬こう貨かを空中で受け取ったおかみは、手の中のものを確認して目を丸くした。

「あんたこれ、ほんとに全員に飲ませるだけあるよ？」

「だから言ったじゃねえか、次は俺の奢りだって、な！」

　おかみはいそいそと硬貨をしまうと、奥に引っ込み、酒の準備を始めた。

　ジャックが驚おどろいた顔で尋たずねた。

「なんだってあんな金があったんだ？　あんた、いつも飲んで消えちまうだろ」

「へへ、ちょいと臨時収入があってな」

　アルは機き嫌げん良さそうにジャックの肩を抱だき、カップを打ち合わせて言った。

「悪いことしたわけじゃねえ。俺の人徳ってやつだ。だから安心してくださいな、司祭様方も」

　彼は後半をコンスタンティンとユリエルに向かって言った。コンスタンティンの記き憶おくによると、彼は最近酒で失敗して親方から解かい雇こを言い渡わたされていたはずだ。

「私はもう十分いただきました。あなたの人徳で得たお金なら、なおさら私が飲んでしまうわけにはいきませんよ」

　ユリエルは、穏おだやかな口調でそう言った。いかにも彼らしい主張だが、この場でそれが通るわけもない。案の定、アルは偉えらそうに胸を反らして語った。

「そうはいきませんよ。これは我々の絆きずなを深めるための一杯なんですから。それとも司祭様は俺らごときに奢ってもらうわけにはいかないって話ですか？」

「じゃあファーザーの分は俺が飲むぜ！」

　ジャックがそう言うと、どっと笑いが起こった。

　困こん惑わくするユリエルの裾すそを、コンスタンティンが引っ張った。

「無む駄だですよ。これがうちの連中の歓かん迎げいの仕方なんです。そう簡単には変わりません」

「……でもアルさん心配じゃないですか？」

「うーん……まあ、いつものことでもあるんで……」

　話すうちにも、エールをなみなみと注いだカップが各自の前に置かれていく。

「その人徳とやらで、さっさと仕事見つけろよ。なんならマスター・ガイに話してやろうか？」

　別の男が囃はやすようにそう言うと、アルは子どものように舌を出して顔をしかめた。

「うるせえ！　親方のとこにゃ戻もどらねえったら戻らねえ。酒のまずくなること言うんじゃねえ、ほら、酒は全員にあるな？　そんなら乾かん杯ぱいだ、ええと──」

　ジャックがその先を攫さらうようにカップを掲かかげて宣言した。

「ファーザー・ユリエルに！」

「奢った俺にじゃねえのかよ！」

　アルは慌あわてて叫さけんだが、すでに皆みな杯さかずきを掲げて唱和していたから、その声にかき消されて聞こえなかった。

　コンスタンティンは苦く笑しようして同じく杯を掲げ、ユリエルをちらりと見た。ユリエルは自分の手の中の新しい杯を見て戸と惑まどっていたが、やがてジャックに囃されてそれを呷あおり、さらに先さき程ほどのコンスタンティンと同じように、喜んだジャックに思い切り背中を叩たたかれてむせていた。




「そういえばよ、コンスタンティンは聞いたか？　【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の話」

　ジャックがそう言ったのは、さらに杯を皆が進めてからだった。

「【黒い羊ブラツクシープ】が贖しよく罪ざいのためには財産の放ほう棄きが必要だって言って、悪党から金やら金目のものやら奪うばってったって……」

「何それ」

　勿論【黒い羊ブラツクシープ】は──つまりコンスタンティンはそんなことはしていない。

「【黒い羊ブラツクシープ】に有り金取られたってちんぴら本人が言ってたんだよ。出所が出所だからわからんけどな。けど、こういうやり方ってどうなのかねえ。金が目的みたいじゃねえか。俺、結構【黒い羊ブラツクシープ】のこと応おう援えんしてたんだけどなあ……あ」

　ジャックは急に言葉を切った。

【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は顔を隠かくした修道女姿で、自らを正義とし、悪党をこらしめて回っている。あえて修道女姿をする彼女を教会は威い信しんを傷つける者として敵視している。【黒い羊ブラツクシープ】は正義の味方として市民の人気もなかなかのものだが、【黒い羊ブラツクシープ】に味方すれば異い端たんと見なされる恐おそれすらある。『応援してた』など、昔むかし馴な染じみのコンスタンティンの前ならともかく、新任の司祭であり、しかも真ま面じ目めなユリエルの前で言うべきことではない。ジャックは青ざめた顔で、ユリエルの様子を窺うかがう。コンスタンティンも彼をちらりと見た。
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　だが、ユリエルはいつもの穏やかな表情で、小首を傾かしげるだけだった。

「今何かおっしゃいましたっけ？」

　同じテーブルで聞こえていなかったわけがない。聞いていないことにしてくれたのだ。

　ほっ、とジャックがあからさまに胸むねを撫なで下ろす。

　ジャックは知らないことだが、ユリエルは悪あく魔まを捕つかまえるべく王都からやってきた悪あく魔ま祓ばらい師であり、【黒い羊ブラツクシープ】のことも悪魔の下僕と見なして追っている。以前街の広場で【黒い羊ブラツクシープ】や悪魔と対たい峙じした際、彼の姿を見た者もいたはずだが、遠目だったせいか今のところ噂うわさにはなっていない。ユリエルとしても一いつ般ぱんに知られたくはないだろう。こうしてひっそりと佇たたずみ、【黒い羊ブラツクシープ】の噂うわさ話ばなしに耳を傾かたむけることもできなくなるのだし。

　コンスタンティンが様子を観察していると、視線に気付いたユリエルは彼女を見て、くすりと笑った。エールが入って多少は隙すきができるかと思いきや、時々下品な冗じよう談だんを言われて顔を赤らめたりはするものの、おおむね普ふ段だん通りののんびりとした態度で、騒さわぐ教区民たちを見守り、控ひかえめに聞き手に回っている。先程のようにお説教じみた言葉が零こぼれることもあるが、それも穏やかなもので、決して高圧的な態度を取ったりはしない。よく見れば恥はじらい以外の理由で彼の頰ほおが赤くなっている様子もない……

「司祭様、ちょいといいですかな」

　突とつ然ぜんアルがユリエルの肩かたを抱くようにして、隣となりの椅い子すに腰こしを下ろした。周りの者が止めても聞かず、彼は完全に酔よって据すわった目でユリエルの顔を覗のぞき込み、聖歌を歌ったらとんでもないことになりそうな酒焼けしたがらがらの声で──いや、これでも昔は結構な美声だったのだが──語り出した。

「そもそもですな、なんだって聖歌隊なのです」

「おい、アル、何司祭様に絡からんで……」

「じゃああっく、てめえは黙だまってなあ」

　ジャックは溜ため息いきを吐き、立ち上がってアルの椅子に手を置いた。アルは酒さけ癖ぐせが最悪なのだ。この辺りで家に帰らせた方が、アル自身のためでもある。

　だが、ユリエルはアルと目を合わせて微笑ほほえんだ。

「聖歌隊が以前あったと伺うかがったのです」

「確かにありましたさ。俺も昔は色々教わってやってたもんです。でもありゃ、ファーザー・アンガスの頃の話です。あの人が亡なくなって、もうみんなやめちまったんですよ」

「はい、伺っています」

　アルは、ユリエルの鼻先に指を突つきつけた──酔っているせいで一点を指すことができず、その指先はふらふらと揺ゆれていたが。

「ファーザー、それですよ。あなた、ファーザー・アンガスの真似まねをしたいんですかい？　彼みたいになりたいってんで？」

「アル！　おい、もうやめろ！　ファーザー、すいません、こいつほんとに酒癖が……」

　ジャックが慌ててユリエルの顔を指すアルの手を摑つかむが、アルはそれを振ふり払はらった。

「俺をバカにするのか、ジャック！　こっちはてめえが小便垂れ流してた頃ころから知ってんだぞ」

「あんたは俺の親しん戚せきのおばちゃんか！　アル、ほら立て！」

　ジャックを制して、ユリエルは、興味深そうにアルの顔を覗き込んだ。

「ファーザー・アンガスと親しかったのですか？」

「あ？」

「ファーザー・アンガスが素す晴ばらしい人だったのは聞いています。でも、コンスタンティン助祭は私に遠えん慮りよしてかあまり詳くわしいことは教えてくださらないんです。よかったら、今度、ファーザー・アンガスのお話を聞かせてくださいね」

　泥でい酔すいし、前後不覚に陥おちいっていたアルの顔に、怪け訝げんな表情が浮うかぶ。彼は瞬またたきを繰くり返し、ユリエルの言葉の内容を理解しようとし……顔をしかめた。

「ファーザー・アンガスの話を聞いてどうしようって言うんだ。そんなもん聞いたって、あんたはファーザー・アンガスにはなれんぞ」

「はい」

　かなりぞんざいな言こと葉ば遣づかいになっているアルに対しても、ユリエルは穏おだやかな笑えみを向けたままだった。

「私はファーザー・アンガスのようにはなれません。でも、きっとファーザー・アンガスから勉強できることはたくさんあります。聖歌隊を復活させたいと思ったのは、皆さんの声をあの教会にもっときちんと響ひびかせることができるのなら、そうするのが私の務めだと思ったからです。練習などで皆さんで集まってお話しできる機会が増えるのは望ましいことですし。現に今、私はあなたとこうして言葉を交かわしています」

　アルはしばらく言われた言葉の意味を考えるように斜ななめ上の空間を見つめ、徐じよ々じよにその首を横に傾げていった。一いつ瞬しゆん眠ねむいのかと思ったが、どうやら単に考え込んでいるだけらしい。

　……いや。

「んがあ」

　やっぱり寝ねていた。

　俯うつむき、かくんと首を垂れた彼からいびきが聞こえてくるに至って、周囲の者もそれに気付いた。顔を見合わせ、アルを揺さぶるが、起きないと見るや家に送る者を決めるべく相談し始めている。

　ジャックが、その中から代表するように出てきて頭を下げた。

「ファーザー、すいません。アルが失礼なことを言っちまって」

「いいんですよ」

　ユリエルは気にした風もなく言った。というか、たぶん本気で気にしていないのだろう。ユリエルが聖ブリジット教会にやってきて、まだ一月ほどだ。教区民はユリエルに対して真面目で穏やか、問題も少ない司祭という結論を出し、少々遠巻きながら受け入れる準備をしている。だが、まだまだ時間が足りなかった。一度若い司祭によって手ひどい目に遭あった教区民は用心深くなっており、今もユリエルに対して警けい戒かいを解いていない。ユリエル自身、居酒屋に来るのはサクスに来て初めてのことだし、今回の集まりでは、教区民の誰だれもが多かれ少なかれ、アルが口にしたのと同じようなことは考えていたはずだ。アンガスが、よく慕したわれていただけに。

　勿もち論ろん、面と向かって口にするのはアルのように泥酔して理性が吹ふっ飛んだ者くらいだろうが。相手は聖職者だ。当てこする程度はともかく、面めん罵ばなど理性があればできるはずもない。

　ユリエルもその辺りのことはわかっているのだろう。

　また酒を勧すすめられ、溢あふれるほどの自家製エールで満たされた杯に戸惑うユリエルを眺ながめ、コンスタンティンは彼に感心しながらも、少し呆あきれる。何しろユリエルは【黒い羊ブラツクシープ】を追ってきたのだ。本来ならば、このように教区民の中に入っていこうとする必要も、聖歌隊を復活させる必要もない。【黒い羊ブラツクシープ】を捕まえれば、王都の司教が彼を呼び戻もどすはずなのだから。

　それなのに、【黒い羊ブラツクシープ】を追うのと同じように、彼は教区の人々に対しても真しん剣けんなのだ。

　以前言っていたように、悪魔を滅ほろぼした後も、この小さな教区に残るつもりなのだろう。否いな、残りたいと思っているのだろう。

　自分が接するできるだけ多くの事こと柄がらについて、彼は真しん摯しであろうとしているのだ。

　そう、おそらくは【黒い羊ブラツクシープ】に対してすらも。

　無意識のうちにコンスタンティンは唇くちびるに手を当てる。

　ユリエルは儀ぎ式しき解除のために【黒い羊ブラツクシープ】の唇を奪うばい、それを随ずい分ぶん長いこと悔くやんでいる。

　口づける瞬しゆん間かん目の前に迫せまった彼の冷れい徹てつな眼まな差ざしを思い出す。それから、強ごう引いんなやり方を非難された後の彼の動どう揺ようを。

　彼は本当に【黒い羊ブラツクシープ】に対して申し訳ないと思っている。

　コンスタンティンも最初こそ怒いかりを覚えたが、彼を見ているとどうでもよくなってしまった。儀式解除のためだったわけだし──いや、だからといってこちらの意思を無視されて奪われるのは許せないし、勿論口説かれたらいいというものでもない。そういう問題ではなくて──……つまり双そう方ほうに愛のない行こう為いというのは目的のためとはいえ虚むなしいし嫌いやなものだが今回はたまたま怒りが持続しなかった、というだけのことだ。

「……なんかわけわかんなくなってきた」

　思わず呟つぶやいたその時、ジャックに顔を覗き込まれてどきりとした。何、と聞き返すと、ジャックは不思議そうに首を捻ひねって言った。

「いや、顔赤いから、おまえがもう酔うなんて珍めずらしいなと」

　コンスタンティンは自分の頰をぺたぺたと触さわる。言われてみれば少し熱い気もするが、エール程度で酔うなど普段はほとんどないはずなのだ。

「……変なの」

　呟いて、コンスタンティンは気き恥はずかしくなり、誤ご魔ま化かすためにさらにエールを呷あおった。
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　サクスの道は狭せまく、入り組み、慣れない頃は大変だった。それでも【黒い羊ブラツクシープ】を追うには狭い小路の一本一本まで精通する必要があったから、ユリエルはできるだけ調べ、自分の足で歩き、サクスの歩き方を身体からだに叩たたき込んでいった。

　そして、日常の中で、それらの道はまた別の意味を持つようになっていった。夕暮れの陽光が差す大通り、夜の闇やみに包まれた酒場からの小路、朝の港に通じる道──

　考えてみれば、王都以外で一つのところに留とどまるのはとても久しぶりのことだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　物思いにふけっていたユリエルは、声をかけられて顔を上げた。並んで歩いていたコンスタンティンが、顔を覗のぞき込むようにしていた。森の奥にある静かな湖を思わせる緑の目を見つめ返し、ユリエルはにこりと微笑ほほえむ。

「大丈夫ですよ」

「ファーザー、随分飲まされてましたから」

　そう言ってくすくす笑うコンスタンティンこそ、ユリエル以上に飲まされていたし、それを拒こばんでもいなかった。エールのせいかいつもより少しだけ表情が柔やわらかく見えるし、よく笑う。手にしたカンテラの明かりではわかりにくいが、雪のような肌はだは上気し、赤みが差している。普ふ段だんの抜ぬけるような白さも美しいが、今のコンスタンティンも生気に溢れて美しい──そう、中性的な、ともすれば女性的な美しさだが。

「……【黒い羊ブラツクシープ】の噂うわさ、どう思いますか？」

　ユリエルがそう尋たずねると、コンスタンティンは急な問いに驚おどろいたのか、軽く目を瞠みはったが、すぐに笑みを浮かべて肩かたを竦すくめた。

「アレですか、金目のものを奪った、っていう。噂の出所がちんぴらだって話ですからね、わかりゃしませんよ。自分のへまを言い繕つくろうのにそう言ったのかも。他人の金を賭かけ事で失ったのを、【黒い羊ブラツクシープ】に取られたってことにしたとか」

「なるほど」

　それもありそうな話に思えた。サクスでの処世に長たけ、裏事情にも通じているコンスタンティンらしい考えだろう。

「ファーザーこそどう思うんですか？」

　コンスタンティンにそう振ふられ、ユリエルは用意していた答えを言った。

「【黒い羊ブラツクシープ】が宗しゆう旨し替がえをしたのかもしれませんね」

　ふうん？　とコンスタンティンは小首を傾かしげる。いつもよりもあどけない仕草なのは、やはり多少は酔よいが回っているせいか。それとも、動揺を誤魔化すための意図的なものだろうか。ユリエルは反応を確かめながら語った。

「今までの【黒い羊ブラツクシープ】は自ら悪と断じた者を討うっていました。それを金を吐はき出させて見み逃のがすのなら根本的な行動原理が変わったことになります。宗旨替えです。もしくは──」

「偽にせ者もの？」

　察しのいいコンスタンティンなら、勿論その答えはすぐに出てくるだろう。

「そうですね。【黒い羊ブラツクシープ】とは行動原理の異なる者が【黒い羊ブラツクシープ】の名を騙かたり犯罪者から金品を奪ったのなら、この変化にも理由がつきます」

「ファーザーも大変ですね」

　コンスタンティンは同情した様子で言った。

「だって、ファーザーは悪あく魔まと【黒い羊ブラツクシープ】を追っているんでしょう？　偽者がいるのなら、本物と偽者を見み極きわめなきゃいけないし、場合によっては両方追わないといけなくなるかも」

「……そうですね」

「そうですよ。意外そうですけど、どうかしたんですか？」

　不思議そうに聞き返すコンスタンティンに、ユリエルは正直に言った。

「心配してもらえるとは思っていなかったので。【黒い羊ブラツクシープ】はサクスではなかなか人気がありますし、コンスタンティン助祭もああいう派手な悪党退治には好意的な方かと思いましたから」

「でも、ファーザーはうちの教会の司祭様なんですよ。夜もしょっちゅう見回りしてらっしゃるんでしょう？　これ以上忙いそがしくなられて、お身体に障さわったら大変ですよ」

　コンスタンティンは笑っているが、本気でそう言っているのはわかった。笑い飛ばしながらも真剣に自分を心配してくれているコンスタンティンを、ユリエルは疑って、試ためしているのだ。

　そして、もしもコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】だとすれば、女性ということになる。自分が唇を無理に奪ってしまった相手ということに──

「ファーザー？」

　形良い、確かによくよく見れば女性的な柔らかさを持った唇が、彼を呼んでいる。この唇を、自分は奪ったというのだろうか？　濡ぬれて、肉感的なあの唇と、はつらつとした少年のこの唇が同一のものだというのか？　思わず手を伸のばし、その感かん触しよくを確かめそうになり──彼は腕うでを上げる前に我に返り、一いつ瞬しゆんとはいえ任務から意識を離はなしてしまったことに、ぎょっとした。

　それから、酔いのせいか、少々掠かすれた声で言った。

「心配してくださってありがとうございます」

「いーえ。また倒たおれられたら僕が一番迷めい惑わくを被こうむるんですから」

　澄すました顔でそう言い、その直後にコンスタンティンは噴ふき出すように笑った。つられて、ユリエルもまたくすぐったい居い心ごこ地ちの良さを感じて微笑んだ。

　しかしそれに甘んじるわけにはいかなかったから、もう一歩だけ、彼はコンスタンティンに踏ふみ込んだ。

「しかし、有名になればその名を利用しようという者が現れるものです。【黒い羊ブラツクシープ】もそれは想定しておくべきことだったと思います」

【黒い羊ブラツクシープ】にとっては手厳しいことを、あえて言う。コンスタンティンは──

　コンスタンティンは、困ったように眉まゆを寄せ、笑えみを苦く笑しように変えて言った。

「そうかもしれませんね」

　出てきた言葉自体はありきたりで、ただの相あい槌づちに過ぎない。ではこの表情の変化は？

　話すうちに、ひつじ通りから路地に入り、聖ブリジット教会のすぐそばまで戻もどっていた。ユリエルは司祭館の扉とびらの鍵かぎを開けて言った。

「やはり少し酔ったようです。外の空気を吸ってから戻りますから、先に入っていてください」

　コンスタンティンは頷うなずいて、司祭館に入っていった。

　ユリエルは扉が閉まってから、ふっと息を吐いた。

　目を閉じ、コンスタンティンとのやりとりを思い出す。

　ユリエルはコンスタンティンを【黒い羊ブラツクシープ】と疑っていた。

　もしもコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】だとすれば、【黒い羊ブラツクシープ】としての意識や意思は隠かくしていてもどこか滲にじんでしまうものだが、今のやりとりにはほとんどそういったところがなかった。コンスタンティンの言葉はどれもコンスタンティン自身の言葉として矛む盾じゆんがないし、考え方も無理に隠したり、変えて伝えたりしている様子はない。

　それでも、一つ二つは、気になる点があった。

　まず、コンスタンティンにしては少々言葉数が少なかった。【黒い羊ブラツクシープ】の話題が出ると、コンスタンティンは大たい抵てい聞き手に回る。教会の聖職者として、あまり下手へたなことは言えないからかもしれないが、余計なことを言って疑われないよう気を付けているせいかもしれない。

　ユリエルが一番引っかかったのは、最後の会話だ。




『そうかもしれませんね』




　そう言って、コンスタンティンは笑みを苦笑に変えた。

　その変化とありきたりな言葉は、【黒い羊ブラツクシープ】の非難を聞き流すためのものに見えた。常のコンスタンティンならば、もっと踏み込んだことを言ったように思う。ユリエルの言葉を否定するなり、【黒い羊ブラツクシープ】を批判するなり。それをしなかったのは、自分に疑いがかかるのを本能的に恐おそれたからではないのか？

　とはいえ、彼のあの言葉は本心ではあったが少し攻こう撃げき的すぎたし、コンスタンティンは元々【黒い羊ブラツクシープ】に対してさほど悪い印象を抱いだいている様子もないから、『酔った相手の言葉を適当にあしらう』というだけの態度にも取れる。

　いや、そう思わせているだけかもしれない。

　偽者の話をした時も、コンスタンティンは特にそれについて意見を述べず、ユリエルの身体からだを気き遣づかった──あれは、考えを述べることを回かい避ひするためだったのかもしれない。

　まだわからない。白とも黒とも言えない。

「次はもう少し踏み込みますか」

　そうして、コンスタンティンの反応を見よう。

　勿もち論ろん好ましく思っている相手を疑うのは精神的にはきついことだが、それが彼の仕事だったし、そのことに対して特にどうとも思わなかった。市し井せいに紛まぎれ込んだ悪魔と戦うためには、悪魔に感化された者を一いつ般ぱん人の中から見つけ出さなければならない。所属していた騎き士し修道会は異い端たん審しん問もんにおいて中心的役割を果たしていたから、彼自身も長くその訓練を積んできた。容易たやすく人を信じることは彼には許されていない。

　自分への気遣いであっても、好意的な態度であっても、疑い続けなければ答えは見えて来ない。司祭ではなく異端審問官として、あるいは悪あく魔ま祓ばらい師としての彼は、人としてのあり方や感情などにこだわってはいられないし、こだわっていては本質を見逃すだけなのだ。疑われた方にとってはひどい話かもしれないが、彼には完全に切り替かえができてしまっていた。それが修道会での訓練のせいか、異端として拷ごう問もんにかけられた中で得た教訓だったのかはわからないが、一度切り替えるとどれほど虚むなしく悲しくとも、躊躇ためらうことはまずなかった。

　だが、コンスタンティンがこんな自分を知ったらどう思うだろう、と彼はふと考えた。疑われていたなんて、と怒おこるだろうか。軽けい蔑べつするだろうか。こういった時に憎にくまれることを諦あきらめる癖くせがついてしまっている彼にはそういった悩なやみはとても珍めずらしく、それこそ子どもの頃ころ以来に思えたから、彼はそっと自じ嘲ちようめいた笑みを漏もらし、夜風を感じながら司祭館を仰あおぎ見た。

　コンスタンティンは、もう寝ねる準備を整えただろうか。

「良い夢を」

　就しゆう寝しん前の祈いのりを捧ささげているであろうコンスタンティンのためにそう呟つぶやいた。

　しかし、扉を開けようとした彼は、動きを止めた。

「なんですか、ニコラス」

　そう尋たずね、振り返る。いつの間にか路地に佇たたずんでいた男は、胸に手を当て軽く首こうべを垂れた姿勢のまま言った。

「【黒い羊ブラツクシープ】が現れたようです。先さき程ほど、十じゆう字じ架か通りとひつじ通りの角で。港方面へ逃とう走そう中です」

「わかりました。向かいます」

「今晩はお休みになっては？」

　眉を顰ひそめ、ユリエルはニコラスを見つめる。ニコラスはフードを目ま深ぶかに被り、さして目立つところのない男で、フードからはゆるやかな癖の付いた黄おう褐かつ色しよくの髪かみが零こぼれていた。やや切れ長の鋭するどい目で、ニコラスはユリエルを見返して言った。

「今夜の【黒い羊ブラツクシープ】は小悪党に懲ちよう罰ばつとして金を払はらうことを命じて、騒そう動どうになって見つかったんです。外れかもしれません。それにお酔よいになっているのなら、本物だったとしても勝負にはなりませんよ」

「さほど酔ってはいません」

「そりゃあなたは酒がもったいなくなるくらいのザルですけどね」

　ニコラスの口調にはからかうような響ひびきがあったが、目は真しん剣けんだった。

「酒が入れば息が切れるのも早くなるものです。今夜は俺が見ておきます」

「……あなたくらいですね」

　はい？　と聞き返すニコラスに、ユリエルは通りへ向かって歩き出しながら言った。

「私が気遣いを気遣いとして受け入れられるのは」

「そう思うなら言うことを聞いてくれませんか？　聖剣けんも持たずに──」

「今は必要ありません。この目で見ておきたいだけです。見れば真しん偽ぎの判断もできるでしょう」

　溜ため息いきを吐つくのが聞こえたが、ユリエルは構わず、ひつじ通りに出て、港への道を辿たどった。
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　港の外れで警備隊副隊長から報告を受けていたレオンは、少しの間考え込む様子を見せた。腹心の部下であった警備隊長を汚お職しよくで失って以来彼は考えをうちに抱かかえ込むところがあり、この時も眉み間けんに皺しわを作り、鷹たかを思わせる鋭い目で虚こ空くうを見つめていた。

「……そして取り逃にがした、と」

　確かく認にんするようなレオンの呟きに、警備隊の副隊長であり隊長代行を務める年配の男は頷いた。

「はい。囲んだと思ったのですが、逃げ足の速いやつでした。偽にせ者ものだとしても──」

「拙せつ速そくな判断は慎つつしめ」

　副隊長は首を垂れてレオンの言葉を受け止めた。すでに今夜の【黒い羊ブラツクシープ】の所行は報告を受けていた。ちんぴらから金をゆすろうとしたというのだ。背せ恰かつ好こうや着ているものはこれまでの【黒い羊ブラツクシープ】の目もく撃げき情報と重なるが、その一点があまりにこれまでのやり方から外れている。

　褐かつ色しよく気味の、色の濃こい金きん髪ぱつを海風にしばしさらし、レオンは命令を待つ副隊長に目を向けた。

「兵を引き上げさせろ。日が昇のぼってから、そいつを見失った辺りで聞き込みをさせろ。退路を断った上で消えたというのなら、周辺に隠れ家ががあるかもしれん」

「今住民をたたき起こしましょうか？」

「辺り中の住民をか？　修道服を脱ぬぎ捨てればただの女と見分けがつかん。朝でいい」

　レオンは指示を出したあとも少しの間考え込むように港に佇み、大小の船や桟さん橋ばしに当たる波の音を聞き、夜明け前の空のような青いマントを風になぶらせていた。




[image: ]




「あいつが【黒い羊ブラツクシープ】だったなんて……！」

　アルは何度も洟はなを啜すすり、溢あふれる涙なみだを拭ぬぐいながら、最後にはそう吐き出した。

　コンスタンティンとユリエルは顔を見合わせた。

　居酒屋での集会の翌日のことだ。昨夜ひどく酔っていたアルが、朝になって教会にやってきて、話があると言った。ユリエルは彼を司祭館に招き、アルは涙ながらに語ったのだった。

　テーブルには、黒い修道服が置かれている。アルが家で見つけたと言って持ってきたそれは、【黒い羊ブラツクシープ】が着ている修道服と似ており、裾すそが短めに断たたれ、黒いベールと、顔を隠かくす紗しやも一いつ緒しよだった。

　よくできてるなあとコンスタンティンは思った。修道服はおそらく本物の修道服を作り替えたものだろう。自分は司祭館の物置をひっくり返して色々物色できたが、この【黒い羊ブラツクシープ】はどうやってこれらを手に入れたのだろう。作り替えたにしろ、その元々のものは？

「アルさん」

　ユリエルは言葉を選び、アルに語りかけた。

「落ち着いてください。彼女は喧けん嘩かができますか？　日常生活はどうですか？　変化があるとしたら、それはいつからの……」

「落ち着けますか、こんなものが出てきたんです、あいつが【黒い羊ブラツクシープ】の正体だったんですよ！」

「いえ、ですからまだ……」

　アルはわっと顔を伏ふせて叫さけんだ。

「クリスが……俺のクリスティーナが【黒い羊ブラツクシープ】だったんだ！」

　クリスティーナは、アルの娘むすめだ。

　コンスタンティンが椅い子すから立ち上がり、溜息混じりにアルの背中を撫なでた。

「アル、もう泣かないで」

「うう、コンスタンティン、俺はどうしたら……」

　アルはぐしょぐしょになった顔を手て拭ぬぐいで拭い、洟をかんだ。

「一緒に考えよう。そのために来たんだろ？」

　コンスタンティンがそう言うと、アルはこくこくと頷うなずいた。




「どう思います？」

「偽者の方ですね」

　何か飲む物を用意すると言って、ユリエルとコンスタンティンは居間にアルを置いて台所に入った。尋ねるコンスタンティンに、ユリエルはあっさりとそう答えた。

「話を聞く限り、特に腕うでっ節ぷしが強いわけでも荒あら事ごとに慣れているわけでもないお嬢じようさんです。足は速いということですが、私が戦った【黒い羊ブラツクシープ】は場慣れしていましたし、ある程度専門的な訓練を受けていたように感じられました。おそらく騎き士しか傭よう兵へいか、戦いを生業なりわいとする者から習っているはずです。一方、クリスティーナにはそういった者との接点が見つかりません」

　その通りだ。コンスタンティンは彼の読みに内心舌を巻きながら、アルのために林りん檎ご酒の瓶びんに手を伸のばした。アンガスが居た頃に作った秘蔵の品なのだが、まあ、エールよりは強いし、気付けには良いだろう。ユリエルは作りつけの棚たなからカップを取りながら言った。

「日常生活での変化もここ最近のことで、中でも急に仕事が見つかって父親の小こ遣づかい分まで稼かせげるようになったというのは、犯罪者から金品を巻き上げていたという偽者だからでしょう」

「それなら、早くやめるように説得しないと……」

　悪党相手であっても、治安騒そう擾じようや恐きよう喝かつの罪は免まぬかれない。コンスタンティンも幼い頃ころは時々クリスティーナと遊んだものだった。こんな大それたことをする子とは思えなかったから、余計に心が重かった。

「とにかく急ぎましょう。アルさんにはここに残ってもらった方がいいかもしれませんね。一緒に残って、そばについていてもらえますか？　私がクリスティーナの勤め先に行ってみます」

　ユリエルはそう言い、酒の用意を終えたコンスタンティンのために扉とびらを開けた。

　同時に、居間から通じるもう一つの扉──つまり玄げん関かんの扉が開け放たれ、ジャックが転がり込んできた。

「コンスタンティン、大変だ！……って、アル!?」

　ジャックはアルの姿を見て目を丸くした。椅子の上で小さくなっていたアルは、何事かと腰こしを浮うかして尋たずねた。

「なんだ、ジャック、何かあったのか」

「あ、ああ……」

　ジャックからさっきまでの勢いが消え失うせている。コンスタンティンは嫌いやな予感を覚えた。

　ジャックはアルの様子を気にしながら、言いにくそうに言った。

「その、捕つかまったんだ……クリスが」

「！　うちのクリスティーナか!?」

　アルが椅子を蹴けり倒たおし、ジャックに突とつ進しんしてその胸むな倉ぐらを摑つかんだ。コンスタンティンとユリエルが慌あわててアルを押さえつけるが、アルは激しくもがいて、ジャックの腕にすがりついた。

「どういうことだ、なあ、ジャック！」

「クリスが【黒い羊ブラツクシープ】だって……さっき、警備隊がクリスを捕まえて、城に連れて行ったんだ」

　レオンが先に動いてしまった。コンスタンティンは事態の急変に息を吞のみ、その直後膝ひざから崩くずれ落ちたアルに気付いて、その身体からだを支えた。

　アルの目は焦しよう点てんが合わず、膝どころか全身ががくがくと震ふるえ、口はただ娘の名を繰くり返し呟つぶやいていた。
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　コンスタンティンは門番の槍やりを摑んで叫んだ。

「どうしてだよ！　通せないって！」

　コンスタンティンらが駆かけつけた時には城門は固く閉とざされていた。

　顔見知りの門番はその場を動かず、渋じゆう面めんで言った。

「代官様から言われているんだ。アルやおまえが血相変えて来るだろうが、絶対に通すなと」

「サー・レオンにもクリスにも会えないの!?」

　ああ、と門番は答えた。

「コンスタンティン助祭」

　ユリエルに腕を摑まれ、コンスタンティンは門番から引きはがされた。

「落ち着いて。一度戻もどりましょう。アルさんも放っておけません」

「でも……っ！」

「戻りましょう」

　手をふりほどこうとコンスタンティンはユリエルを振ふり返った。

　だが目が合うと、手から力は抜ぬけてしまった。ユリエルの目にもまた、苦痛の色が見て取れた。付き合いはコンスタンティンの方が長いとはいえ、ユリエルにとってもアルやクリスティーナは庇ひ護ごすべき教区民なのだ。

「……わかりました」

　コンスタンティンは俯うつむいてそう答えた。

　ユリエルは彼女の背を押し、教会への道を辿たどり始めた。見上げた彼の表情は硬かたく、張りつめていた。

「【黒い羊ブラツクシープ】はこういう事態を考えておくべきだったと、ファーザーはおっしゃいましたね」

　コンスタンティンがそう言うと、彼は軽く瞠どう目もくして彼女を見た。

「ええ……昨夜の話ですね」

「クリスはきっと偽にせ者ものの方です……それなら【黒い羊ブラツクシープ】がいなければ……」

　コンスタンティンの言おうとしていることを察し、ユリエルは後を継ついだ。

「【黒い羊ブラツクシープ】がいなければ、クリスティーナが罪を犯おかすこともなかったのでしょう」

　ユリエルが静かな声で語った。それは穏おだやかさの欠片かけらもない、感情をうち捨てただけの静けさで、秘ひめた意志はむしろ恐おそろしいくらい強きよう烈れつに感じられた。

「【黒い羊ブラツクシープ】は自分ではそうとは気付いていないのかもしれませんが、秩ちつ序じよを乱しています。正道を外れ、領主の法にも教会の法にも従わずに自ら裁きを下すなら、これまでの秩序を否定するということです。市し井せいではその活かつ躍やくを褒ほめそやします。……けれど【黒い羊ブラツクシープ】の活躍を聞いた年若い子どもたちが、【黒い羊ブラツクシープ】に憧あこがれ容易たやすく法を踏ふみ越こえるようなことがあれば、それはとても危険なことなのです。彼らにとっても、このサクスの将来にとっても」

　言葉の一つ一つが胸に突つき刺ささる。そこまで考えたことなどなかった。子どもたちが【黒い羊ブラツクシープ】に憧れ、きゃっきゃと騒さわいでいるのを見て、その歓かん声せいを心ここ地ちよく思ってすらいた。

　いや──しかしそれは。

「【黒い羊ブラツクシープ】はきっかけだったと思いますが、そこで思考を停止させてはいけないと思います」

　コンスタンティンはユリエルの横顔を見上げてはっきりと言った。ユリエルの目が彼女に向けられる。その目がいつもよりも冷たく見えて、一いつ瞬しゆんぞっとする。探さぐるような目だった。

　彼は悪あく魔まと異い端たん者を追う悪あく魔ま祓ばらい師なのだ。

　自分が探られている可能性を改めて思い知り、コンスタンティンは密ひそかに唾つばを飲み込む。もしかして、今までもこんな目で見られていたのだろうか？　昨夜は？　昨夜も彼とは【黒い羊ブラツクシープ】について話したのだ。自分は何か、へまをしなかっただろうか。

　だが、恐きよう怖ふに負けて引けば、却かえって疑いを招くことになる。彼女は思い切って踏み込んだ。

「サクスには色々な問題があります。【黒い羊ブラツクシープ】に人々が期待するのはその問題を彼女が一足飛びで……教会の力も、領主の力も借りずに解決してしまうからです。クリスも何か問題を抱かかえていたか、トラブルに巻き込まれてしまったのでしょう。重要なのはそういった根本的な問題の解決だと思います。それに、どんな問題があったのかわかれば、クリスティーナが【黒い羊ブラツクシープ】だっていう疑いを解くことができるかもしれません」

「【悪徳の都】……ですか」

　サクスの異い称しようを呟いて、ユリエルは口くちの端はしに笑えみを浮かべた。笑いかけられるとは思っていなかったコンスタンティンは少し動どう揺ようする。

「私が【黒い羊ブラツクシープ】にかまけて【悪徳の都】であるサクスの問題から目をそらしていると？」

「えっ！　あ、そういうわけでは……いや、そういう意味に取られてしまうかもしれませんけど」

　自分の発言内容を思い返し、コンスタンティンは青くなる。『疑いを恐れた』と思われるのを避さけたかったのだが、今回ばかりは【黒い羊ブラツクシープ】に肩かた入いれしすぎたかもしれない。やましいところがない故ゆえの無防備さと取ってもらえればいいのだが……

　ユリエルは物思いにふける様子で言った。

「そうですね……私はまださほどサクスに詳くわしくありません。【黒い羊ブラツクシープ】はこの街をよく知る者なのでしょう。この街の問題をよく知り、それを解決したいと願う。コンスタンティン助祭、あなたが考える【黒い羊ブラツクシープ】はそういった人物ですね？」

「え？　ええと……そうなるのかな……」

　実際は単に善行稼かせぎというか、離り婚こんのためというか……まあ、暴れたいだけだったり……いや、そんなことは勿もち論ろん言えたものではないのだが。

「しかし残念ながら私はそうは思いません」

　ユリエルの口元は穏やかに笑っているが、いつも通りの笑み、というには目が笑っていない。やはり疑われているのだろうか？　【黒い羊ブラツクシープ】は女で、『コンスタンティン助祭』は男なのに？　あるいは、これは彼の職業病のようなものだろうか。

「【黒い羊ブラツクシープ】には悪魔がついています。この街の秩序を破は壊かいし、混こん沌とんを招くことは悪魔としても望むところでしょう。彼女は悪魔に味方しているのです。コンスタンティン助祭、あなたが考えるこの街の問題とはなんですか？　犯罪の多さ？　貧富の差？　何にしろ、彼女の存在はそれらを解決する役には立っていませんよ。彼女が現れても罪は重ねられ、貧しい者は貧しいままです。私には彼女が善意からこのようなことをしているとは思えませんね」

　……事実だ。

　コンスタンティン自身、この街をどうこうしようと思って始めたことではない。悪魔との離婚のために始めたことなのだ。幾いくつかの事件に触ふれ、誰だれかを助けたい、この街を守りたいと心から思うことはあったが、【黒い羊ブラツクシープ】のしていることは目の前の問題を一つ一つ片づけているだけで、根本的な解決には至っていないのはわかっていた。

　それでも。

　時々、信じられる気がするのだ。この街の何かが変わっていくのを。

　口を開けばそういった思いが溢あふれそうで、一瞬コンスタンティンは言葉に詰つまった。表情だけはかろうじて普ふ段だんの余よ裕ゆうを保って、困ったように眉まゆを寄せる──【黒い羊ブラツクシープ】ではなく、あくまで一いつ般ぱん人の立ち位置で、言葉を選んでいるだけなのだと見えるように願いながら。

　返答を考える一秒、二秒の間にひどく焦あせり、混乱し、心臓が悲鳴を上げる。

　話を無理に逸そらしても、ユリエルの考えに擦すり寄るような態度を取ってもダメだ。そうではなく、自分の意見を言わなければ。違い和わ感かんを覚えさせてはならない。何気なく、いかにもコンスタンティンらしいことを。

「正直、僕はこれまで【黒い羊ブラツクシープ】をどうとも思ってなかったんです」

　淀よどみなく、視線を逸らさず、コンスタンティンは言った。

「悪魔がそばにいるならただの正義の味方かぶれの人間ってわけでもないでしょうし。よくわからないから、結論を出せるほど考えてないんです。善人か悪人かもわかりません。伝説の【黒い羊ブラツクシープ】そのものなのか、誰かがその名を使っているだけなのかも。思い切り暴れられるのは楽しそうだなと思いますけど、それだけで。僕に問題を持ち込むのはいつも【黒い羊ブラツクシープ】じゃなくて教区の隣りん人じんたちで、僕にとってはそっちの方がずっと現実的な問題なんです……ごめんなさい、ファーザーが【黒い羊ブラツクシープ】を追っているのに、僕はこんな考え方で」

　用心深くコンスタンティンを観察していたユリエルの目に、ちらりと感情の動きが見える。彼は二、三度瞬またたきをし、コンスタンティンを見つめ──目元を和なごませた。

「『暴れられるのは楽しそう』ですか」

　ユリエルは、おかしそうに、今度は目でもきちんと笑った。

「確かに、あなたにとっては【黒い羊ブラツクシープ】はそういう存在なのかもしれませんね。それに、クリスティーナがこんなことをした理由のすべてを【黒い羊ブラツクシープ】に押しつけるのは、あなたの指し摘てき通り乱暴な話でした。クリスティーナの問題をきちんと考えましょう。……私は一度彼女の勤め先の方に行ってみます。先に帰ってもらえますか？　アルさんも心配ですし」

「あ、はい」

　コンスタンティンは内心の安あん堵どを表に出さないよう注意しつつ、頷うなずいた。ユリエルがクリスティーナの勤め先がある通りへ向かうのを見送ってから、狭せまい路地に入り、教会へ向かってまた歩き出す。

　黒くろ猫ねこが、その彼女の足あし下もとに擦り寄った。コンスタンティンは猫を抱だき上げ、溜ため息いきを吐はき出した。今になって手が震ふるえてきた。ユリエルに疑われたかもしれない──疑われているのかもしれない。試ためされ、探られていたのかもしれない。

「何か、へましたっけ……？」

　小さな声で呟つぶやくと、腕うでの中で猫が喉のどを鳴らし、彼女の胸に頭を押しつけ、囁ささやいた。

「怯おびえるのなら、もうこんなことはやめてしまえば良い」

　微睡まどろむように目を細め、猫は呟いた。

「吾わが輩はいとともに地じ獄ごくへ行けば良い。そなたがそう望みさえすれば、吾輩は地獄への扉とびらを開く力が回復するまで、そなたを安全な場所に匿かくまってやろう。怯えることも、震えることもない場所で、そなたを守ろう」

「地獄は嫌いやだ」

「あれほど自由な土地もないというのに」

　悪魔は密やかに笑い、不意に彼女の腕の中からするりと抜ぬけ出て、地面に下りた。

「？　どこへ行く」

「司祭の様子を見て来るのだ。そなたが司祭に捕つかまるような事態は吾輩も避けたい」

　金色の目をした猫は、そう語って大通りの雑ざつ踏とうに紛まぎれていった。

　コンスタンティンは路地に残され、疲ひ労ろうを覚えて民家の壁かべにもたれた。

　ユリエルの眼まな差ざしを思い出し、思わず目を閉じる。勿論それで頭に浮うかんだものを消せるわけでもなかったが。【黒い羊ブラツクシープ】の時いつも向けられている、射抜くような鋭するどく厳しいものとも違ちがう。冷静で、落ち着いていて、感情の抜け落ちた目だった。ただコンスタンティンを観察する目。それを微笑ほほえみの向こうに綺き麗れいに隠かくして、彼はコンスタンティンを尋じん問もんしていた──

　そして彼の疑いは正しいのだ。

　理由があって疑われているのなら、それを晴らすのは難しいかもしれない。

「……どうして疑われたんだろう」

　夜中司祭館を出て行くところを見られた？　【黒い羊ブラツクシープ】と似ていることに気付かれた？

　それとも──

「ドレスかなあ……」

　危険性は感じていたので、コンスタンティンは憂ゆう鬱うつな気分で呟いた。

　少し前にドレスを着るはめになり、それをユリエルに見られたのだ。助祭姿ならば誤ご魔ま化かせていたものも、ドレス姿ではそうはいかない。やはり、あの時女とばれてしまったのだろうか。

　知らず、僧そう衣いの上から胸を押さえていた。

　……だが、まだユリエルも決定的なものは摑つかんでいないのだろう。

　だから、コンスタンティンは顔を上げ、教会に向かってもう一度歩き始めた。

　司祭館にはアルがジャックと一いつ緒しよに待っている。今はクリスティーナのことを考えよう。

【黒い羊ブラツクシープ】としても、『コンスタンティン助祭』としても、それが今すべきことなのだ。

（じゃあ、『コンスタンティン』としてはどうなんだろう？）

　あるいは、もうずっと前にいなくなった少女、『コンスタンス』としては？

　らちもないことを考えながら、ユリエルはどうなのだろうとふと思った。彼も自分のように複数の顔をもてあますことはあるのだろうか？　司祭として、悪あく魔ま祓ばらい師として。

　ドレス姿の自分を前にして赤面する彼を遠い昔のことのように思い出しながら、コンスタンティンは歩く速度を速め、最後には駆かけ出した。

　翻ひるがえる僧衣の裾すそは、何故なぜかあの時のドレスを思い出させた。
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　その日のグロリアは窓から見える曇どん天てんと同じような、濃こい青灰色のドレスを着ていた。胸むな元もとに施ほどこされた精美を極きわめた金糸の刺し繡しゆうはその曇天に差し込む陽光を思わせ、どちらかといえば細身の肉体に柔やわらかな印象を与あたえていた。

　小首を傾かしげると、一筋だけ結ゆわずに垂らした銀ぎん髪ぱつがやや骨張った肩かたに触ふれた。

　グロリアは、紅を引いたその唇くちびるから、特に感かん慨がいも込めずに言葉を吐き出した。

「その娘むすめは今日中に公開処しよ刑けいとする。その他ほかも手はず通りに」

　サクスの女主、ウォール伯はくグロリア──

　灰色の目を眠ねむたげに半ば閉じた女は、サクスの代官であるレオンにそう命を下し、それ以上は興味がないというように彼に背を向けた。

　城の小広間に他に人はいなかった。

　退室を求められているのはわかっていたが、首こうべを垂れていたレオンは顔を上げ、弧こを描えがく彼女の背中を見つめて尋たずねた。

「【黒い羊ブラツクシープ】が現れなかった場合、娘をいかがなさいますか？」

　今回【黒い羊ブラツクシープ】として捕とらえた娘が偽にせ者ものであることはすでにわかっている。

　捜そう査さによって娘が【黒い羊ブラツクシープ】と名乗り、ちんぴらから金品を奪うばい取ろうとしたことは確かく認にんされたが、彼女には【黒い羊ブラツクシープ】のような戦いの術も、身体能力もなかったし、言動も【黒い羊ブラツクシープ】とはまったく違っていた。

　しかし彼女を【黒い羊ブラツクシープ】として処刑すると発表する。

【黒い羊ブラツクシープ】が娘を助けようと出てきたところを捕まえるためだ。

　問題は、【黒い羊ブラツクシープ】が現れなかった場合だ。

　サクス中を騒さわがせた【黒い羊ブラツクシープ】の処刑だ。それを周知させ、公開処刑とするのなら、多くの見物人が集まる。【黒い羊ブラツクシープ】の処刑を望まぬ者もいるだろうが、中には【黒い羊ブラツクシープ】の処刑を見たさに期待に胸を膨ふくらませてやってくる者も相当数いるのだ。

「尊大な女領主の気まぐれで、処刑は延期……ということでいいだろう」

　グロリアはあっさりと言い、暖だん炉ろのそばに置かれた椅い子すに、ドレスの裾を捌さばいて腰こしを下ろした。肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、狼おおかみを思わせる透すき通った灰色の目で、レオンを眺ながめる。

「勿もち論ろん、民たみの不満を和やわらげるよう、それらしい演出はしてやるさ。神の啓けい示じだのなんだのな。民衆を焚たきつけて、処刑中止があたかも彼らの意志であるかのように見せかけてもいい。私も処刑場にいるのだ、どうとでも動ける」

　椅子に堂々と腰を下ろした彼女は、皮肉めいた笑えみの浮かぶ口元と切れ長の理知的な眼差しによって、まったく彼女自身が形容する通りの女領主に見えた。後頭部でまとめてネットに入れた銀髪と灰色の双そう眸ぼうという彩いろどりもまた、彼女の怜れい悧りな美しさと酷こく薄はくさを際きわだたせて見せる。

　研とぎ澄すまされた刃は物もののような、相手に緊きん張ちようを強しいる美女だ。

　なおも黙だまり込むレオンに、グロリアは眉まゆを上げて心外そうに言った。

「それとも、おまえは私が動くつもりがないと思っているのか？　【黒い羊ブラツクシープ】が現れなかった時に、刑けいの執しつ行こうを取りやめようとしないと？　導くべき領民を見殺しにすると？　いやいや、私はサクスの平和と発展をおまえと同様に願っているのだぞ。誓ちかい合ったではないか、サクスを大陸の諸都市にも負けない豊かな都市にしようと──」

　関税の引き下げによって商人たちを呼び込み、犯罪と不正を取り締しまって治安を回復させ税収の安定を図はかる。市参事会との関係の見直し、主要産業の一つである羊毛業の保護と育成──グロリアが伯となって六年、レオンが代官となって三年半が経たち、彼らはサクスのために一つずつ手を打ってきた。

　そして、これから先も、長い時間をかけて。

　その点をレオンは疑ってなどいない。そういう問題ではない。

　レオンはグロリアの笑顔をぶしつけなほどにはっきりと見み据すえて言った。

「偽者を【黒い羊ブラツクシープ】として処刑した後、本物の【黒い羊ブラツクシープ】が現れれば、我々の判断が間ま違ちがっていたことが証明されます。誤った裁きを下した我々に対して民は不信を抱いだくでしょう。しかし偽者を見殺しにした【黒い羊ブラツクシープ】への非難は高まり、彼女はこれまで培つちかってきた信しん頼らいを失うことになります。そこに……そう、処刑された娘は【黒い羊ブラツクシープ】の仲間だったとでも発表し、彼女が【黒い羊ブラツクシープ】に見捨てられて死んだのだというような噂うわさでも流してやれば、民の非難は【黒い羊ブラツクシープ】に集中することでしょう。勿論すべてがうまくいくとは限りません。しかし、あなたは賭かけ事がお好きでいらっしゃる」
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「そうだなあ、そこは認めるよ」

　グロリアは頰杖をついてレオンをしげしげと眺めた。

「私は気まぐれだし、賭け事も好きだ。二十歳はたちを幾いくつも超こえていないようなおまえを、代官に任命するくらいだからな。だが、おまえは一つ忘れている。私は【黒い羊ブラツクシープ】が欲しいが、もしあの女が自分の罪を着せられ処刑される娘を見殺しにするような手合いなら興味はないし、そんなクズと同等の存在にならないためにも必ず娘は守る。約束しよう」

　やっとレオンは視線を外し、首を垂れた。

「お優やさしさに感謝申し上げます。グロリア様」

「皮肉はやめろ」

　いえ、とレオンは首を垂れたまま言った。

「グロリア様はお優しい御お方かたです」

　グロリアは沈ちん黙もくし、自分に向かって下げられたレオンの頭をじっと見つめた。

「……優しい？　私が？　十四の娘を餌えさに【黒い羊ブラツクシープ】をおびき寄せようとする私が、か」

　レオン、とグロリアは臣下の名を呼んだ。それは臣下の騎き士し、自ら代官に任じた男を呼ぶには冷たく強こわ張ばった声だった。

「私はおまえが知っている以上に邪よこしまな人間だ。おまえは知らないだけだよ、レオン」

　そして彼女が繊せん手しゆを差し出すと、彼はその手を恭うやうやしく押し戴いただいて指輪に口づけした。一連の動作は儀ぎ式しきめいた仕草によって定型の挨あい拶さつに昇しよう華かされ、意思や心情や意味があったとしてもその向こうに覆おおい隠かくされた。僅わずかに視線を逸そらすグロリアの下もとからレオンは去って、扉とびらは静かに閉とざされた。

　残されたグロリアは自らの細くしなやかな腕うでを持ち上げ、その指にはめられた印章付きの指輪をしげしげと眺めた。唇を寄せてはみたものの、冷たい石には最前そこに触れていたものの温度はもはや残っておらず、勿論なにがしかの味や匂においがするわけもなく、彼女ははしたなくも舌打ちし、興味を失って腕をぶらんと垂らした。
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「罠わなだ」

　猫ねこは不ふ機き嫌げんそうな声で言った。

「わかってる」

　主祭さい壇だんの前に跪ひざまずき祈いのりを捧ささげていたコンスタンティンは振ふり返らずにそう答え、十字を切って立ち上がった。サクスの守護聖人である聖ブリジットは、今日も静かな眼まな差ざしを信徒に送る。内ない陣じん奥の壁へき面めんには高い位置にステンドグラスがはめられ、ほの暗い礼拝堂の中に鮮あざやかな色しき彩さいを放っていた。

「捨て置けば良いものを。何故なぜ余計な危険を冒おかす？」

「そりゃ、君はご飯食べて寝ねてたら満足なんだろうけどね、僕はそうはいかないんだよ」

　コンスタンティンはそう言い、足あし下もとに擦すり寄ってきた猫を見下ろした。

　黒くろ猫ねこの姿をした悪あく魔まは不機嫌そうに唸うなり、そっぽを向いた。

「今は雌し伏ふくの時なのだ。吾わが輩はいが腹の内で何を考えておるか教えてやろうか？　そなたといえど、恐きよう怖ふに打ち震ふるえるであろう」

「え……あ、何、また悪いこと考えてんの？　十じゆう字じ架かに括くくりつけておく？」

「ふん。そなたの神の教えなど知ったことか。そなたがなんと言おうとこれが吾輩だ。否定するのなら、最初から括るなりなんなりしておけ」

　おや、開き直ったのか？　コンスタンティンはまじまじと猫を見つめた。

　だが、確かに悪魔ならば悪徳を推すい奨しようするのは存在意義のようなものなのかもしれない。

「なるほど。でも四六時中縛しばり付けておくとファーザーに虐ぎやく待たいダメって言われそうだしなあ。いや、とにかく、僕はそうしないといけないんだ。あの子を助けないとね」

「だから、何故──」

　その時、礼拝堂の正面扉が開け放たれ、外の光を背負って、エリカが飛び込んできた。

　エリカはコンスタンティンの腕にひしとしがみつくと、涙なみだに濡ぬれた目を上げて、悲鳴のような声を出した。

「クリスの処しよ刑けいが決まったって……！」

　コンスタンティンを見つめる彼女の目から、次々に涙が零こぼれ落ちていく。背中をさすると、エリカは堪こらえきれない様子で膝ひざをつき、コンスタンティンの僧そう衣いにすがった。

　コンスタンティンも彼女のそばに跪き、背中をさすり続けた。

「【黒い羊ブラツクシープ】だって言われて捕つかまったと思ったら、その日の内に処刑だなんて！　代官様はどうしてしまわれたの！」

　泣きじゃくりながら怒おこる彼女の頭を撫なで、さらに俯うつむいたままのその顔に手をやり、目を合わせようとする。けれど彼女は嫌いやがって首を振り、コンスタンティンの胸に顔を埋うずめた。

　コンスタンティンは諦あきらめ、彼女の好きなようにさせて、ただ彼女の少し乱れた髪を撫でつけてやった。

　クリスティーナは、警備隊による聞き込みで、最近羽は振ぶりがいいと言われていたために目を付けられた。最終的には彼女の持ち物から前夜奪うばわれたちんぴらの財さい布ふが出てきたことが決定打となったらしい。

「……サー・レオンは僕たちほどクリスのことを知らないんだ」

「ねえ、じゃあ、あの子を知ってる私たちには何ができるの？　あと、何ができるの!?」

　コンスタンティンはさほどクリスと親しいわけではなかったが、エリカは女同士、かなり親しくしていたようで、クリスが捕まったと知ってからの憔しよう悴すいぶりは見ていて憐あわれなほどだった。彼女の父・ガイは有力な船大工の親方で、アルも事件の少し前まで彼の工こう房ぼうに勤めていた。ガイもまたアル親子を気にして、クリスのために短い時間ながら方々駆かけ回っている。

　しかし、ユリエルが教区の司祭として正式な抗こう議ぎをし、ガイがつてを頼たよりに市参事会を通して働きかけても、代官は伯の権利の行使をするだけだと繰くり返し、領主の裁判で下された決定を覆くつがえすことはできなかった。調整を旨むねとするレオンが今回に限っては強きよう硬こうで、コンスタンティンは逮たい捕ほ以来レオンにもクリスにも会えていない。【黒い羊ブラツクシープ】が治安を乱す存在である以上、その裁判は領主裁判権下に置かれ、教会も市参事会も口出しできないのだ。

　コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】として姿を見せればクリスも釈しやく放ほうされるのかもしれないが、即そく日じつ処刑のために未いまだその隙すきさえない。

「でも、このままじゃあの子殺されてしまうのよ！」

　エリカが涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げた。泣き顔を見せるのが嫌なのかすぐに顔を伏ふせようとするが、コンスタンティンはその頰ほおを両手でそっと挟はさんで上向かせ、目を合わせた。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと【黒い羊ブラツクシープ】が放っておかないさ」

　泣きはらした彼女の目元から涙を拭ぬぐい、コンスタンティンは明るく、気楽に言った。

「だって、【黒い羊ブラツクシープ】は正義の味方なんだろう？　間違った裁きには異議を申し立てるよ」

「……そうかしら？」

「うん。僕はそう思うね。でも、これはあんまり他ほかの人には言わないでくれる？　聖職者が【黒い羊ブラツクシープ】に期待するなんて、って怒られちゃうからさ」

　エリカはじっとコンスタンティンの顔を見つめ、上うわ目め遣づかいのまま頷うなずいた。

「わかったわ。言わない。ねえ、でも、【黒い羊ブラツクシープ】は本当に助けに来るの？　自分が捕まってしまうかもしれないのに」

「【黒い羊ブラツクシープ】は悪党を倒たおして不正を正そうとしているんだろう？　それなら、きっと来るさ。彼女の存在意義に関かかわるんだから」

「……コンスタンティンは処刑場に行くの？」

「うん、行くつもりだよ」

「でも、クリスが殺されるのよ……私は見たくない」

　コンスタンティンは、首を振るエリカの頭をもっとずっと幼い子にするように、ぽんぽんと優しく叩たたいた。

「無理に行かなくていいと思うよ」

「どうしてコンスタンティンは行くの。あんな見せ物……」

　コンスタンティンがちらりと見ると、黒猫は祭壇の手前で大きなあくびをしていた。エリカに、そしてその猫に対して、コンスタンティンは言った。

「行かなかったら後こう悔かいすると思うから。もしかしたら、僕が必要になるかもしれないだろう？　まだ僕にはわからないだけで、できることがあるかもしれないから。ここでお祈りをしていたらできないことが、見つかるかもしれないから」

　エリカはその言葉の意味を確かめるようにぼんやりとした顔をしていたが、やがて真しん剣けんな表情になって言った。

「私も行くわ」

「いや、エリカは……」

「行くわ、だって私にもできることがあるかもしれないもの。ううん、石投げてでも処刑なんて止めてやるわ。私だって黙だまってられない。正しくないことは正しくないって言ってやるのよ」

　決然と顔を上げ、立ち上がった彼女は本気で兵士や処刑人に石を投げそうだった。いや、これはまずい。そんなことをしては、エリカ自身が大変なことになってしまう。

「いや、エリカは危ないから家にいた方が、」

「コンスタンティン」

　じろり、とエリカは厳しい目でコンスタンティンを睨にらみつける。腰こしに手を当てコンスタンティンを見下ろす態度は、いかにも気の強そうな様子に見えた。実際、彼女はこうと決めたら譲ゆずらないところがあった。

「励はげまそうとしてくれてありがとう。でも、私、【黒い羊ブラツクシープ】任せにして待つなんて嫌いやなの。広場で会いましょう。じゃあね、私一度家に帰らないと」

「エリカ!?」

　エリカはコンスタンティンが止めるのも聞かずに教会から出て行ってしまった。

　コンスタンティンはエリカを追って正面扉から外に出たが、彼女はあっという間に路地から通りに飛び出して、見えなくなった。

「早死にしそうな娘むすめだな」

　コンスタンティンの足の間からエリカを見送った猫ねこはそう呟つぶやいて、礼拝堂の中へ戻もどっていった。お気に入りの日だまりに寝そべり、目を閉じる。処刑される少女にも、処刑を止めるために石を投げると言い張った少女にも、まったく興味がなさそうな様子だった。

「まあ……何かやらかす前に僕が動くよ」

　コンスタンティンも猫の後を追って屋内へ戻り、扉とびらを閉めた。

「それで、わかったかい？」

「何をだ、妻よ」

「【黒い羊ブラツクシープ】がクリスを助けないといけない理由さ」

　猫は片目だけ開けてコンスタンティンを見やった。

「……わからぬ」

「伯は【黒い羊ブラツクシープ】をクズ呼ばわりした」

　少し前にあった事件のことを思い出しながら、コンスタンティンは言った。

「神の秩ちつ序じよに刃は向むかう冒ぼう瀆とく者だって罵ののしったんだ。【黒い羊ブラツクシープ】が伯の秩序を乱してるのは、まあ事実だよ。でも、それは【黒い羊ブラツクシープ】の考える秩序と伯の秩序がずれているからで、【黒い羊ブラツクシープ】は【黒い羊ブラツクシープ】の秩序を体現しないといけない」

「……つまり、どういうことなのだ」

「つまり、ここで黙ってたら【黒い羊ブラツクシープ】は本物のクズになってしまうってことさ」

　どれほどの危険があろうが、クリスを助けなければ、【黒い羊ブラツクシープ】はおしまいなのだ。少女を見捨てれば【黒い羊ブラツクシープ】としての筋が通らない。筋が通らなければ、幻げん想そうは打ち砕くだかれる。

　八割方が幻想でできている【黒い羊ブラツクシープ】は、それでおしまいだ。

「『伝説の正義の味方』である【黒い羊ブラツクシープ】が女の子を見捨てるのも、悪党をこらしめる【黒い羊ブラツクシープ】が不正を正さないのも、矛む盾じゆんしちゃうんだよ」

「ふむ。そなたの言葉で言えば、それが【黒い羊ブラツクシープ】の存在意義、ということか」

「まあ、そういうこと」

　猫は目を閉じ、微睡まどろむように足の間に頭を埋めた。コンスタンティンは司祭館で仕事を片づけようと、裏口の方へ回りかけ──

「噓うそつきだな、そなたは」

　猫が、急にそんなことを言った。

「え？」

　聞き返して振ふり返っても、猫は先さき程ほどの姿勢を変えてはいなかった。

「吾わが輩はいは欲よく望ぼうには聡さといのだ。単にそなたは、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】という名を借りて、自分の欲望を満たしておるだけだろう。暴れたいだけ、自分の思う通りにしたいだけ……今回も、その娘を助けたいだけだ」

　コンスタンティンは返答に詰つまり、顔をしかめたが、すぐにムッとした顔で言い返した。

「君に言われることじゃないさ、悪あく魔まめ」

　そうして彼女は礼拝堂を出て、残された悪魔は小さな笑い声を漏もらして眠ねむりについた。
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　クリスティーナは父親には裕ゆう福ふくな騎き士しの家で仕事をもらえたと言っていたらしいが、その家はクリスティーナのことなど知らないと言っていた。実際にクリスティーナが働いていたのは小さな毛織物の工こう房ぼうで、そこでの給金では父親に小こ遣づかいを渡わたすなどとてもできなかった。

　つまり、彼女は【黒い羊ブラツクシープ】として犯罪者たちから巻き上げた金を使っていたのだ。

　処しよ刑けいの布告が出されると、大多数のサクスの市民は祭りを迎むかえる時のような興奮を抱いだいてああだこうだと論議した。クリスティーナは品行方正な娘とは言い難がたく、夜の繁はん華か街がいにいる彼女の姿を目もく撃げきして、興味本位の噂うわさを囁ささやく者もいた。

　だが、結局、クリスティーナがどういう経けい緯いで【黒い羊ブラツクシープ】になろうと思ったのか、あの修道服一式をどうやって手に入れたのかなど、詳しよう細さいは公表されなかった。裁判にかけられた時間はあまりに僅わずかで、処刑が決まってしまったため、そもそも調べられたとも思われなかった。

　その日は昼を過ぎて雨がぱらつきだしていた。

　午後の空気は雨によって冷やされ、夏だというのに肌はだ寒ざむい。マントや外がい套とうを着た者たちが、サクスで一番大きな広場に集まり始めていた。

　処刑を見物するためだ。

　広場の北側には処刑台が設けられていた。まだ処刑執しつ行こう人も罪人もいないが、兵士が広場のあちこちに配置され、人々の動きに目を光らせている。

　ユリエルは広場に通じる小路に隠かくれながら、ただ一人の人物を見つめていた。




『じゃあ、僕先に行ってますね』




　後から行く、と言ったユリエルに、コンスタンティンはそう言って司祭館を出て行った。黒いマントを羽織り、フードを被かぶって雨の中出て行ったその姿を、ユリエルはしっかりと目に焼き付けた。顔が見えないためにいつもより聖職者然としたその姿はともすれば群衆の中に紛まぎれそうだったが、ユリエルは目を離はなすことはなく、司祭館からその姿を追い続けていた。

　──これが【黒い羊ブラツクシープ】を捕つかまえるための罠わなだということは、わかっていた。

　そして、彼の知る【黒い羊ブラツクシープ】、傲ごう慢まんなまでに自らを正義と信じる彼女ならば、確実にこの場に姿を見せるだろうということも。

　ならば、コンスタンティンをずっと見張っていれば、【黒い羊ブラツクシープ】かどうかわかるはずだ。【黒い羊ブラツクシープ】がそれでも現れたのならコンスタンティンは【黒い羊ブラツクシープ】ではないことになるし、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】となったところを押さえられれば、これ以上ない証しよう拠こになる。

「ユリエル様」

　不意に声をかけられたが、よく知る声だったので、ユリエルは振り向きもしなかった。彼が──ニコラスが予期せぬところから気配を消して現れるのにはいい加減慣れていた。

「何をしていらっしゃるのですか」

「見張っているのです」

「ずっと一点を見つめていらっしゃいますが、目星でも──ありゃ、助祭ですか？　あいつを見張っていらっしゃるのですか？　どうしてまた？」

　ユリエルは返答に戸と惑まどった。コンスタンティンを疑っていることを、まだニコラスにすら話してはいなかったのだ。

　今言うべきか一いつ瞬しゆん迷う。

　迷っている間に、ニコラスはとんでもないことを言った。

「男の尻しり追いかけ回して何が楽しいんですか」

「!!　ニ、ニコラス！」

　ユリエルはほとんど絶ぜつ叫きようしてニコラスを振り返った。

　ニコラスはいつもの平然とした顔で主あるじを眺ながめ、広場の方を指さした。

「見張っていなくていいんですか」

「あっ」

　慌あわててユリエルは視線を広場へ戻もどす──コンスタンティンはユリエルに背を向けて、誰だれかと話しているところだった。フードの下から顔がちらりと見える。エリカだ。

　エリカは、ユリエルの方を見ていた。

　気付かれたのだ。

　ユリエルはまるで今彼らの存在に気付いたかのように装い、エリカに向かって軽く手を上げた。だが、エリカからは不信感に満ちた視線が返ってくるだけだ。彼女はコンスタンティンの腕うでを取り、何か言いながら、広場の中心部へ進んでいく。

「あの娘むすめ、どうかしたんですか」

　不思議そうな顔でニコラスが呟つぶやく。勿もち論ろん、ユリエルは詳細を説明する気にはなれなかった。コンスタンティンに恋こいをしていると勘かん違ちがいされているなど、ニコラスに知られればどんなからかい方をされるかわかったものではない。

「……私たちも行きましょう」

「ユリエル様。お顔が赤いですよ」

「いいからお黙だまりなさいっ」

　ユリエルは外套のフードをそれまで以上に深く被った。雨が少し強くなってきたからおかしな仕草ではなかったが、本当は勿論ニコラスから顔をできるだけ隠すためだった。触ふれた自分の耳は確かに熱く、それがまた恥はずかしくて、ユリエルはそこから先は口を噤つぐんだ。

　──誤解なのだ。あれはエリカが勝手に勘違いしただけで、ユリエルはコンスタンティンに恋しているわけではなくて、【黒い羊ブラツクシープ】とコンスタンティンの唇くちびるが似ているのが気になっているだけだ。何しろコンスタンティンは男性なのだし、男である自分がコンスタンティンに恋するなどおかしな話ではないか。いや、というか考えてみればコンスタンティンが本当に女性である可能性もあるわけで、もしもそうなら自分は、いいや、やはり男性であったとしても、

（美しい眼まな差ざしをしていた）

　ふわりと頭に浮うかんだのは、ドレスを着て立ちつくす、コンスタンティンの姿だった。

　──ごっ。

　ユリエルは拳こぶしで自分の頰ほおを殴なぐった。さすがにニコラスがぎょっとした顔をする。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、ユリエル様」

「だ、大丈夫です」

　相当強く殴っていた。顎あごまで痛く、まだ衝しよう撃げきが頭に残っている。とりあえずこれで一度頭を切り換かえよう。今は任務に集中するのだ。コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】かどうか見み極きわめ、そして万が一【黒い羊ブラツクシープ】が現れなかった時は、処刑に反対する教区の人々が暴走するのを抑おさえ、代官たちに改めて直じか談だん判ぱんをすることになる。人の命がかかった、重要な仕事だ。

　その時、コンスタンティンとエリカが群衆の中に入り込み、ユリエルは彼らの姿を一瞬見失った。とはいえ翻ひるがえる黒いマントはすぐに群衆の中からまた現れた。自覚はなかったが、少し集中力が途と切ぎれていたのかもしれない。ユリエルはいっそうの注意を払はらって、そのマントの後を追った。




　ニコラスは、別の場所で広場を見張っている。

　日は傾かたむき、伯や代官も広場に入り、クリスティーナが仮設の壇だん上じように引き出された。

　刑けい吏りと司祭に挟はさまれた彼女は、あどけない顔の十四の子どもだった。これから何が起こるのかよくわかっていないような顔で、きょろきょろと周囲を見回している。その目には不安よりも興味の色が濃こい。自分の置かれた立場すらわからない少女だ。縄なわで縛いましめられた細い手足が痛ましく、ユリエルは思わず唇を嚙かむ。

　たとえ【黒い羊ブラツクシープ】を捕とらえるための罠だとしても、クリスティーナ自身が罪を犯おかしているにしても、これはあまりに酷こくだ。絞こう首しゆ台の右手には石造りの貴き賓ひん館があり、伯はそのバルコニーから姿を見せていた。女領主は未亡人であることを示す被り物で頭から首回りまで覆おおい、際きわだって美しい顔だけが何の感情も映さずに広場に向けられていた。

　処刑まであと少し。壇上の係官が罪状を読み上げ、司祭が祈いのりを捧ささげれば、刑吏の持つ縄がクリスティーナの首に食い込む。広場を埋うめんばかりに集まった群衆はいよいよ刑けいの執しつ行こうが近づいたとざわめき、あのような子どもが本当に【黒い羊ブラツクシープ】なのかと訝いぶかり、囁きかわしていたが、ふと誰からともなく空を見上げた。

　雨が止やんでいた。

　元から小こ雨さめに過ぎなかったが、今では重い雨雲が切れ、光が差し込んでいた。雲間から注ぐ光は天から下ろされた梯子はしごのように街の上に延のび、人々は濡ぬれたフードを脱ぎ、顔を出した。

　その中にあっても、コンスタンティンは、黒いフードを目ま深ぶかに被ったままだった。

　ユリエルはその姿を見つめ、雷かみなりに打たれたようにある可能性に気付いた。

　駆かけ出し、群衆を搔かき分け、黒いマントで包まれた肩かたを、最前まで自分がコンスタンティンだと思っていた肩を摑つかんで、振ふり向かせた。

　そこにいたのは、コンスタンティンではなかった。

　コンスタンティンのマントを着て、フードを目深に被った、エリカだった。

「どうして……」

　呆ぼう然ぜんと呟くユリエルに、エリカは最初は驚おどろいた顔をしていたが、すぐに眉まゆをつり上げてキッと彼を睨にらみつけた。

「どうしてですって？　クリスティーナが殺されてしまうんですよ。こんな時までコンスタンティンを追いかけ回すなんて、ファーザーこそどうなさったんですか」

「追いかけ回す？」

「あとつけてらしたでしょう。私、ちゃんと気付いてたんですから」

　ユリエルは事態を理解し、周囲を見回した。コンスタンティンの姿は見えない。

「私、コンスタンティンとマントを取り替かえたんです。コンスタンティンなら言いくるめられるかもしれませんけど、私はそうはいきませんよ。ファーザーがコンスタンティンのことをお好きでも私はなんとも思いませんけど、こんなふうにつけ回したり、あの時みたいに押し倒たおしたりなんて──いえ、この話はまた後でしましょう。私は忙いそがしいんです、あなたと違ちがって！」

　言うだけ言うと、エリカはその場を離はなれようとした。絞首台の方へ向かって、ぐんぐん人を搔き分けていく。ユリエルはハッとしてその腕を摑んで止めた。

「どこへ行くんです？」

「どこ？　代官様のところですよ！　こんなことはやめさせるんです！」

「おやめなさい。直談判などをしてもあなたやご家族を難しい立場に追いやるだけです。クリスティーナなら私が助けます、必ず。今はコンスタンティン助祭の居所を教えてください」

「そんなことを言って！　どうせまたあなたは──」

　エリカは感情的になり、やや声を張り上げるようになっていた。周囲の視線が集まりかけたが、その時──

　広場に、突とつ如じよとして鐘かねの音が響ひびき渡わたった。

　広場に面した教会の鐘しよう楼ろうで、鐘が鳴らされたのだ。だが、今はまだ鐘の鳴る時間帯ではない。それに鐘の音だけではない、重い金属音も聞こえた。集まった人々は一いつ斉せいに鐘楼を見上げ、驚きにざわめいた。

　鐘楼の天てつ辺ぺんから壁へき面めんを伝うように、銀色の塊かたまりがぶら下がり、壁面を削けずるように揺ゆれている。

　差し込んだ陽光に輝かがやくそれは、鎧よろいだった。

　兵士たちの鎧を集めて縄で縛しばってまとめたものが、鐘の舌に結びつけられ、鐘を鳴らしていたのだ。

　絞首台のそばで兵士を従えていたレオンが事態を悟さとって命令を下し、兵士たちは彼の合図で散開し、槍やりを構えた。

「ごきげんいかが？　サクスの代官と市民たち」

　その場にいた全員の視線が声の聞こえてきた方へ集中した。鐘の余よ韻いんがまだ空気を震ふるわせる中、朗々たる声を張り上げたのは、バルコニーに佇たたずむ黒こく衣いの修道女だった──決して昼間現れることはなかった彼女が、貴賓館のバルコニーに堂々と姿をさらしていた。

　女伯グロリアの真後ろに。

「…………っ！」

　グロリアの顔に初めて表情らしきものが浮かぶ。彼女は勢いよく振り返──ろうとしたが、果たせなかった。【黒い羊ブラツクシープ】がグロリアの喉のどに背後から腕を巻き付け、その両手をもう一方の手で押さえ込んだのだ。

　公開処しよ刑けいのために集まっていた人々はそれを見て悲鳴を上げ、あるいは固かた唾ずを吞のんだ。貴賓館の近くにいた者たちはそこから離れるように動いたが、あえて広場から逃にげ出そうという者はいなかった。【黒い羊ブラツクシープ】の処刑を興味本位で見物に来たことに後ろめたさを感じていた者もいたかもしれないが、自分たち以上に危険なのは明らかに女領主だったし、この対決を見み逃のがしてなるものかという強きよう烈れつな好こう奇き心しんが働いていたのだろう。

「【黒い羊ブラツクシープ】、本当に現れた……！」

　ユリエルには、エリカが呆然と呟つぶやくのが聞こえた。

　おそらく、【黒い羊ブラツクシープ】は、見張りの兵士たちから奪うばった鎧で鐘楼の鐘を鳴らし注意を引いた上で、貴賓館のバルコニーに屋根から入り込んだのだろう。勿もち論ろん貴賓館には警護の兵士がいたはずだが、動きがないことからすると、すでに昏こん倒とうさせられているらしい。

【黒い羊ブラツクシープ】は群衆のざわめきを圧して響く高らかな声を張り上げた。

「退しりぞきなさい、代官。この裁きは正当なものではないわ。その娘むすめは【黒い羊ブラツクシープ】などではない。何故なぜなら本物の【黒い羊ブラツクシープ】はここにいる！」

　レオンはすでに抜ばつ刀とうしていた。地上から真っ直すぐに【黒い羊ブラツクシープ】を睨ねめ付ける。気の弱い者ならそれだけで投降してしまいそうな鋭するどい眼差しだ。

「証しよう拠こはない。もしも自分こそが【黒い羊ブラツクシープ】だというのなら正体を明かし、我々の裁きを受けることだ。それとも、裁きが怖こわいからと人ひと質じちを取って言うことを聞かせるのが貴様の法か？」

　気付いた者は少なかっただろうが、レオンの声は微かすかに掠かすれていた。激しい怒いかりのゆえだろう。ユリエルはこれまでも犯罪者を追う時の彼を見たことがあったが、今日はいつにも増して凄すごみがあった。

　だが、【黒い羊ブラツクシープ】はグロリアの膝ひざ裏を掬すくうようにして彼女を抱だき上げると、笑って言った。

「あたしを招くために領民に不当な裁きを下すことがあなたの法かしら？」

【黒い羊ブラツクシープ】の足が、バルコニーの手すりにかかる。

　黒いベールが、翻る。

「！　やめ……っ！」

　悲鳴に近い声がレオンの喉から漏もれた。そして、事の推移を見守る群衆の中からも。

【黒い羊ブラツクシープ】は、グロリアを抱いて三階のバルコニーから飛び降りたのだ。

　すでに群衆が退いていた貴賓館前にグロリアを抱いたまま着地する。どん、と多少の衝しよう撃げきが地面を走ったが、彼女は片かた膝ひざをついただけで、衝撃に足を痛めた様子もないし、姿勢を崩くずしもしない。さすがのグロリアも、【黒い羊ブラツクシープ】の腕うでの中で呆然とした表情を浮うかべている。

【黒い羊ブラツクシープ】は、グロリアを地面に下ろすと同時に、先さき程ほどと同じように喉に腕を絡からめて両手を拘こう束そくし、レオンの方を向いた。

　レオンとの距きよ離りは、二十歩ほどか。そばにいた民衆は巻き込まれては大変と、あっという間に逃げていく。人々が遠巻きにして見守る中、レオンは低い、絞しぼり出すような声で唸うなった。

「貴様……！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、代官。もうみんなわかってるもの。ね？」

　そう言って、【黒い羊ブラツクシープ】は群衆に顔を向ける。

「さあ、本物の【黒い羊ブラツクシープ】はだあれ？」

　群衆はどよめき、ある者は不安そうにクリスティーナと【黒い羊ブラツクシープ】を見比べ、ある者は隣となりの者と顔を見合わせ、そしてある者は歓かん声せいを上げた。

「そうよ！　本物はあなたよ！」

　最初に声を張り上げたのはエリカだった。彼女は友の無実が証明されたことを確信して、明るい表情で叫さけんだ。

「本物の【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が現れたんだわ！」

　周囲に波のように呟きが広がった。そうだ、その通り、あれが本物、裁判は間ま違ちがいだった……呟きは大きなうねりとなり、群衆は現れた女を【黒い羊ブラツクシープ】と認めた。

　そのうねりの中にあっても、グロリアの声はよく通った。

「確かに、私は間違いを犯おかしたようだ」

　グロリアは、拘束され、生命の危機にさらされながらも、薄うすい笑えみを浮かべていた。

「おまえが【黒い羊ブラツクシープ】だ。私の間違いを正してくれたことに感謝しよう。さあ、それで──どうやってここから逃げる？」

「そうねえ。たとえばこんなのはどうかしら？」

　くい、と【黒い羊ブラツクシープ】はグロリアの首に絡めていた腕を引いた。喉が絞しまるほどではないようだが、グロリアは顔をしかめ、レオンの剣けんを持つ手がびくりと震える。弓兵が広場を囲む建物の幾いくつかに配置されてはいたが、これだけ密着していては手出しのしようがない。おまけに【黒い羊ブラツクシープ】の技量と膂りよ力りよくがあれば、瞬しゆん時じにグロリアの細首をへし折ることもできるだろう。

　歯を食いしばって自分を睨みつけるレオンに、【黒い羊ブラツクシープ】は言った。

「大丈夫、大したことじゃないわ。あなたは兵士を少し下がらせるだけでいいの。そうすればこの人を傷つけず解放する。後はあなたの好きになさい」

　グロリアは喉を絞められているせいでややくぐもった声で、嘲あざ笑わらった。

「構うな、代官。【黒い羊ブラツクシープ】は無抵てい抗こうの人間を傷つけられん」

「あーら、そうかしら？　私はあなたにはちょっとした貸しがあるもの、わからないわよ？　それに、あなたの騎き士しはあなたの髪かみ一筋でも傷つけられるのは嫌いやといった様子だわ。あなた自身が考えるよりも、あなたの安全に価値を置く人はいるようね、領主サマ？」

　グロリアは不ふ機き嫌げんそうに沈ちん黙もくした。

　レオンは苦く渋じゆうの表情を浮かべていたが、ややあって剣を持たない方の手を掲かかげた。

「退ひけ」

　兵士たちは慎しん重ちようにその場から後あと退ずさりし、グロリアらを中心として大きく輪を描えがくように広がった。刑けい吏りや司祭たちもクリスティーナを連れて離れる。ユリエルは兵士に押されて後退った。ユリエルとグロリアの間には協定ができていたから、悪あく魔まも姿を現していないこの場では、彼には手出しをすることができなかったし、今はそのつもりもなかった。兵士が囲む中に残ったのはレオン、【黒い羊ブラツクシープ】とグロリアだけだ。

「あなたも下がって。代官」

　レオンは渋じゆう面めんで数歩下がった。

【黒い羊ブラツクシープ】はグロリアを先に行かせ、ゆっくりと足を進めた。

　グロリアは前に進めるはずのその足を、

　後ろに引いた。

「っ！」

【黒い羊ブラツクシープ】はグロリアのつま先に足を引っかけられ、姿勢を崩した。

　その一いつ瞬しゆん、レオンが踏ふみ込む。十歩近い距離を一気に詰つめ、最速の動きで剣を振ふり下ろす。グロリアはまだ首を押さえられながらも素す晴ばらしいタイミングで身を捻よじり、白はく刃じんの下に【黒い羊ブラツクシープ】の肉体だけがさらされる。

　剣が、【黒い羊ブラツクシープ】を捕とらえた。

　攻こう撃げきを視し認にんできた者は誰だれもがそう思った。おそらくはレオン本人もそう確信しただろう。剣は【黒い羊ブラツクシープ】の鎖さ骨こつを断たち切る。あるいは最低でも腕を切り裂さく。出血が多く骨折していれば、【黒い羊ブラツクシープ】といえども倒たおれるはずだ。命すら危あやうかっただろうが、レオンはその瞬しゆん間かんだけは一いつ切さいの容よう赦しやをしていなかった。

　だが、その場にいた者の中で、ユリエルだけが違ちがう結末を予感した。

（捕らえられない）

　それは、あるいは、願望に近かったのかもしれない。

　しかし実際に【黒い羊ブラツクシープ】は剣を避よけた。

　いや、正確には剣の方の軌き道どうが逸それた。

【黒い羊ブラツクシープ】がグロリアの背中をとんと蹴けったのだ。

　蹴りの勢いはさほどでもなかっただろうが、グロリアは何もできずにレオンの方へ突つっ込んだ。レオンはそれを咄とつ嗟さに受け止め、剣の軌道は大きく逸れる。

　グロリアの身体からだを左ひだり腕うで一本で抱だき留とめたレオンは、剣をすぐに引き戻もどそうとしたが、その時には【黒い羊ブラツクシープ】は彼の真横を駆かけ抜ぬけていた。

「捕らえろ！　輪を狭せばめろ！」

　レオンの指示も虚むなしく、【黒い羊ブラツクシープ】は行く手を塞ふさぐ兵士が突き出した槍やりの穂ほ先さきを蹴り上げ、さらに別の兵士の槍を摑つかんで引き倒し、その身体を踏み台に、兵士たちの上を飛び越こえた。

　そうして、囲みの向こう側へ、降り立った。

【黒い羊ブラツクシープ】の目の前には路地がある。彼女はそこへ逃にげ込む──

　その瞬間、ユリエルの耳はひゅんという弓ゆ弦づるの音を拾った。

　直後、【黒い羊ブラツクシープ】の身体が傾かしぐ。

　だが、倒れはせず、彼女は路地へ消えた。兵士たちが路地になだれ込み、その後を追う。

　ユリエルはそれをただ見送り、視線を絞こう首しゆ台の方へ向けた。

　絞首台の上にはグロリアが上っていた。彼女はすでに二本目の矢を弓につがえていたが、狙ねらいを付けずに弓を下ろした。兵士たちに追つい撃げきの命を下したレオンが、路地の先で立ち止まり、[image: ]れん瓦がと[image: ]瓦の間に挟はさまるようにして突き刺ささっていた矢を摑み取った。

　鏃やじりは、血で濡ぬれていた。

　弓と矢や筒づつを傍かたわらの兵士に返したグロリアは、絞首台から下りて、レオンから矢を受け取った。

「掠かすっただけか。まあ、あの女が使い物にならなくなるよりはマシか」

　貴婦人にしては物ぶつ騒そうな呟つぶやきが漏れ聞こえてくる。

　レオンは集まっていた群衆に散会を命じ、ユリエルの傍らではエリカが十字を切って祈いのり始めた。ユリエルは群衆の中にコンスタンティンの姿を捜さがしたが、鮮あざやかな赤毛の助祭は、その広場のどこにもいなかった。




[image: ]




　コンスタンティンが覚えているクリスティーナという少女は、肉付きの悪さのせいでやたら大きく見える目が特とく徴ちよう的な、ちょっと口の悪い子どもだった。二歳下だったから時々は一いつ緒しよに遊ぶこともあったが、成長すると自然と疎そ遠えんになった。最近はミサで顔を合わせるくらいだ。

「本物だ！」

　明るい、大きな声で、クリスティーナは言った。到とう底てい兵士たちに追われて逃げているとは思えない声だ。青い目はきらきら輝かがやいて、コンスタンティンを見上げている。日は随ずい分ぶん傾かたむいていたが、まだ空には明るさが残っている。実は顔をしっかり隠かくすために今日は紗しやを二枚重ねていたのだが、それでも不安になって、コンスタンティンはクリスティーナの頭を押さえ、自分から視線を逸らさせた。

「いた、何するの、姐ねえさん」

「お黙だまり」

　誰が姐さんだ。

　この少女は路地裏に身を隠した【黒い羊ブラツクシープ】を追って飛び込んできたのだ。どうやらあとをつけてきたらしい。噂うわさ通り、足だけは速い。

　改めて見ると、クリスは年の割に背が高く、コンスタンティンと同じ程度の身長があった。薄い青の目と、[image: ]瓦のような赤茶色の髪。癖くせのあるそれを結ゆわずに肩かたに垂らし、捕つかまった時に着ていた質素な灰色のドレスを今も身に着けていた。

　幸い、兵士の声や足音は遠く、少しなら時間があった。

「あなた、どうやってついてきたの。兵士に見張られてたんじゃなかったの？　それに縄なわは？」

「だって、みんな姐さん見てるんだもん。アタシのこと気にするやつなんていなかったよ。縄は、えーと、ちょちょっと……ね？」

　縄なわ抜ぬけまでできたというのか。悪びれない態度にコンスタンティンは額を押さえた。

「あなたは戻りなさい。あれだけ派手にやったんだし、代官も伯もあなたを【黒い羊ブラツクシープ】として処しよ刑けいすることはできないわ。下手へたに逃げたら却かえってあたしの仲間と思われて罪が重くなるわよ？」

「アタシ、前にも姐さんに助けられたことあるんだよ。姐さんは覚えてないかもしれないけど、アタシその時酔よっ払ぱらいにからまれて変な店連れ込まれそうになってさ、悲鳴あげたら、姐さんが駆けつけて助けてくれたんだ。覚えてない？」

　ダメだ、人の話も聞かない。

　いったいなんなのだこの子は。ついさっきまで死の恐きよう怖ふに震ふるえていた人間の態度とは思えない。いや、考えてみれば、彼女は絞こう首しゆ台の上に立たされてもなお怯おびえた様子を見せなかった。毅き然ぜんとしていたわけでもない。好奇心旺おう盛せいな様子で周囲を見回していたのだ。

「あなた、処刑されるところだったっていう自覚ないの？」

「だってきっと助けに来てくれるって信じてたもん！」

　クリスは信しん頼らいに満ちた目で【黒い羊ブラツクシープ】を見上げて言った。

「アタシは偽にせ者もの。だから本物の姐さんがきっと助けに来てくれる。そう思ってたんだ。ううん、最初は本当は怖こわかったよ。でも代官様が牢ろうに来て、言ったんだ。おまえがあくまで自分が偽者だと言い張るのなら、怖がることはないって。おまえが偽者ということは本物がいるはずだ、本物の【黒い羊ブラツクシープ】なら自分の罪を着せられて処刑される娘むすめを放っておくわけがないって。だからアタシは怖がらなくていいってわかったんだよ」

　レオンらしいことだ、とコンスタンティンは思った。立場上大だい丈じよう夫ぶだとは言えないから、間接的に励はげましたのだ。レオンとしてはこの娘を処刑するつもりもなければ、怖がらせるのも本意ではなかったのだろう。

　信じていて良かった、とクリスは嬉うれしそうに語った。コンスタンティンとしてもその信頼は純じゆん粋すいに嬉しいが、なんだか納なつ得とくがいかない。自分の存在がこの娘をこんな危険な行こう為いに走らせたのかと思い悩なやんだことだってあったのだ。それを、こんなにもあっさりと。

「あなた、そもそもどうしてこんなバカなことしでかしたの？」

「お金が欲しかったから！」

　まったく悪びれる様子はなく、クリスは言った。

「姐さんだって悪党退治してるじゃないか。アタシもそのお手伝いをしたんだよ」

「手伝いじゃないわよ。あたしは金を奪うばったりしないわ。あなたはあたしの名前を利用して、金を稼かせいだだけでしょう。自分が罪を犯おかしてたのよ、わかってないの？」

「でも悪いやつらから取っただけだもん、いいでしょ。それに、お金はいいことにも使ったよ。姐さんも、きっと褒ほめてくれるよ！」

　いいことだと？　酒代にしただけではないのか。コンスタンティンは娘の青い目を見下ろして、冷たく言い放った。

「あのね、あたしはあたしの信条に基もとづいてやってるの。あなたがあなたの信条に基づいてそれをやってるっていうのなら、別の名前を使ってちょうだい。そして、悪党に追いかけ回されるかもしれないし、法を犯したせいで代官に捕まるかもしれない、そういう危険をちゃんと自覚することね」

　そう言うコンスタンティンも百年前の【黒い羊ブラツクシープ】の偽者なのだが、彼女は自分のことはひとまず棚たな上あげした。

　クリスはわかったのかわかっていないのか、ちょっと不服そうに唇くちびるを突き出している。

「それで、あの修道服はどうやって手に入れたの？」

「……拾った」

「噓うそ吐つくんじゃないの。紗は？　どこで手に入れたの。誰だれかにもらったの？」

　クリスは黙り込んでしまう。

　これはしばらく口を開くつもりはないなと見て取り、コンスタンティンはきびすを返す。

　驚おどろいた様子のクリスが、その腕うでを摑んだ。

「待ってよ姐さん、アタシも連れてって！」

「何言ってるの。代官のところに行きなさい。彼なら悪いようにはしないわ。罰ばつは食くらうでしょうけど、最後にはきっとちゃんと家族のところに帰してもらえるわよ」

「アタシは姐さんについていく。姐さんの弟で子しになるよ」

　コンスタンティンは目を剝むいた。

「はあ!?」

「だいたい、アタシがこんなことになったのも、そもそもは姐さんのせいさ。姐さんがいなけりゃ、アタシはこんな大それたことしようなんて思わなかったもん」

「あんたねえ！　たいがいにしなさいよ!?」

「責任取ってよ、姐さん」

　取れるか。

　クリスティーナは、コンスタンティンが記き憶おくしていたよりもずっととんでもない娘だった。反省の欠片かけらもない上にふてぶてしい。弟子だ？　勿もち論ろん、冗じよう談だんではない。確かに容易たやすく真似まねさせたコンスタンティンにも非があるかもしれない……だが、弟子なんて！

「……冗談じゃないわ」

　コンスタンティンは呟き、路地裏を駆かけ出した。クリスはその後をぴったりついてくる。

「姐さんの弟子にしてくれるの？　ね、お給金出るよね？　父さんの分も稼いでやらないといけないからさ、アタシ」

　コンスタンティンは答えず、路地の突つき当たりに寄せてあった木箱を踏ふみ台に跳とび、塀へいの上にひらりと乗った。クリスも後を追おうとして木箱をよじ登るが、コンスタンティンはその間にもう屋根に飛び移り、彼女の視界から消えていた。

「えっ、姐さん、ちょっと待ってよお」

「ちゃんと代官のところに戻もどりなさいよ！」

　コンスタンティンはそう言い捨て、狭せまい小路を挟はさんだ向かいの屋根に飛び移った。距きよ離りは大人の身長で一人半分ほどか。コンスタンティンならば楽に飛び越こえられるが、クリスは恐怖を覚える距離だろう。

　しかし、着地の時、コンスタンティンはよろめいて屋根に膝ひざを突いた。脇わき腹ばらを押さえると、服が湿しめっている。広場から逃にげる時に負った矢傷からの出血だ。逃げ出してすぐに血止めのためにきつく布でしばっていたのだが、血は、その布と、さらに修道服を濡ぬらしていた。

「……司祭館戻る前に巻き直さないと」

　幸い掠かすっただけでさほど深い傷ではないが、血で汚よごしては、ユリエルに気付かれる。

　痛みを堪こらえながらも、コンスタンティンはまた駆け出した。




　手当てをし直し、僧そう衣いに着き替がえて司祭館に戻れたのは、日が完全に沈しずんだ頃ころだった。

「コンスタンティン助祭」

　出で迎むかえてくれたユリエルの表情は、暗かった。

　すでにいつもの僧衣に着替えていたコンスタンティンは、その上からマントを羽織っていた。雨が少し前から降り出して、コンスタンティンはマントをしっかりと身体からだに巻き付けるようにしていたが、それでも僧衣と前まえ髪がみが少し濡れていた。

「すいません、遅おそくなって」

「どこに行ってたんですか？」

　ユリエルの口から出た言葉にはやや詰きつ問もんの気配があった。

「エリカにマント取られちゃって。交こう換かんさせられたんです、よくわからないんですが。広場でエリカとははぐれてしまって、【黒い羊ブラツクシープ】が現れて、騒そう動どうになって、その後も捜さがしたんですけど見つからなくて。家に帰ってたみたいです。そりゃそうですよね」

　語ったところはすべて事実だ。最後に情けなく微笑ほほえむ。

「僕、ちょっと着替えてきます」

「広場ではどの辺りにいましたか？」

「ええと……北側から入って、南西の辺りで……途と中ちゆうまではエリカと一いつ緒しよだったんですけど、ジャックを見かけて。ジャックって放っておくと何しでかすかわからないから、一応声かけたんです。バカなことしちゃだめだって。で、それからエリカの方へ戻ろうとしたら、結構前の方に来てたせいで、人が凄すごくて戻れないままだったんです……って、どうかしたんですか？」

　ユリエルの視線は厳しい。コンスタンティンは寒気を覚えた。

　その不安に、勘かん付かれたのかもしれない。

「マントの下に何を持っているんですか」

　確かに彼女はマントの下に抱かかえているものがあった。

「見せてもらえませんか」

　口調は丁てい寧ねいだったが、言い逃のがれを許さない迫はく力りよくがあった。言葉を探すコンスタンティンの腕を摑つかみ、ユリエルは無理に引いた。マントがめくれ、そして──

「っ!?」

　彼女の腕の中から飛び出したものが、ユリエルの顔に爪つめを立てた。

「あああっ、こらっ！」

　床ゆかに降り立つなり再びユリエルに飛びかかろうとした猫ねこを、コンスタンティンは慌あわてて摑んで止めた。猫は胴どう体たいを両手で摑まれても逃れようと暴れたが、彼女は無む理り矢や理り抱だき上げた。

「ごめんなさい、ファーザー！　こいつ、雨に濡れたせいか、気が立ってるみたいで……大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「……はい」

　大丈夫そうには見えない。ユリエルは引っかかれた鼻の頭を押さえている。痛そうだ。生々しい傷きず痕あとから血が零こぼれている。

「す、すぐ手当てをしますねっ」

「いえ、大丈夫です。たぶん、私が悪かったんです……」

「あの、本当に大丈夫ですか？」

　コンスタンティンが傷を見ようと伸のばした手を、ユリエルは赤くなって拒こばんだ。

「大丈夫です。コンスタンティン助祭は風邪かぜを引かないうちに着替えてください。今、お湯を用意しましょう」

　そう言うと、ユリエルは恥はずかしそうに視線を逸そらし、台所へ行ってしまった。

　コンスタンティンはホッと息を吐はき出し、濡れたマントに猫をくるんだまま、二階の自室へ向かった。




　部屋に入って、マントを広げると、黒くろ猫ねこはぷりぷり怒おこった様子で床に飛び降り、全身を震ふるわせ水を払はらった。コンスタンティンはマントを放ほうり出すと、着替えもせずに櫃ひつにもたれた。

「……危なかったあ……」

【黒い羊ブラツクシープ】の修道服とブーツはクリスの処しよ刑けいが決まってすぐ教会のお遣つかいのついでに持ち出し、あらかじめ目を付けていた広場からほど近い水車小屋に隠かくしていた。広場でエリカと別れた後、水車小屋に戻って着替え、広場に姿を見せ、クリスを撒まき、また水車小屋に戻って着替えたのだ。修道服は小屋に置いてきたから、夜にでも回収に行けばいいだろう。

　兵士の見張りも厳しくなっていたが、何より恐おそろしかったのはユリエルの目だった。彼が自分のあとをつけていたことに、彼女も気付いていた。ところがどうやって撒いたものかと頭を悩なやませていたら、同じくユリエルの監かん視しに気付いたらしいエリカが、マントを取り替かえて、自分がコンスタンティンになりすますと言い出したのだ。

「そういえば、エリカのあれ、結局なんだったんだろう……？」

　まさか、自分の正体がばれているわけでもないだろうに。エリカの態度はそういうものではなかった。ユリエルに対してエリカは怒っていた。もしかして、エリカはまだ悪あく魔まがコンスタンティンを押し倒たおしたことを気にしているのだろうか？

「司祭は最近そなたに馴なれ馴れしい」

　辺りを身体から飛ばした雫しずくで濡らした猫が、身体の汚れを気にしながら言った。

「先さき程ほどもそなたの腕をああも容易く摑みおって」

　コンスタンティンは自分の腕を見た。ユリエルにはかなり強く摑まれたが、さすがに痕あとは残っていなかった。ただ、手て袋ぶくろをはめた冷たい指先が、強く食い込む感かん触しよくを覚えている。

「さっきは君のおかげで助かったよ。ファーザーには悪いことしちゃったけど。あのままだったら、尻尾しつぽ摑まれてたかも」

　コンスタンティンがそう言うと、猫は顔を上げ、じろりと彼女を一いち瞥べつした。

「そなたも少し落ち着くが良い。司祭はどういうわけかそなたを疑い始めたらしいからな。また必ず今日のことを尋たずねてくるぞ。いや……それとも、もう諦あきらめた方が身のためかもしれぬな。吾わが輩はいはそれでまったく構わぬ」

「諦めて地じ獄ごくに行けっての？　冗談！」

　コンスタンティンは僧衣を見下ろし、ふと眉まゆを顰ひそめた。

「毛だらけになっちゃった。どうして抱かれたがったんだよ、珍めずらしいな」

「……その方がそなたが温かであろう」

「ええ？」

　猫の表情はよくわからなかったが、声からすると、彼は少し、不ふ機き嫌げんになっているらしい。

「雨に濡れれば体温が下がる。身体を冷やせば風邪を引く。そう言ったのはそなたであろう」

「……そうだっけ？」

　少し前にコンスタンティンは熱を出して寝ね込こんだことがあった。その時に話したのだろうか。よく覚えていない。首を捻ひねるコンスタンティンに、猫は呆あきれた声で言った。

「言ったのだ」

　そして、彼女に背を向け、濡れた足でベッドに跳び乗り、シーツの上に丸くなった。シーツが汚れるじゃないか、と言いかけ、コンスタンティンは口を閉じた。

　つまり、悪魔は彼女の身体を気き遣づかっていたのだ。

「……ありがと」

　拍ひよう子し抜ぬけしてそう呟つぶやくと、猫は尻尾をはたりと振ふった。

　その直後、扉とびらの外から階段を上る足音が聞こえた。
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　ユリエルは炉ろの前に蹲うずくまっていた。湯はもう沸わいていたが、立ち上がる気力が湧わかない。

　コンスタンティンの様子に不ふ審しんなところはなかった。明らかにマントの下に何か隠し持っている様子だったから、つい無理に腕うでを摑んでしまったが……コンスタンティンが抱えていたのは猫だった。つまり、自分が勘かん違ちがいしただけだったのだ……

　あの広場でコンスタンティンを見失ったことが悔くやまれる。

　しかもそれはコンスタンティン自身の機知によるものではなくて、自分がエリカに誤解されていたためだったのだ。

　ねばり強く対応していれば誤解はいつか解けると信じているが、そのいつかはいったいいつなのだろう。いや、むしろ今日のエリカの態度を考えるに、さらに誤解は深まる一方のような気がする。

　恋こい、などではないのに。

　自分はコンスタンティンを疑っているだけなのだ。

　唇くちびるが、あまりにも似ていたから。

　彼は口づけた時の唇の感触と、コンスタンティンの眼まな差ざしを何故なぜか同時に思い出してしまい、動どう揺ようのあまり、持っていた火ひ搔かき棒を振り回し、炉の中に突つっ込んだ。灰と火の粉が飛び、手を焼き、ぐ、と悲鳴を吞のみ込む。

　酷ひどい話だ、と彼は思った。もしもコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】だとすれば、自分はあの唇を奪うばってしまったことになり、逆にコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】でなければ、まったくの無実の彼を疑っていることになる。

　自分自身は、こんなにも惑まどわされているというのに。

　立ち上がったユリエルは、コンスタンティンのために濡ぬれた頭を拭ふくリンネルを用意しようと、戸と棚だなに向かった。




　二階の部屋の扉をノックすると、すぐにコンスタンティンは扉を開けた。まだ髪かみが濡れていて、ユリエルを見上げた拍ひよう子しに雫がぴしゃりと跳はねる。その姿にユリエルはぎょっとした。

「まだ着き替がえていなかったんですか」

　マントを雨あま除よけにしていたとはいえ、肩かたや胸むな元もとは濡れて、肌はだに張り付くようだった。コンスタンティンは自分の身体からだを見下ろして、あ、と声を上げた。

「すいません、今着替えようと思っていて──じゃ、ええと、失礼します」

「あのっ」

　上うわ擦ずる声でユリエルはコンスタンティンを呼び止めた。夏とはいえこれだけ雨に降られれば身体も冷えてしまうだろう。それなのに、彼は着替えもさせずにいきなり尋じん問もんめいたことをしたのだ。罪悪感がひしひしと押し寄せてくる。もしもコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】と無関係なら、いや、関係があったとしても、もう少し身体を労いたわるべきだった……こんなにも細い肩で、純真な目で彼を見上げるコンスタンティンに、なんて扱あつかいをしてしまったのだろう。

　ユリエルはそういった動揺やら罪悪感やらでいっぱいいっぱいになり、持ってきたリンネルをいきなりコンスタンティンの頭に被かぶせた。

　きょとんとするコンスタンティンの髪をリンネルで拭き、彼は掠かすれる声で言った。

「さっきは濡れたまま色々話をさせてしまってすいません。か、髪を。乾かわかしてください。それから、少しですが湯を沸かしていますから、後で使ってください」

「はあ。あの、ファーザーもお怪け我が大だい丈じよう夫ぶですか？　痛そうですけど」

　コンスタンティンは腕を伸ばし、彼の鼻に触ふれた。小さな痛みがあって、ユリエルはびくりと震える。コンスタンティンは慌あわてて手を引いた。
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「痛かったですか？　ごめんなさい」

　コンスタンティンが、リンネルの下から心配そうに彼を見上げる。僧そう衣いを脱ぬぐところだったせいだろう、首回りがすでにくつろげてあって、綺き麗れいな白い首筋の先に、ちらりと鎖さ骨こつが見えた。その光景から視線を逸そらしながら、もしも、とユリエルは血の上る頭で考えた。

　もしもコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】ならば女性ということになるし、その身体にはつい先程受けたグロリアの矢傷が残っているはずだ。

　だからこの僧衣を剝はぎ取ってしまえば、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】なのかどうか、確かめられるだろう。

　ユリエルは悪魔を追うためにここにきた悪あく魔ま祓ばらい師だ。悪魔のそばにいる【黒い羊ブラツクシープ】を捕とらえ、正統の信しん仰こうに戻もどさなければならない。それが彼の仕事で、義務なのだ。彼は悪魔がいかに容易たやすく人の心に潜もぐり込み、人を下僕とするか、よく知っている。それらと対たい峙じするためには情けは無用で、事実、彼はこれまで一度として追つい及きゆうの手を緩ゆるめるようなことはなかった。

　だから今回も、彼はそうあるべきなのだ。厳然として、人の心などまるでないかのように冷たく、コンスタンティンを問い質ただし、その僧衣の下を見せてくれと言うくらいでなければいけないのだ。

「ファーザー？」

　不思議そうな顔で、無む垢くな目で、コンスタンティンはユリエルを見上げる。愛らしい唇が彼を呼ぶ。色がいつもより悪いのは、やはり身体が冷えたせいだろう。彼は無意識のうちに唾つばを飲み込んだ。

「コンスタンティン助祭」

　肌を検あらためさせて欲しいと言えばいい。ユリエルが自分の務めを説明すればコンスタンティンも拒こばみようがない。【黒い羊ブラツクシープ】でないのなら、肌をさらすことができるはずだ。

　腹の探さぐり合いも、もうおしまいだ。

　そして、

「僧衣を」

　コンスタンティンとの間にできつつあった、淡あわい絆きずなも。

「……ファーザー？」

　コンスタンティンが、黙だまり込んでしまったユリエルを見上げて、困った顔をしている。

　もしもコンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】でなければ、僧衣を脱げとまで言われるのは屈くつ辱じよく以外の何物でもないだろう。疑われていることに薄うす々うす気付いているとしても、そこまで命じられれば、コンスタンティンもユリエルに対し落らく胆たんし軽けい蔑べつするに違ちがいない。

　そして、もしもコンスタンティンが女性であった場合、彼は女性に肌を見せるのを強要することになる。【黒い羊ブラツクシープ】は人並み外れた膂りよ力りよくの持ち主だが、口づけされて激げき昂こうする、ごく普ふ通つうの若い娘むすめでもあるのだ。口づけであれだけ怒いかり、彼を悪あく魔まと変わらないと罵ののしった彼女は、肌を見せろと言われてどれほど傷つき、彼を恨うらむことか。

　いや、恨まれてもいいのだ。たとえ恨まれることになったとしても、それによってコンスタンティンが悪魔の教えから離はなれ、正統の信仰に回帰するのなら、それが最も望ましいことだ。そのためならば、彼のこのような悩なやみはささやかな問題なのだ。

　だから言うのだ。

　肌を──

「僧衣を……」

　ユリエルは引きつった笑えみを浮うかべて言った。

「……着替えたら、居間に下りてきてくださいね」

　そうして、コンスタンティンから逃にげるように背を向け、部屋を離れて階段を下りた。

　下りながら、彼は自分自身に絶望していた。

　これまでは、相手がか弱い女性や子ども、老人であっても、悪魔の下僕となれば容よう赦しやすることなどなかった。心の迷いはなく、意識は完全に切り替かえられて、その時の彼はただ失われた騎き士し修道会の最後の一人として、淡たん々たんと任に当たることができた。

　それが、今は、まったくできなかった。

　いや、そもそも誰だれが言えるのだ。コンスタンティンに、肌を見せろなどと。

「言えるわけがない……」

　ユリエルは階段の途と中ちゆうで立ち止まり、手すりにもたれて俯うつむいた。コンスタンティンの肌を見る？　想像するととんでもないことのような気がしてならない。あの美しいくぼみと完かん璧ぺきな線を描えがく鎖骨、あの鎖骨のさらに下をさらせと言うのか？　何の罪もないかもしれないコンスタンティンに？　いや、【黒い羊ブラツクシープ】だとしても、若い女性に肌をさらせと？　もしかしたら、

　もしかしたら自分の穢けがれた思いがただそう求めているだけかもしれないのに？

「っ!!」

　絶望して手すりにごすっと額を打ち付けた。疑念と熱と職務への義務感が一いつ緒しよくたになって、頭の中が溶とけ出しそうだ。いや、もうとっくに溶け出している気がする。顔は耳まで熱く、今は目まで潤うるんできた。

「主よ……」

　彼は情けなくも小さく呟つぶやいて、その場にずるずると崩くずれ落ちた。




　その夜はほとんど眠ねむれなかった。

　早朝と言うにはまだ早い時間帯、ユリエルは睡すい眠みん不足のために痛む頭で中庭に佇たたずんでいた。

　空は明るくなりつつあったが、空気はまだ冷たかった。朝の勤めまではまだ時間があり、彼はその冷たく湿しめった空気に身をさらし、先々代の司祭が植えた薔[image: ]ばらを見ていた。朝あさ露つゆに濡れた純白の花弁はどこまでも清らかで、その清らかさが、今の彼には少々痛い。

　ニコラスに会いたい、とユリエルは切実に思った。

　ユリエルが何か相談すると、ニコラスは八割方はそんなくだらないことでぐだぐだ何を悩んでいるのだか、という態度で彼をいたぶるが、残り二割はそこそこ真しん剣けんに彼の悩みに耳を傾かたむけてくれる。数少ない騎士修道会時代からの知り合いで、おそらく最も気心の知れた相手だ。話を聞いてもニコラスが具体的な解決策を示すことはまずないが、それでも自分の思いや悩みを聞いてもらうと頭も整理できたし、心も多少は軽くなる。

　しかしニコラスは彼のいじけた悩みを聞くためにそばにいるわけではなく、悪魔祓いを補ほ佐さするためにそばにいるのだ。人々の間に入って情報を集め、選別しユリエルに話す。時には裏でちょっとした工作をし、悪魔との対決の際にはサポートに回ってくれる……よく自分を支えてくれるニコラスのためにも、早く【黒い羊ブラツクシープ】を捕らえ、悪魔を祓はらわねばならない。

　彼は一晩中何度も繰くり返し考えたことを、もう一度自分に言い聞かせた。

　躊躇ためらわずにコンスタンティンを問い質すべきなのだ。コンスタンティンが悪魔に取り憑つかれているのなら、早く救って正統の信仰に戻してやらねばならない。

　そう、自分の卑ひ小しような心のために躊躇っている場合ではないのだ。

　そしてようやく決意して中庭の小径を辿たどる彼の耳に、屋内からの声と物音が飛び込んできた。




「落ち着いて、アル！」

　居間に入ると、コンスタンティンがアルを椅い子すに座らせているところだった。

「何があったのですか？」

　ユリエルが驚おどろいて尋たずねると、アルが涙なみだ声ごえを絞しぼり出した。

「クリスがいないんです……どこにも……あの広場での騒そう動どうで姿を消して……！」

　なんてことだ──【黒い羊ブラツクシープ】とコンスタンティンに気を取られていたユリエルは、クリスのことまで意識が回らず、その逃とう亡ぼうにも気づけなかった。教区司祭としては失格だ。

「警備隊も捜さがしているみたいなんですが、見つかっていなくて。せっかく本物の【黒い羊ブラツクシープ】が現れて、クリスが【黒い羊ブラツクシープ】じゃないことが証明されたっていうのに、これじゃあ……」

　逃げ出すなど、罪は重くなるだけだ。本物の【黒い羊ブラツクシープ】の仲間だと思われる可能性すらある。コンスタンティンも同じように心配しているのだろう、青い顔で言った。

「でも、逃げるにしてもお金もないだろう？　家に一度は帰るんじゃ？」

「だが、帰って来ないんだ……」

　うっ、とまたアルは呻うめいて、洟はなを啜すすった。両の目からはぶわっと涙なみだが溢あふれ出す。

「お、俺は、クリスに捨てられたんだ」

「は？　ちょ、ちょっと、アル」

　アルは、わああっと泣き出して、テーブルに顔を突つっ伏ぷした。

「俺がのんだくれで、仕事もねえから！　クリスは俺を見捨てたんだ、ううう～！」

「落ち着きなって！　泣いたってしょうがないだろ、捜せばいいんだからさ」

「でも、クリスが俺を見捨てたんなら、捜したってよお……」

　コンスタンティンは呆あきれた顔で、アルの背中を強く叩たたいた。

「そんなこと言うもんじゃないよ。何か事件に巻き込まれて帰れないだけかもしれないだろ。あんたの娘を信じなよ。クリスはあんたを愛しているだろ」

　それを聞いて、アルがおずおずと顔を上げる。涙と洟で汚よごれた顔を見て、コンスタンティンは力づけるように明るく微笑ほほえみ、持っていた手て拭ぬぐいを差し出した。

　アルはそれで顔を拭い、大きな音を立てて洟をかんだ。

「すまねえ」

「……う、うん」

　手拭いをぎこちない笑え顔がおで受け取り、コンスタンティンはユリエルの顔を見上げた。

「ごめんなさい、僕ちょっと心当たりの場所捜したいんですが、お休みをいただいてもよろしいでしょうか？　その、今日の分のお勤めはまた明日以降、ちゃんと……」

「いいえ、教区のことなのです。あなただけに任せておくなんてできません。私も行きます」

　それを聞いたアルの目に、また涙が盛り上がった。

「あ、ありがとうございます、ファーザー・ユリエル……」

　コンスタンティンを問いつめるのが先延ばしになったことに、ユリエルは心のどこかで安あん堵どし、また同時にそれではいけないと自分を戒いましめつつ、アルに向かって頷うなずいた。
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　クリスの捜そう索さくのため、コンスタンティンは彼女がよく姿を目もく撃げきされたという居酒屋に向かうことにした。ユリエルはクリスが親しかった女友達の家を訪ねることになり、アルには、もしもクリスが戻もどってきた場合に備えて家に帰ってもらうことにした。

　コンスタンティンはアルらと別れて市し壁へき近くの居酒屋や無む認にん可かの娼しよう館かんが並ぶ地区へ急いだ。

「あの子ほんっとに何やってんだよ……！」

　ぶつぶつ言っていると、前方から飛んできたカラスが、何故なぜか彼女の頭に留まった。

「捜す必要などなかろう……まあ、そう言ってもそなたには無む駄だであろうが」

　カラスは男の声でそう言った。悪あく魔まめ、と吐はき捨てるように呟いて、コンスタンティンはそれを払はらいのける。すると今度はカラスは彼女の肩かたに留まった。

「重い！　離はなれろ！　あと怪あやしい！」

「それ以上走るな。傷が開くぞ」

　指し摘てきに狼狽うろたえ、コンスタンティンは思わず脇わき腹ばらを庇かばうような仕草をした。悪魔の力が身体からだに流れ込むせいか、最近のコンスタンティンは恐おそろしいほど傷の回復が早い。それでも傷はまだようやく表面がくっついたかどうかというところで、彼の指摘はまったく正しいのだ。

「あの娘むすめは勝手に真似まねし、勝手に自じ滅めつしているだけだ。それともそなたは今後己おのれの真似をする阿あ呆ほうどもをすべて救う気か？　そなたの手がそれほど大きく、腕うでがそれほど長かったとはな」

　コンスタンティンは肩に乗るカラスに摑つかみかかった。だが、カラスはひらりと飛び立ってかわし、今度は反対の肩に留まる。バカにしている。

「焼いて食うぞ！」

　腕を振ふり回すと、カラスは今度は彼女の数歩先の地面に舞まい降りた。

「そなたの神も、あのような愚おろかな罪人には相応の罰ばつを以もつて報むくいるであろう。自己満足で我が身を危あやうくするものではない。いや……そなたが為なしてきたことはどれも、結局は自己満足に過ぎないのだ。人助けだ善行だと言いながら、その実そなたは好きなように暴れてきただけだ」

「それでも！」

　コンスタンティンは我に返って続く言葉を吞のみ込んだ。声が大きすぎる。港の方とは違ちがってこの辺りは早朝には人気がぐっと少なくなるが、大声で話していては周囲の者の耳に入る。改めて声を抑おさえ、左手をカラスに向かって掲かかげながら、彼女は言った。

「この指輪を忘れたのか？　嵌はめられた時は真っ黒だった石の色が、今は少しだけど薄うすくなった。君は善行を積めば色が薄くなると言って、僕は善行を積もうとしてきた。その結果がこれだろう。僕は正しい道を歩んでるはずだ」

　歌えばさぞ聴ちよう衆しゆうを満足させるだろう美声で、カラスは笑った。

「傲ごう慢まんは罪だ。一人で何もかも解決できるなど、おこがましい限りだな」

「うるさいっ！　邪じや魔まするだけなら塒ねぐらに帰って寝ねてろ、バカ猫ねこ！」

「今は猫ではないぞ」

　ばさりと羽ばたき、カラスは彼女の頭上に飛び上がる。今度こそコンスタンティンは彼を無視することにした。この路地を抜ぬければ目指す居酒屋はすぐそこなのだ。

「どうあっても進む気か」

　羽音も足音もないのに、諦あきらめたような悪魔の声がすぐ耳元で聞こえる。彼女はそれも無視した。悪魔は溜ため息いきを吐いたが、その吐と息いきが耳をくすぐることもない。また魔ま力りよくでも使って、耳元に声だけ届けているのだろう。

「一度戻れ」

　彼女は無視する。

「そうして、前の通りでパン屋の角を右に曲がるのだ」

　……コンスタンティンは、足を止めた。

　振り返ると、カラスはすでにいない。今来た方向の地面に、いつもの黒くろ猫ねこが座り込んで彼女を不満げに見つめている。

　猫は口を開けた。今度は耳元ではなく、猫の方から聞こえてくる。

「娘むすめはそちらにいたぞ。上空から見たのだ」

　猫は不ふ機き嫌げんそうで、不満そうで、そして不本意そうだ。

「助けてくれるの？」

　ようやく気付いて、そう問うと、彼は立ち上がり、すたすたと今来た道を戻り始めた。コンスタンティンはその後を追い、並んでも振り向きもしないその頭を見下ろした。

「僕を助けてくれるのか？　どうして？　僕が善行を積むのは嫌いやなんじゃないのか？」

「そなたは吾わが妻で吾わが輩はいはそなたの夫なのだぞ」

　悪魔はそれですべて説明できたというように、口を噤つぐんでしまう。コンスタンティンにはわけがわからない。説明不足もいいところだ。

「いや、妻だからなんだよ」

「妻を守るのは夫の義務であろう」

　……おや？

　猫は相変わらず彼女を見ようともしない。コンスタンティンは混乱して、猫の意図を考えた。

　妻を守る、と彼は言った。追いかけるなと言ってコンスタンティンを止めたのに、コンスタンティンが言うことを聞かないと見ると、クリスの居場所を教えた。そもそも、彼はどうしてコンスタンティンを止めたのだ？　善行を積まれるのが嫌だから？　違う……

　コンスタンティンの傷が開くから、それ以上走るなと忠告したのだ。

「僕を、」

　尋たずねる声が、動どう揺ようのせいで妙みように高くなった。

「守るため？」

　これ以上走らせて、傷が開かないように。コンスタンティンの身体を気き遣づかって。コンスタンティンがやめろと言っても聞かないから、だから仕方なく、手助けを。

　猫は顔を上げもしない。むしろ顔を背そむけて、コンスタンティンを見ないようにしている。胸を張って手助けを誇ほこるような、いつもの傲慢さがない。ただひたすらに、手助けしてしまったことに腹を立てているように見える。腹を立て、それでも彼はコンスタンティンにクリスの居場所を教えた。

　コンスタンティンを守るために。

「…………ず、ずるい」

「何がだ」

　猫はようやくちらりと彼女を見上げる。コンスタンティンは咄とつ嗟さに礼の言葉が出てこず、結局その前にパン屋のある角に辿たどり着き、猫は右手の方へ曲がっていった。

　コンスタンティンも後を追い、そしてすぐに、その騒そう動どうに行き当たった。

「んーっ、んんー！」

　クリスが背後から羽は交がい締じめにされた上、口を押さえられて呻うめいている。

　彼女を囲むのは二十代と思われる男二人。身体の大きな方がクリスを押さえつけ、その口を塞ふさぎ、もう一人、優やさ男おとこ風の方は大きな麻あさ袋ぶくろに彼女を押し込もうとしている。

「！　何してんだ！」

　コンスタンティンが叫さけぶと、男たちが振り向いた。コンスタンティンが一人であることと、その身体の細さを見て取ると、優男風の方が笑えみを浮うかべて彼女へ近づいてきた。

「こりゃお坊ぼう様。俺らは恥はずかしながらちょいとこのガキに財さい布ふを盗とられちまいましてね。それを取り返そうってだけのことですよ」

「彼女を誘ゆう拐かいしようとしているように見えるけど？」

　コンスタンティンは男を睨にらみつけてそう言った。背筋を伸のばし、肩をしっかり怒いからせても、彼女の身体では相手を威い嚇かくすることなどできない。男は案の定、笑った。

「ははっ、誘拐ですって？　そんな滅めつ相そうもない。俺らは、ただ……」

「助けてえっ！　アタシ売られちまう！」

　大男の拘こう束そくを振り払ったクリスがそう叫んだ。優男が舌打ちする。それまで浮かんでいた笑みが消えると、整って見えた顔立ちがひどく下げ卑びたものになる。優男はいきなりコンスタンティンを突つきとばし、後ろの大男へ向かって怒ど鳴なった。

「急げ、行くぞ！」

　大男はクリスをもう一度押さえつけた。優男はそちらへ戻もどろうと駆かけ出し──

　後ろ襟えり首くびを摑まれた。

「てめっ……」

　姿勢を崩くずしながらも振り返り、自分の服を摑つかむコンスタンティンを睨みつける。拳こぶしを握にぎり固め、殴なぐる気配だ。コンスタンティンは相手に攻こう撃げきを許さず、服を摑んだ腕をそのまま引いた。びり、と生き地じが裂さける感かん触しよくがあったが、裂けきらず、男の身体からだは後方へ投げ出された。

「クリスを放せ！」

　コンスタンティンはクリスを捕とらえるもう一人の男の方へ突とつ進しんする。勢いをつけて相手の腰こしの辺りにぶつかるが、この体重差では相手を倒たおすことはできなかった。踏ふみとどまった男は、クリスを左手で抱だいたまま、コンスタンティンが腰に巻く帯を摑み、彼女の身体を放ほうり投げようとした。地面か壁かべに叩たたき付けられれば、相当傷に響ひびくだろう。身体が浮く感覚に青ざめた時、男はいきなり悲鳴を上げて、彼女から手を離した。

「い、いてえ」

　男の顔には黒猫がへばりつき、爪つめを立てていた。男は痛みに耐たえかねて、右みぎ腕うでを伸ばして猫を引きはがそうとした。ここぞとばかりにクリスも男の腕に嚙かみつき、男はついにクリスの身体を放し、両手で猫を摑んで放り投げた。

「わわっ」

　コンスタンティンは、投げ捨てられた猫が地面に叩き付けられる前に抱き留とめた。身体を捻ひねったせいか、ずき、と脇わき腹ばらが痛む。目の眩くらむようなその痛みを堪こらえ、猫を抱いて立ち上がり、空いている手でクリスの腕うでを摑んだ。

「逃にげるんだ！」

「ちくしょう、てめっ……」

　男たちの声を背後に聞きながら、コンスタンティンとクリスは逃げ出した。




　男たちを撒まくために、コンスタンティンは橋きよう脚きやくの陰かげに逃げ込んだ。水が岸辺を打つちゃぷちゃぷという音を聞きながら、息を整える。クリスは心配そうに橋の下から顔を出し、来た道を見ていたが、コンスタンティンの様子に気付いて近寄ってきた。

「どっか怪我けがしたのかい？」

　クリスは心配そうな顔で、座り込むコンスタンティンを覗のぞき込んだ。

「ねえ、コンスタンティン。どうしてアタシを助けてくれたんだ？」

「捜さがしてたんだよ、お父さんが心配してたから。そしたら君が助けて、って言ったから」

「そりゃ……言ったけど」

　もごもごと、クリスは呟つぶやく。コンスタンティンは彼女を見上げた。特に昨日から変わった様子はない。怪我もないし、服も濡ぬれていないから、どこか屋根のあるところで夜を明かしたのだろう。コンスタンティンはホッとした。とにかく、無事だったのだ。

「それで、なんだったんだ、あいつら」

「アタシを捕つかまえて売ろうとしてたんだよ」

「それは聞いたって。財布盗られたって言ってたけど、本当なのか？」

　クリスは一度は黙だまり込むが、結局その場に腰を下ろし、膝ひざを抱かかえ込んで呟いた。

「本当だよ。っていうか、あいつらが差し出したんだ。一週間前の話だけど……【黒い羊ブラツクシープ】だって名乗ってた時……」

　なるほど。代官から逃げて治安の悪い地区で夜を明かしたら、以前騙だました男たちに見つかったというところか。昨日の騒動でクリスが偽にせ者ものだというのはもう知れ渡わたっているから、男たちは彼女に仕返しをして、また少しでも失った分を稼かせごうと、彼女を売ることにしたのだ。

「自じ業ごう自得」

　クリスは唇くちびるを突き出し、不満そうにコンスタンティンを見たが、すぐに視線を逸そらした。

「あのさ、父さんに、心配するなって言ってくれよ。大だい丈じよう夫ぶだからさ」

「大丈夫じゃないよ。一いつ緒しよに戻ろう、クリス」

「ううん。代官様に捕まるのは嫌だし。それに、アタシちょっと頼たよれる人がいるんだよ」

【黒い羊ブラツクシープ】のことか。頼られても困るのだ。コンスタンティンはどう伝えるべきか考え、橋脚にもたれた。脇腹が痛んでいた。さすがに傷が開いたのだろう。猫ねこが掌てのひらを舐なめていることに気付いて、コンスタンティンはぼんやりとそちらを見た。黒猫は、金色の目で彼女を見つめている。それ見たことか、とでも言いたげだ。

「……コンスタンティン大丈夫かい？　本当に具合悪そうだよ」

　コンスタンティンは微笑を返し、立ち上がろうと地面に手をついた。

「いたぞ！　あそこだ！」

　身体を起こしかけた時、男の声が聞こえた。こちらを指さし、河原を転がるように下ってきたのは、あの二人組だ。コンスタンティンは痛む脇腹を押さえ、クリスに向かって叫んだ。

「君は逃げろ！」

「コンスタンティンも一緒だよ！　肩かた貸して、ほら！」

　クリスは無む理り矢や理りコンスタンティンの腕を摑み、体重を支えようとした。コンスタンティンはそれを拒こばみ、彼女を男たちとは反対側へ押し出す。

「いいから！　行くんだ、早く──」

「捕まえたぞ！」

　背後に気配を感じた時には、もう避よけきれなかった。

　優男の方がコンスタンティンの腕を摑んだ。大男の方もクリスに手を伸ばした。

　しかし、大男は前のめりに倒れた。

「なんだ？」

　呟いた直後、優男の手から力が抜ぬけた。コンスタンティンが驚おどろいて振ふり返ると、こちらも仲間と同様、その場に崩れ落ちるところだった。

　その倒れた男の向こうに、ユリエルがいた。

「コンスタンティン助祭！　そこの通りで騒さわぎがあったと聞いて、捜していたんです！」

　彼が男たちに手刀でも食くらわせたのか。コンスタンティンはホッとして身体から力が抜けていくのを覚えた。膝を突きそうになる彼女を、ユリエルの腕が支えた。

「怪我をしたんですか？　コンスタンティン助祭！」

「大丈夫です、ちょっと気が抜けて……あ」

　コンスタンティンは遠ざかる足音に気付いて背後を振り返った。

　クリスが逃げ出していた。

「！　クリス、こら！」

「クリスティーナ!?」

　ユリエルも驚いた声を上げ、クリスを追おうとしたが、もう間に合わなかった。

　クリスティーナは、逃げ足だけは速かった。
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　恥ずかしくて自分は死ぬんじゃなかろうかとコンスタンティンは思った。

　クリスの捜そう索さくを一いつ旦たん諦あきらめたユリエルは、コンスタンティンを連れて司祭館に戻ることにした。コンスタンティンとしてはクリスを追って欲しかったのだが、ユリエルがコンスタンティンの身体を心配し、連れて帰ると聞かなかったのだ。

　それも、立ち上がろうとしてよろめいたせいか少し熱があったせいか、彼はコンスタンティンを自分の足で歩かせてくれなかった。

　コンスタンティンを胸の前に横よこ抱だきに抱き上げるなり、そのまま歩き出したのだ。

（あれだ。よく女の人がされてる抱かれ方だ）

　羞しゆう恥ちのあまり思考が鈍にぶっているのか、体調の悪さで思考が鈍っているのかわからないが、そんなことしか考えられない。司祭館に着く頃ころにはすっかり夜も明けて、通りにはまばらだが人の姿も見られた。知人に心配と好こう奇きの目で見られて、本気でユリエルに下ろしてくれと頼たのんだのだが、ユリエルは頑がんとして聞き入れてはくれなかった。

　ユリエルはコンスタンティンを司祭館の二階に運び、寝しん室しつのベッドに彼女の身体を下ろすと、絶対安静を言いつけた。

「私はもう少しクリスティーナを捜して来ます。あなたは休んでいてください。帰ってきて起きてたら怒おこりますからね」

「大したことは」

　コンスタンティンは起き上がろうとした。その肩を摑んで、ユリエルは無理に彼女を寝ねかしつけ、シーツをかけた。

「寝ててください。あなたは昨夜雨に当たって、たぶん熱が出たんです。それに、怪我をしているのでは？」

　脇腹の傷に気付かれている。コンスタンティンは青ざめた。

　しかし、ユリエルは悔くやしそうに目を伏ふせて呟いた。

「私が、もう少し早く辿たどり着けていたら……そうしたら、どんな怪我も負わせませんでした」

　そうか、とコンスタンティンは彼の誤解に気付いた。ユリエルは、コンスタンティンが男たちとの争いで怪我を負ったと考えたのだ。確かに、あの状じよう況きようならそう見えただろう。

「傷を見せてください、手当てを──」

「大したことないです、本当です。あいつら、武器持ってませんでしたし」

　ユリエルを安心させるため、そして矢傷を見せないために、コンスタンティンはそう言った。

　ユリエルは少し迷っていたが、クリスのことも心配だったのだろう、それを受け入れた。

「わかりました。それでは、私はクリスティーナを捜してきます。今度は教区の人たちにも声をかけて、みんなで捜そうと思います。ああいうことがまたあるかもしれませんし」

　ユリエルが部屋を出て行き、足音が遠ざかってから、コンスタンティンは身体からだを起こした。

　僧そう衣いの前をくつろげると、きつく巻いていた包帯に血の滲にじみが見える。

　ベッドに上がった猫が、傷があるのとは反対側の脇わき腹ばらに頭をこすりつけてきた。

「教えるのではなかったな。あの娘むすめの場所など。そうすればそなたは……」

「やめてくれよ。感謝してるんだから」

「愚おろか者め。そなたは愚か者だ」

　猫は顔を脇腹にこすりつけ、目を上げないまま言った。コンスタンティンは苦く笑しようし、その首に手を伸のばし、しなやかな身体をそっと撫なでた。そうすると彼は彼女の腿ももに頭を乗せた。まるで自分も猫になってじゃれ合っているような感覚に陥おちいって、コンスタンティンは自分に呆あきれて首を振った。

　我ながら気が緩ゆるんでいるなと思った。

　そして、実際、彼女は気が緩んでいたのだ。

　そうでなければ、あんな事態にはならなかった。




　司祭館の自室は、コンスタンティンが唯ゆい一いつくつろげる場所だった。

　同居人であるユリエルは無断で部屋に入るようなこともなかったから、そこでならコンスタンティンは胸をきつく押さえつける布を緩めることができた。『コンスタンティン助祭』はほぼ素すの姿だが、それでも性を偽いつわることはなかなか神経を使うもので、疲つかれることもあった。気を抜いて、ホッとすることができる場所は重要だった。

　だが、最近になってもう一人、司祭館に出入りするようになった人物がいたのを、彼女はこの時すっかり忘れていた。

　しかもその人物は、ユリエルのようにこちらに遠えん慮りよして、必要以上に気を遣つかってくれるわけではなかった。

　ぼんやりしていた。

　昨夜雨に当たったのがやはり効いているらしく、体力的にも限界で、手当てにも手間取って、疲れ切っていた。ようやく包帯を巻き終えた時、階下から扉とびらが開く音が聞こえたはずなのに、意識に入って来なかった。

　気付いたのは、足音が部屋の前に近づいてからだった。

「…………！」

　包帯は巻き終えていた。後は僧衣を着るだけだ。

　だから、僧衣に慌あわてて袖そでを通した。いや、違ちがう、と混乱する頭で思う。

　違う、僧衣の前に胸をどうにかしなければ。

　胸を押さえつけていた布を、今は緩めていた。少し苦しかったのと、手当ての時に血がついてしまったから、取り替かえようと思って。だから黒くろ猫ねこもここにはいなかったのだ。あの猫ねこは彼女の着き替がえの時は外に出るか、背を向けていて。つまり、今胸むな元もとが、ああ、

　まずい。

　扉が開いた。ノックすらない。

「コンスタンティン！　怪我けがしてるって聞いて、私──」

　飛び込んできたのはエリカだった。コンスタンティンは僧衣に袖を通し、胸の前を押さえたところで固まっていた。

「着替えてたからっ、ごめん、外出てて！」

　かろうじてそれだけ言って、エリカに背を向ける。エリカは、もう、と呟つぶやいて、外に出るどころか部屋に入り、ずかずかと近づいてきた。

「エリカ、出てってくれよ！」

「ダメよ、コンスタンティン。あんたが怪我してるって、ファーザーがおっしゃってたんだから。私、手当てに来たの。どうせあんたのことだから、大だい丈じよう夫ぶだって言うでしょうけど！」

　エリカはコンスタンティンの肩かたを摑つかんだ。コンスタンティンは抵てい抗こうしようとしたが、脇腹に激痛が走って、一いつ瞬しゆん力が出なかった。

　肩を摑まれ、振ふり向かされる。

「コンスタンティン──」

　エリカは呆れ顔でもう一度そう呼び、そして、完全に固まった。

　コンスタンティンはエリカの顔から表情が消えていくのを、その目に自分のはだけた胸元が映るのを、見守るしかなかった。

　十二年も周囲を欺あざむき続けてきたのに。アンガスが気を配り、育ててくれたのに。

　こんな、ところで？

　こんなところで、終わるのか。

　そう思うと、勝手に涙なみだが滲んできた。

「コンスタンティン」

　エリカは呆ぼう然ぜんと、その名を繰くり返した。

　そしてどんな表情も消えた顔で腕うでを伸ばしたかと思うと、コンスタンティンの胸を摑んだ。

「!?」

　コンスタンティンが痛みに驚おどろいて胸を隠かくして退くと、エリカはぽかんとした顔で、自分の手、コンスタンティンの胸を摑んだ手を見つめた。わきわきと指を動かし、そして──

　目を見開いたまま、ぱたりとベッドに突つっ伏ぷした。

　しばらく様子を見ていたが、突っ伏したまま起き上がる気配もない。

「エ、エリカ？」

　おそるおそる近づいて声をかけると、か細い声が聞こえてきた。

「……よ」

　エリカは、シーツに顔を埋うずめたまま、震ふるえながら呟いた。

「夢よ……」

　コンスタンティンだって、そう思いたい。

　だが、これは夢ではなく、現実なのだ。
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　エリカはベッドの前に座り込み、シーツに顔を埋めたままだ。

　コンスタンティンは胸にいつものように布を巻き、僧衣を首もとまでしっかりと留めた。手は震えて、いつもの倍以上の時間がかかった。

「……エリカ。驚かせてごめん」

　エリカは微び動どうだにしない。コンスタンティンは唇くちびるを湿しめらせて、考え抜ぬいた言葉で語った。

「もしも、僕の話を聞く気があるのなら、そのままそこにいて。嫌いやなら、出て行ってもいい。ファーザーや、他ほかの人にこのことを言うのなら、それでもいい。僕は、できればそうして欲しくないけど。僕はサクスにいたいから……だから、僕がサクスにいることを君に許す気があるのなら、そこにいて、僕の話を聞いて欲しい」

　エリカはややあって頷うなずいた。

　そして、コンスタンティンの説明を、最後まで黙だまって聞いた。

　コンスタンティンはこれ以上エリカに対して噓うそを吐つくのは避さけたかったが、すべてを話すこともできなかった。悪あく魔まと【黒い羊ブラツクシープ】のことは伏ふせて、ただ自分が事情があって男として育てられたことを話し、傷はクリスを守った時に負ったものだと説明した。

「ファーザーもご存じなの……」

　一通り話を聞いたエリカは、相変わらず突っ伏したままそう尋たずねた。

「ファーザー・アンガス？」

「ファーザー・ユリエルよ」

「いや、彼は知らないよ」

　そう答えると、ようやく彼女はゆっくりと頭をもたげた。そして、合わせるのを恐おそれるように伏せていた目を、ちらりと上げた。泣きはらした目と目が合い、コンスタンティンは胸が苦しくなる。どんな事情があろうと、自分は彼女を騙だまし、傷つけてしまったのだ……

「ほんとに？　本当に、ファーザー・ユリエルはこのことを知らないの？」

「う、うん」

　何故なぜかエリカは重ねて確かく認にんし、コンスタンティンが頷くと、少しだけその目に生気を蘇よみがえらせた。蒼そう白はくだった頰ほおが紅潮してきた。

「そう、知らないのね……誰だれも？」

「うん、今、サクスの人でこのことを知っているのは、エリカだけだよ」

　そう、とエリカは呟き、また俯うつむいた。俯く前の一瞬、その口元に笑えみが浮うかんだように見えて、コンスタンティンは違い和わ感かんを覚える。いや、勿もち論ろんエリカがこの状じよう況きようで笑うわけがない。

　エリカは立ち上がると、ベッドの上に腰こし掛かけた。怯ひるむコンスタンティンを逃のがすまいとするかのように距きよ離りを詰つめ、至近距離でじっとその顔を見つめる。エリカの目に映る自分の姿に、コンスタンティンははらはらした。

「私しか知らない、秘密ね」

　エリカはそう呟いた。真しん剣けんな眼まな差ざしに見えて、コンスタンティンは唾つばを飲み込み尋ねた。

「……秘密にしてくれるの？」

「仕方ないでしょ」

　エリカはふいと距離を取り、すました顔で言った。

「私がコンスタンティンのためにならないことをするわけないもの」

「……エリカ……」

　コンスタンティンはエリカの手を取って、強く握にぎった。

「ありがとう、エリカ。本当にこれはエリカしか知らないんだ」

「わ、わかったわよ、何──コンスタンティン？」

　コンスタンティンはエリカの手を額に押し戴いただき、祈いのりと感謝の言葉を呟いた。目め頭がしらが熱かった。エリカに肌はだを見られたあの時、覚かく悟ごを半ば決めていたのだ。エリカはもっと怒おこると思っていた。裏切り者とか、騙していたのねとか、そういう言葉を投げつけられると思っていた。

　だが、エリカはコンスタンティンの秘密を守ってくれるという。

　信じられないほどに幸運だと思った。エリカが聖母のように感じられた。

「エリカ。エリカ。ありがとう。今までごめん。君に噓吐いて、僕は……」

「そ、それで、事情って何があったの。どうして男のふりなんかしてたのよ」

　コンスタンティンは顔を上げた。エリカはたじろいだ様子で、視線を逸そらした。

「できれば言いたくないんだ。説明すれば、君まで色々と……害が及およぶかもしれないし」

「わ、わかった。わかったわ。それでいい。話せるようになったらでいいわ」

　エリカはそう言い、もう一度目を上げ、コンスタンティンを見やった。その白しろ眼めはまだ赤く充じゆう血けつし、潤うるんでいたが、涙はもう溢あふれてはいなかった。

「だから、なの？　女だったから、私のこと、ずっと、その、拒こばんで……いたの？　私が嫌きらいだったからじゃなくて？」

「嫌いじゃないよ。そんなふうに思ってたの？」

「あ、あんたが思わせたのよ」

　エリカの顔がいっそう赤くなる。コンスタンティンは汗あせで滑すべったその手をしっかりと両手で握り直した。エリカの手が震えた気がした。

「ごめんね。僕は女だから、君の期待には応こたえられなかったんだ」

「わかったわ。そうだったのね、どうりで失しつ恋れんし続けてたわけだわ……ふ、あは、あはは……」

「エリカ？」

　笑い声が不ふ穏おんで、コンスタンティンは思わず名前を呼ぶ。エリカは我に返って、コンスタンティンを見つめ、揺ゆるぎない自信を込めて、はっきりと言った。

「コンスタンティン、私はあんたの友だちよ。あんたが女でも、変わらない」

　その時こみ上げてきた思いを、どう表現したらいいのか、コンスタンティンにはよくわからなかった。嬉うれしくて、切なくて、満たされるようだった。女の自分を認めて受け入れてもらえるなど、考えたこともなかったのだ。幸せで、どうにかなりそうで、耐たえきれずにエリカを抱だき締しめた。鼻の奥がつんとして、気が付いた時にはエリカの肩に顔をこすりつけて泣いていた。

　エリカはおずおずとコンスタンティンの背に手を回し、抱き返してくれた。

　だが、その時、コンスタンティンは玄げん関かんの扉とびらが開く音を耳にした。

　ハッとしてエリカを自分から引きはがす。耳を澄すまし、聞き慣れた足音が二階に上がってくるのを聞いて、エリカに囁ささやいた。

「ファーザーが帰ってきた。エリカは離はなれて」

「離れ……」

「だってファーザーが見たら、その」

　コンスタンティンはすでに胸も布を巻き、僧そう衣いも着て、助祭としての体てい裁さいを取り戻もどしていた。そのコンスタンティンがエリカと同じベッドの上にいるのは、たぶんあらぬ誤解を招くだろう。

　そうこうしているうちに扉がノックされた。

　だが、エリカはそこをどこうとしなかった。

　エリカは、焦あせって立ち上がるコンスタンティンの僧衣を摑つかみ、何故かしがみついてきた。コンスタンティンは彼女を引き剝はがそうと躍やつ起きになる。その間もノックは続く。

「コンスタンティン助祭？　寝ねているんですか？」

　遠えん慮りよがちに扉が開く。

　コンスタンティンはエリカを押した。エリカはそれでもコンスタンティンの服から手を離さなかった。反対にコンスタンティンの腕うでを引いたから、彼らはベッドに一いつ緒しよに倒たおれ込んだ。

「…………コンスタンティン助祭？」

　だから、扉を開けたユリエルが見たのは、コンスタンティンがベッドにエリカを押し倒している光景だった。

「ち、違ちがうんです、これは──」

　コンスタンティンは慌あわてて身体からだを起こした。ユリエルの目は点になっている。エリカはゆっくりと起き上がると、コンスタンティンの頰に唇を寄せて囁いた。

「またね、コンスタンティン」

　ちゅ、と。

　可愛かわいらしい音を立てて、エリカはコンスタンティンの頰に口づけをした。

　そして彼女はさっと立ち上がると、立ちつくすユリエルの横を通り過ぎ、部屋を出て行った。

　コンスタンティンはエリカを追ってユリエルの横を駆かけ抜けた。

「エリカ！　待って！」

　階段を駆け下り、エリカが扉を開けて出て行く寸前で腕を捕つかまえ、振ふり向かせる。エリカは挑ちよう発はつ的な目でコンスタンティンを見ると、逆に彼の腕を取って距離を狭せばめた。

「キスしてよ、コンスタンティンから。唇がいいわね」

「どうして!?」
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「そうした方が、男の子っぽく見えるわよ」

　コンスタンティンにはエリカの言葉が理解できなかった。いや、それは今に始まったことではなかったのかもしれない。女の子の社会で育ったエリカは、性別の定まらないコンスタンティンよりも遥かに早く大人の女になっていたのだ。

「何言ってるんだよ、エリカ。そんなこと、エリカが傷つくだけだろ」

「傷つかないわ、もう」

　真っ直すぐに自分を見つめる目は、もはや一緒に遊んでいた頃ころの彼女の目ではなかった。決意を秘ひめた一人の女の目で、エリカはコンスタンティンを見つめていた。

　コンスタンティンは呆ぼう然ぜんと彼女の目を見返しながら呟つぶやいた。

「エリカ、ごめん、できない……」

「……意い気く地じなし！」

　エリカはそう罵ののしると、背を向けて外に飛び出して行った。

　傷ついた顔に、涙なみだが、またちらりと見えた気がした。

　ショックで呆然としたまま、コンスタンティンは閉とざされた扉の前に佇たたずんでいた。エリカはどうしてしまったのだろう。あんなふうに、まるでユリエルに見せつけるように。

　そこまで考えて、視線に気付いた。

　振り返ると、一階に下りる階段の前で、ユリエルが立ち止まってこちらを見下ろしていた。

　その厳しい眼差しに、コンスタンティンはこくりと唾を飲み込んだ。

　傍はた目めから今のコンスタンティンとエリカがどのように見えたか、よくわかっていた。誤解を解くことは不可能にも思える。だが、そう、解かなければ。

「部屋に戻ってください。まだ身体が本調子ではないでしょうし」

　ユリエルは落ち着いた声でそう言った。

　だが、コンスタンティンが階段を上って近づくと、不意に顔を背そむけ、吐はき捨てるような口調で言ったのだ。

「いえ、それだけ元気になったのなら、もう平気かもしれませんが」

　一いつ瞬しゆん考えて、意味を理解した途と端たん、コンスタンティンは首まで赤くなった。

　今のは、エリカを押し倒す元気があるのならもう大だい丈じよう夫ぶだという意味だ。

「あ、ぼ、僕は、その」

　しどろもどろになってしまう。ユリエルはさっと身を翻ひるがえして階段を上るが、その彼の顔もひどく赤かった。

「ファーザー」

　泣きそうになって、コンスタンティンは彼の後を追った。
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　言い過ぎた。

　ユリエルは自室に戻るなり膝ひざをついて頭を抱かかえた。肝かん心じんの『肌を改めさせて欲しい』という言葉は言えないくせに、それ以外の言葉はぽんぽんと出てきた。『本来ならば民たみを導くべき聖職者による風紀の乱れがいかに大きな問題なのか』についてくどくどと説教を繰くり返し、弁解しようとするコンスタンティンの言葉を遮さえぎった。

　そう、もしかしたらただの誤解かもしれないのに。自分がエリカに誤解されたように、自分もコンスタンティンを誤解しているだけなのかもしれない。

　冷静さを失っていた。

「…………男性だというのなら、それで」

　コンスタンティンがエリカと親しくしているということは、やはりコンスタンティンは男性ということだろうか。そうならば、ユリエルの疑念は解消されることになる。それはそれで素す晴ばらしいことだ。

　それなのに、胸がもやもやして重い。

　その時ユリエルは馴な染じんだ気配を察して振り返った。

「ユリエルさ、」

　相手が自分の名前を呼ぶよりも早く、立ち上がってその手を両手で摑む。

「待っていました！　あなたにこれほど会いたいと思ったのは初めてです！」

　音もなく現れたニコラスは、深く被かぶったフードの下で訝いぶかしげな顔をした。

「いつもは俺に会いたくないんですか」

「あなたはいつも私をいびるじゃありませんか」

「わかりました、じゃあ帰ります」

　くるりときびすを返すニコラスのマントを、ユリエルは慌てて摑んで引き留めた。

「帰らないでください。相談したいことがあるんです」

　ニコラスはうろんな目つきでユリエルを一いち瞥べつしたが、足を止めた。

　ユリエルは、ニコラスのマントの端はしを摑んだまま、話し始めた。

「以前、あなたには、ある人物の顔が頭から離れないのだと相談したことがありましたね？」

「ああ、あの恋れん愛あい相談ですか」

「違います！」

　思わず声を荒あららげてしまい、ユリエルは赤面した。咳せき払ばらいをして、説明する。

「とにかく、あれは恋こいではありませんでした。私がその人物の顔が気になっていたのは、別の人間と似ているところがあったからです。つまり、【黒い羊ブラツクシープ】と疑っているだけなのです」

「しかし、確かそいつは男という話では？　ソドムの罪とおっしゃってたじゃありませんか」

　覚えていて欲しくないことまでよく覚えている。ユリエルは目の前の男の記き憶おく力を少しだけ疎うとましく思いながら──まあ、忘れられる話でもなかったかもしれないが──話を続けた。

「男性だと思っていたんです。でも、違うかもしれません。男装して、日常を送っている女性かもしれないと思い始めたんです。しかし、確証が持てなくて……その、普ふ通つうの男性のように女性と親しくしているところも見ましたし……」

「服を脱ぬがせて確かめれば良いのでは？」

「私がですか？」

　ニコラスは肩かたを竦すくめた。

「侍じ女じよでも用意しましょうか？　しかし、悪あく魔まが侍女を惑まどわすかもしれません。最も確実なのは、あなたがご自身の目で確かめることです」

「……それは、わかっては、いるのですが……」

「裸はだかを見るだけですよ。それで確かめられるんですから楽なものでしょう」

　裸と言われて、ユリエルの脳のう裏りに雪のように白い首筋が蘇よみがえった。

　首筋の先、鎖さ骨こつの下、僧そう衣いの中。そこもきっと抜ぬけるように白いのだろう。

　体温で溶とける雪原のように──

　自分の思いのやましさに絶望し、ユリエルはニコラスと目を合わせていることすらできなくなった。口元を押さえて目を伏ふせる。ニコラスの、底意地の悪そうな声が聞こえてくる。

「わかっていらっしゃるでしょうが、お顔が真っ赤ですよ、ユリエル様」

「……勿もち論ろん知っています」

「それから、もう一つご忠告申し上げておきますが、もしもその人物が【黒い羊ブラツクシープ】ではないとしたら、それだけ気になるのはやはり恋です」

　ユリエルはがばりと顔を上げた。

「だ……っ、断言しないでください！」

「しかし、常に想定できる最悪の結果をお伝えしてユリエル様を怯おびえさせるのが俺の仕事のようなものですし」

　真しん剣けんな顔でそんなことを言わないで欲しい。

　しかし、ユリエルの願いも虚むなしく、ニコラスは一いつ切さいの容よう赦しやをせずにずばずばと言った。

「まあ、故ゆえのないことではありませんよ。今まで似ていることに気付かなかったのに、恋だのなんだの言われた途端、『恋ではなくて似ているからだ』なんて、いかにも怪あやしいじゃありませんか。もしかしたら、ユリエル様がその人物を疑ったのは、その人物を女性だと思いたかったからかもしれません。女性ならば恋に落ちてもおかしなことではありませんしね。勿論、女によ犯ぼんもまた罪ですが。あるいは、ご自分の恋こい心ごころを誤ご魔ま化かすために【黒い羊ブラツクシープ】と疑ったという可能性もあります」

「……!?　そ、そんなことは……」

「ないと？　それならさっさと確かめればいいでしょう。もしかして、怖こわいんですか？　男性だった場合が。そりゃそうでしょうね。これだけ騒さわいで、お顔を真っ赤にして、気に掛かけていらっしゃる相手です。【黒い羊ブラツクシープ】ではなかったとしたら、あなたがその人物の顔を忘れられない理由は他ほかに何が残っています？　恋の他に」

「う……ち、違ちがいます……」

　ユリエルは震ふるえる手で耳を押さえたが、すぐ目の前で喋しやべり続けるニコラスの言葉はそう簡単に追い出せなかった。

「男性だったら、あなたはその人物に恋をしてるってことですよ──あ、先さき程ほど想定できる最悪の結果と申し上げましたが、どうやら間ま違ちがいですね。他に可能性が見あたりません」

「ニコラス！」

　ユリエルは恐おそろしさにぷるぷると震えながら、強く従者の名を呼んだ。ニコラスはにんまりと笑っている。勿論、からかわれたのだ。それはわかっている。それでも、恐ろしい。ニコラスはユリエルをよく知っている。そのニコラスが言うのなら、あるいは、本当に。

「わ、私が、無実の者を、自らの願望のために、小心のために疑っていると言うのですか」

「いいえ、ユリエル様」

　驚おどろくべきことに、ニコラスはそれまでのにやにや笑いを、多少はマシな微笑ほほえみに変えて言った。

「可能性は低いと思っていますよ。何しろ、俺はあなたの勘かんを信じてますから。あなたが疑っているのなら、そいつが本当に【黒い羊ブラツクシープ】なんでしょう。誰だれです？　あなたにできないのなら、俺が確かめましょう」

「ニコラス……」

　ユリエルは毒気を抜かれて握にぎりしめていた拳こぶしを下ろした。

　ニコラスは厄やつ介かいな男だ。主あるじであるユリエルをからかい、その困こん惑わくを楽しんでいる。そのくせユリエルを心から信しん頼らいしているし、機き嫌げんが良ければこうしてそれを表に出すことすらある。

　時に若いユリエルをたしなめながらも、きちんと支えてくれているのだ。

「ありがとうございます……それでは、一つお願いがあります」

「ご命令とあらば、なんなりと」

　首こうべを垂れて言葉を待つ彼に、ユリエルは言った。

「少しの間、サクスを離はなれて欲しいのです」
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　妻である彼女が傷つき、血を流しているのを見て、彼はひどく腹を立てた。このような状じよう況きように自ら飛び込んだ妻に、妻を傷つけた女領主に、この状況に。力を削けずられ、弱っているとはいえ、これまでその力で望みを叶かなえてきた彼にはこの状況は耐たえ難がたかった。

　だから、彼は、彼女に居場所がなくなればいいと考えただけだ。

　そうすれば、彼女は彼とともに行くだろうと。




　郊こう外がいの丘おかの上には、イチイの古木がどっしりと根を張っていた。

　丘から続く斜しや面めんには畑が広がり、その先にサクスが市し壁へきに囲まれて蹲うずくまっている。港はそのさらに向こう。市内の喧けん噪そうも、ここでは遠い。

　悪魔はイチイの木の手前で立ち止まった。よく張った枝から小さな足が二本覗のぞいている。

「そこから何が見える？」

　枝から垂れていた足がぴくりと動いた。しばらく沈ちん黙もくしてから、その足の持ち主は答えた。

「教会が見えるわ」

　悪魔は低く美しい男性の声で語った。

「君は敬けい虔けんな娘むすめなのだな。そこからならば城も港も見えるだろうに、教会しか目に入っていないとは」

「……どうかしらね。あなた、旅の人？　随ずい分ぶん身軽そうね」

　悪魔はコンスタンティンや司祭の前に現れる時の黒ずくめの異装ではなく、旅装だった。長い革かわの外がい套とうを羽織り、つばのある帽ぼう子しを斜ななめに頭に乗せている。これで荷を背負っていれば、旅の職人か商人といった恰かつ好こうだろう。

　だが、彼は手ぶらだった。

　悪魔は自身の姿を見下ろし、曖あい昧まいに答えた。

「そう見えるのならそうなのだろう。一つ訊きいてもいいかな。城にはどう行くのが一番近い？」

「そこを下って……ああ、違うわ、細い道なの」

　娘は樹上からするすると下りてきた。地に下りると、娘は彼に向かって木こ陰かげから畑の脇わきを通って延びる細い道を示した。

「そこを通るのが一番よ。街かい道どうから迷い込んでしまったの？」

「そのようだね」

「……案内してあげましょうか？　私ももう戻もどらないといけないし」

　娘は周囲を見回してそう言った。畑にはまだ働く者たちがいたから、見知らぬ男と歩いたところで襲おそわれる心配もないと判断したのだろう。勿もち論ろん悪あく魔まには彼女を襲う気などなかったが。

「お願いできるのなら」

「大だい丈じよう夫ぶよ──」

　娘はそう言いながら振ふり返った。悪魔はその時には、彼女の間近にいた。鼻先に相手の胸むな元もとがあることに驚いた娘は反射的に後あと退ずさって顔を上げる。目と目が合い、娘の頰ほおに朱しゆが差す。悪魔は目の色を黒く染めた他は、いつも通りの顔かたちを見せていた──つまり、歪ゆがみ一つなく整った艶あでやかな目鼻立ちに、青みがかって見える黒くろ髪かみ、長く影かげを落とす睫まつ毛げ。夕刻の太陽は彼の顔を照らすことを恥はじらうようにさっと雲の向こうに隠かくれ、薄うす闇やみの中で、彼の青白い肌はだだけがはっきりと浮うき上がって見える。

「大丈夫か？」

　薄うすい唇くちびるから零こぼれる声は低く甘く娘の鼓こ膜まくを震わせる。大丈夫よ、と繰くり返し、娘は震えながら顔を背そむけた。人ならぬ美しさに、彼女は惹ひかれるよりも怯えたのだ。勘の良い娘だ、と胸の内で思いながら、彼は娘の示した小径を見やった。

「さあ、案内してくれ。道すがら、話でもしよう……たとえば君の溜ため息いきの理由とかを」

「わ、私は」

「当ててあげようか？」

　彼は小径へ進みながら、躊躇ためらう娘を振り返って言った。

「恋こいだろう？」

　娘は怯えながらも、彼の問いに強制力があるかのように、こくりと一つ頷うなずいた。
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　変ね、とエリカは泣きながら思った。

　コンスタンティンが女だったなど、まだ信じられない。これは何かの夢なのかと思う。それでも友だちだと言うとコンスタンティンは心から喜んでくれた。嬉うれしかった。コンスタンティンが自分を必要としてくれているのがわかって、本当に嬉しかったのだ。

　でも、無理だった。

　それだけでは満足できない。

　ユリエルが帰ってきて、離れろと言われても、離れられなかった。ユリエルに見せつけたかった。自分だけがコンスタンティンの秘密を知っていること、自分の方がコンスタンティンに近しい存在であることを教えてやりたかった。

　だから引き倒たおして、キスをして、キスをねだった。

　それは本当は怖かったからだ。

　ユリエルがおかしかったのではない。

　同性に恋した自分がおかしかったのだ。

　女とわかってもまだ諦あきらめ切れない自分こそがおかしいのだ。

　ユリエルの恋は叶うかもしれない。けれど自分の恋は絶対に叶わない。コンスタンティンは女で、自分に対して友情以上のものを持ちようがないからだ。この勝負は最初からユリエルの方に分があったのだ。ユリエルがこれを知ったらと思うと恐ろしくてならなかった。彼の想おもいは肯こう定ていされる。彼は自信を持つ。自分はその逆だ。

　だからコンスタンティンを渡わたしたくなくて、彼に見せつけるように行動した。

「ひ……うぐ」

　溢あふれる涙なみだを腕うでで拭ぬぐうと、隣となりの男は立ち止まって彼女と視線が合うように屈かがみ込んだ。

「おかしなことは何一つない」

　際きわだって美しい男は、夕ゆう闇やみの中で彼女の涙を拭った。

「君はその人が欲しかったのだ。手に入るものだけを欲しがるのなら、どんなに楽だろう。だが、君は手に入らないものを欲しがってしまった。そういうことが人の生にはある」

「でも欲しいの……！」

　エリカは自分の心を抑おさえきれずそう叫さけんだ。何故なぜ彼にこうもあけすけになんでも話してしまうのかわからなかった。恥ずべき自分の醜みにくい心まで喋しやべってしまうなんて。それでも言葉は泉のように溢れてとどめようもなく、彼女はこの見知らぬ男に胸の内を打ち明け続けた。

「誰だれにも渡したくない！　コンスタンティンが誰かのものになるなんて、絶対に嫌いや……！」

「どうしても、というのなら、手はあるだろう」

　男は、にこりと笑った。夕闇のせいか、その目が一いつ瞬しゆんだけ、赤く輝かがやいたように見えた。

「君はその方法を知っているはずだ。何故なら君だけがその人の秘密を知っているのだから。決して誰にも知られてはならない秘密、もしも知られればこの街を出る他ほかなくなるような、重い重い秘密……」

「！　告発しろとでも言うの？　そんなことをしてもコンスタンティンは手に入らないわ！」

「だが、誰かに奪うばわれることもなくなる」

　エリカは青ざめ、激しく首を振った。

「できないわ、そんなこと。私は友だちだって言ったもの。友だちはそんなことしないもの！」

「そうではない。最初から友だちなどではなかった」

　残ざん酷こくで、的確な言葉を、男は言った。

「何故ならその人は君を騙だましたのだから。十年以上も君を含ふくめた周りの人間を騙し続けてきたのだ。そもそも君がその人を欲しいと思うようになったのも、その噓うそのせいではないか？　それなら、君は裏切りに対して代価を要求することができる。代だい償しようを払はらわせてやるといい」

　男の言葉通り、コンスタンティンがエリカを欺あざむき続けてきたのは事実だ。最初から女だと知っていたら、勿もち論ろん恋こいに落ちることだってなかったはずだ。それなのに、コンスタンティンはエリカを騙した。噓を吐ついた。

　最初に裏切ったのは、向こうだ。

　男の甘い言葉に背中を押されるままに、欲よく望ぼうのままに行動できたらどんなにか楽だろう。

　だが、エリカは勇気と良心にすがって、抵てい抗こうした。

「でも、きっと、それは……事情があったのよ。コンスタンティンだって辛つらかったはずだわ」

「君にだって事情はある。誰にだって。その人だけを特別扱あつかいするべきではないな」

　男の言葉は鞭むちのようにエリカの身を打つ。彼の言葉には魔ま力りよくのようなものがあって、彼女はそれに抗あらがい切れない。こんなことは間ま違ちがっていると何度も考え、否定し、耳をふさぎ、それでも声を追い出すことができない。

　それは、自分の中に願望があるからだ。

　コンスタンティンを手に入れたい。

　コンスタンティンに自分だけを見て欲しい。

　けれどそれは叶かなわない。

　絶対に、叶わない!!

　それなら、いっそ──

　男は彼女の肩かたを抱だき、優やさしく微笑ほほえんで囁ささやいた。

「何をすればいいかは、わかっているね？」

　彼女は泣き崩くずれながら頷いた。




　城に辿たどり着いた時には、男の姿は消えていた。

　日にち没ぼつが近づいていたが、行き来する者もあり、城門はまだ開かれていた。

　近づくエリカを見て、顔見知りの門番は怪け訝げんそうな顔をした。

「代官様にお伝えしたいことがあるの」

　エリカがそう言うと、門番は困った顔で言った。

「代官様は城内にはいらっしゃらない。どのような用件だ？」

「言えないわ、直接でなければ」

「ではまた明日おいで。今日はもう遅おそいし、代官様もいつお戻りになるかわからん」

「でも、私、今でないと……」

　明日になればこの決意は崩れ去りそうだった。明日、コンスタンティンの顔を見たら、きっとこんなことはできなくなる。

　だが、その時、

「代官に用か？」

　女の声が、門番の後ろから聞こえた。

　見ると、二十代後半とおぼしき女が、城の前庭から城門の方へ近づいてくるところだった。編んだ銀ぎん髪ぱつをネットに包み、青灰色のドレスを着たすらりとした立ち姿の女で、彼女の顔を見た途と端たん、門番は膝ひざを突ついて首こうべを垂れた。エリカも慌あわてて同じように跪ひざまずいて頭を下げた。

「娘むすめ、問いに答えよ」

　女は、城門の手前で足を止めてエリカにそう言った。エリカは頭を下げたまま、答えた。

「は、はい、代官様に申し上げたいことがあって参りました」

「どのような用件だ？」

「そ、それは……」

　エリカはあの処しよ刑けい場で最前列近くに陣じん取どっていた。勿もち論ろん、【黒い羊ブラツクシープ】に拘こう束そくされた女伯の顔を見たし、それをよく覚えている。あのような状じよう況きようでさえなければ、この世にこれほど美しく気品に溢れた人がいるのか、と見とれていたことだろう。ドレスも、装身具も、肌も、顔も、何もかも自分とは違ちがっていて、別の種類の人間のように思えた。

　その女伯グロリアが、今目の前にいるのだ。僅かな伴ともを引き連れただけで。

　グロリアの背後に控ひかえていた侍じ女じよが、鋭するどく言った。

「娘、奥方様がお尋ねじゃ。答えよ」

「あ、あの、私は」

　全身が震ふるえ、冷たい汗あせを搔かいていた。

　レオンはコンスタンティンが女だと知れば、いくら個人的にコンスタンティンを可愛かわいがっているとしても、代官として放っておかないだろう。女であるのに男として助祭に叙じよ階かいされたことは罪になり、コンスタンティンは裁かれる。投とう獄ごくされるかもしれないし、焼き印を捺おされて追放されるかもしれない。周囲の人間は自分たちを騙していたコンスタンティンを二度と信用しなくなり、コンスタンティンは孤こ独どくになる。

　ユリエルが気付いた時にはもう手て遅おくれだ。司祭である彼でも、コンスタンティンを助けることはできない。牢ろう獄ごくに繫つながれるか、追放されるか、どちらにせよ、コンスタンティンは彼の手の届かないところへ行ってしまう。

　エリカの手だけではなく、誰の手も、届かない。

　この際、打ち明ける相手がグロリアになっても、問題ない。




『私がコンスタンティンのためにならないことをするわけないもの』




　それなのに、口を開きかけたら、同じ自分の唇くちびるから出てきた言葉を思い出してしまった。

　エリカはコンスタンティンに男装の秘密を守ると約束していた。

　いや、約束がなんだ。先に裏切ったのはコンスタンティンだ。エリカは息を吸った。言うのだ。言って、コンスタンティンに罰ばつを下すのだ。

「お、恐れながら申し上げます」

　まずはそれだけ絞しぼり出した。言うべき言葉を考えて一度唇を舐なめる。

　コンスタンティンを、告発するのだ。




『エリカ』




　嬉うれしそうに自分を呼ぶ声を思い出したからといって、なんだ。

　思い出してみろ。友だちだと言ったら喜んで抱きついてきた。コンスタンティンにとって、所しよ詮せん自分は友だちなのだ。それ以上にはなれない。

　それ以上には、決して。

「……！」

　目から零こぼれた涙なみだが、頰ほおを伝って地面についた手に落ちた。

　その感かん触しよくで、肩が濡ぬれていた事を思い出した。

　コンスタンティンが顔を埋うずめていた方の肩だ。あの時コンスタンティンは泣いていた。

　友だちだと言われて、泣くほど嬉しかったのだ。

　コンスタンティンは、自分を好きでいてくれている。

　友だちとして──

　最後の最後で、その涙がエリカを正気に引き戻もどした。

　恋こいが報むくわれないことが辛いというのなら、コンスタンティンはどうなる？　性を偽いつわり生きること、それを続けていこうとするコンスタンティンは？

　自分ばかり辛いなんて、酷ひどい傲ごう慢まんだ！

「これ、早う答えよ」

　侍女が急せかす。エリカはいっそう低く頭を下げて言った。

「も、申し訳ありません、わ、私の勘かん違ちがいです。申し上げることはありません」

「……ほう」

　だが、グロリアの細くしなやかな指が、彼女の顎あごを捕とらえた。

「顔をお上げ。話しにくいことだね？　いいのだよ、こちらへおいで。場所を用意してやろう」

「お、お願いです、ご領主様、どうか、どうかお許しを……」

「はは、怯おびえることはないさ」

　グロリアは気さくにそう言い、エリカの肩を抱いて彼女を立たせ、城内へと導いた。

　彼女の灰色の目は冴さえ冴ざえとした光を湛たたえ、エリカをじっと観察していた。




[image: ]




「レオン、出るぞ」

　グロリアはなめし革がわの白いマントを羽織り、臣下の騎き士しにそう言った。マントの下はドレスではなくチュニックと革の胴どう着ぎ姿で、すらりとした足は細身の革のズボンと腿ももまでのブーツに包まれ、鷹たか狩がりに行く貴族の子し弟ていのように見えた。

　城に帰き還かんしたばかりのレオンは、女おんな主あるじの意を理解できず、眉まゆを顰ひそめた。

「どちらへおでかけになるのですか。もう日も沈みます」

「聖ブリジット教会だ。助祭に会う」

　グロリアは扉とびらを開けさせ、館やかたの正面扉から外に出ながら言った。

「何故なぜですか。コンスタンティンはよく知っていますから、用がありましたら私が行きますが」

「いや、私が直接確かく認にんしたい」

　レオンは、マントを翻ひるがえし階段を下りるグロリアを追いながら、さらに疑念を呈ていした。

「コンスタンティンがどうかしたというのですか？」

「面おも白しろい告発があった。あそこの助祭が女だというのだ」

　は？　とレオンは口元に笑えみすら浮うかべて聞き返し──冗じよう談だんではないと悟さとり、顔色を変えた。

「なんですって？　女？　あいつのことは何年も前から知ってますが、昔からあいつはクソ生意気なガキ……いえ、失礼を。とにかく、男ですよ」

「裸はだかを見たか？　見ていないのならば見に行こう。そう、兵も用意してあらかじめ教会周辺を囲んでおけ。逃にがさんようにな。もしも女だとしたら──」

　階段を下りきり、馬丁が引いてきた白馬の鞍くらに跨またがって、グロリアは確信を持って言った。

「そいつが【黒い羊ブラツクシープ】だ。あの体格、一番近くで見た私が言うのだから間ま違ちがいない。性別さえ女なら、あの助祭が【黒い羊ブラツクシープ】で間違いないのだ」

　そして馬の腹に拍はく車しやを当てる。白馬は彼女の命に従ってすぐさま駆かけ出し、別の馬に跨ったグロリアの従者が主に続いた。二騎きは前庭から城門を出て行く。

　レオンは呆ぼう然ぜんと中庭に立ちつくし──

「なんだって？」

　呻うめくように呟つぶやき、すぐさま廏うまやにとって返し、自分の馬に跳とび乗った。







[image: ]




　ベッドの中でシーツを被かぶって丸くなっていたコンスタンティンは、鬱うつ々うつとして溜ため息いきを吐ついた。

「信じてもらえなかった……」

　押し倒たおしたのではなく事故だと弁解したが、エリカの挑ちよう発はつ的な態度を目まの当たりにして、ただの事故だと納なつ得とくしてもらえるわけがない。ユリエルは始終不快そうだった。

　とはいえエリカを責めることもできない。ずっと好きだった相手が同性だったと知り、彼女も動どう揺ようしているのだ。もう一度話し合わなければ。相手が望むかどうかは別だが……

　結局、ユリエルはまだ体調が回復していないだろうからとコンスタンティンを部屋に押しこめ、自分は教区民とともにクリスを捜さがしに出て行ってしまった。そろそろ戻る頃ころ合あいだろうか。それなら、夕食の支し度たくくらいはしておこうと、コンスタンティンは起き上がった。

　玄げん関かんの扉をノックする音と、自分を呼ぶ声が階下から響ひびいてきた。

　やけにせっぱ詰つまった様子に聞こえたので、コンスタンティンは急いで部屋を出て、一階に下りた。司祭館の玄関には鍵かぎはかかっていなかったから、扉はすぐに開け放たれて、エリカが転がり込んできた。

「逃げて、コンスタンティン！」

　エリカはどこから走ってきたのか、汗あせだくで、コンスタンティンが駆け寄るとその腕うでに倒れ込むようにもたれた。ぜいぜいと肩かたで激しく息をしている。座り込んだ彼女の前に屈かがみ込み、コンスタンティンは困こん惑わくして尋たずねた。

「どうしたんだよ。逃げて、って、どこに？　何から？」

「どこでもいい、この街の外へ！　そうでなければあんたは捕つかまるわ。私、喋しやべってしまったの。ご領主様に……あんたが女だって……」

　エリカの顔は汗と涙でひどく汚よごれていた。話す間にもその目には涙が盛り上がり、頰を流れ落ちていく。彼女はコンスタンティンの腕を摑つかみ、必死に訴うつたえた。

「早く、逃げて！　私バカだったわ、城へ行くなんて！　本当に後こう悔かいしているの。なんでもする。あんたを逃がすためならなんでもする。お願い……許さなくていい、逃げて……！」

　コンスタンティンは心臓が冷えていくような感覚を覚えて、ぶるりと震ふるえた。

　それも、相手はあのグロリアだ。

「エリカ。何があったんだ。無む理り矢や理り言わされたのか？」

「男が……」

　エリカは、頭痛でもするのか頭を押さえ、苦しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「男がいたの。木の下に……綺き麗れいな男。黒くろ髪かみの。その人と話していたら、私どうしてかそうしなくちゃいけないような気がしてきたの。それで城へ行って……やっぱり帰ろうと思ったけど、ご領主様に城の広間に連れて行かれて、怖こわくて、耐たえられなくて、喋ってしまったの……」

　ごめんなさい、とエリカは泣きながら謝った。コンスタンティンはその頭を撫なで、自分の手が震えていることに気付いて、唇くちびるを引き結んだ。男の正体は察しがついた。前にも『彼』は同じようなことをした。『彼』は人を巧たくみに扇せん動どうし、自分の望む方向へ動かす。後悔と絶望に叩たたき落とすような方向へと。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　コンスタンティンはエリカの肩を強く抱だいて、そう言った。

「今は帰るんだ。すぐに城から誰だれか来るかもしれない。君がここにいたら、僕を逃がそうとしたって責められてしまう」

「いやよ、罪ならそれでいいわ！　だって私はもっと大きな罪を犯おかしたんだもの。あんたを裏切った……！　友だちだって言ったのに！　私は地じ獄ごくへ落ちるし、それでいいのよ！」

　泣きじゃくるエリカが憐あわれだった。かける言葉を探すコンスタンティンの目に、ふと黒い影かげが入った。

　黒くろ猫ねこだ。

「エリカ、わかった。ここにいて」

　コンスタンティンはそう言うと、立ち上がり、二階へと上がっていく猫ねこを追った。

　猫はコンスタンティンの自室に入った。

「エリカをそそのかしたのは君か」

　同じく部屋に入り、扉を閉めるなり、コンスタンティンは詰きつ問もん口調でそう言った。猫は眠ねむそうにあくびを一つして、床ゆかに腰こしを下ろす。

「そうだ。この街は危険だ。ここにいる限りそなたは正義の味方ごっこをやめようとはしない。この街から出さえすれば、安全な場所で匿かくまってやれる。ならば吾わが輩はいはそなたを守るだけだ」

　だから、彼はエリカを唆そそのかし、コンスタンティンの性別をグロリアに打ち明けさせたのだ。

　コンスタンティンに、この教会とサクスを諦あきらめさせるために。

「どうして、今いま更さら……！」

「司祭もそなたの正体に気付きかけておる。司祭にそなたを捕とらえさせるわけにはいかぬ……あの男にだけは。そなたの足ならばまだ十分逃のがれられよう。わからぬか？　そなたが危険を認にん識しきしてからもいつまでもだらだらとこの教会に留とどまるから、吾輩はきっかけを与あたえてやったのだ。そなたも後になって吾輩に感謝するであろう」

　ああ、と声が漏もれそうになった。自分とこの悪あく魔まとの間にある隔へだたりを意識したのはこれまでにも何度もあったが、今回はとりわけ酷ひどい。彼は自分が何をしたのか、どれほど彼女を傷つけているのか、まるで理解していないのだ。

　猫は何がいけないのかというように、彼女をじっと見つめている。

　きっと何を言っても無む駄だだろう。

　とはいえ、無駄だからといって、言わずにいられるわけでもない。

「僕にとってこの街も、教会も、とても大事なものなんだ」

　コンスタンティンは言い聞かせるように、ゆっくりと語った。

「僕はここで育った。【悪徳の都】なんて言われてるけど、実際はそんなに悪人ばっかりじゃない。たまに羽目を外すことがあったり、魔まが差すことはあるけど、みんな一いつ生しよう懸けん命めい生きてる。僕はそういう人たちにたくさん出会った。この街で、この教会でだ。だから僕はこの教会に残ったんだ。ファーザー・アンガスがいなくなって、その次に来た司祭様は問題だらけで、僕は何もできなくて、凄すごく悔くやしかった。性別を偽いつわって叙じよ階かいされたのは僕の罪だけど、僕はこの教会でできることをしたかったんだ。ファーザー・アンガスがいた頃ころみたいに、みんなで支え合えるような場所にしたかったんだ……」

　アンガスがいた頃あった聖歌隊が復活して、少しだけ変えられたのかなと思ったものだった。

　それなのに、もう、コンスタンティンはここにはいられなくなる。

「教会を奪うばわれるのは、ここを奪われるのは、僕にとって本当に辛つらいことなんだ。男装して助祭をすることだって、【黒い羊ブラツクシープ】をすることだって、危険だよ。でも、危険でもいいから、僕はそうしたかった。地獄への扉とびらが開くまで、僕をどこか安全な場所に閉じこめておく方が君は心が安まるかもしれないけど、僕はその時点で死んでしまう。コンスタンティン助祭はね。せめて地獄へ行くまでは生きていたかった。コンスタンティンとして、生きていたかったよ」

　頭にエリカの泣き顔が浮うかぶ。彼女を思うと余計に辛かった。

「エリカだってどれだけ傷ついていると思う？　今後、どれだけの傷を背負って生きていくことになると思う？　君にはどうでもいいことだろうね。関係のないことだろうね。でも、僕は嫌いやなんだ。僕を守るって君は言うけど、僕はこんなふうに守られたくなんかないんだ。君のやり方じゃ、僕の心は死んでしまう。君は、」

　悲しみや恐おそれといった感情に[image: ]おぼれそうになるのを堪こらえて、コンスタンティンは押し殺した声で言った。

「君はあと何度僕を殺す気だ？」

　猫は、黙だまって金色の眼まな差ざしを彼女に向けていた。

　その耳が、ぴくりと動く。コンスタンティンも外の物音に気づき慄りつ然ぜんとした。司祭館の外の路地から、蹄ひづめの音と、いななきが聞こえる。教会の扉が開く音、それから、ご領主様、という誰かの声。グロリアが自らやってきたのだ。

「もう、行くよ」

　コンスタンティンは扉に向かって歩き出した。

　猫はその背に、声をかけた。

「逃にげぬのか」

「もしかしたら切り抜ぬけられるかもしれない。それに君と逃げるのはごめんだ」

「……偽り続けるか」

　悪魔は同情するような声で呟つぶやいた。

「性を偽り、名を偽ることを生きると言うのか。助祭としてのそなたは偽りだ。そなたの影に過ぎぬ。それを守り抜くことが、それほどに大事か。己おのれのままに生きようとは思わぬのか。吾輩は女としての、ありのままのそなたが欲しいのだ。地獄は自由だ。そなたが思うほど悪いところではない。そなたは教会の教えによって目め隠かくしをされておるだけだ」

　悪魔の声に含ふくまれる感情はコンスタンティンの言葉では憐れみとしか形容できないものだった。この悪魔と人であるコンスタンティンとの間には大きな隔たりがあるが、それでも彼は時として情に近いものを見せる。

「自由なんて」

　扉を見つめたまま呟くコンスタンティンの頰ほおに、何かが触ふれた。温度の感じられないそれは、悪魔の手だった。猫ではなくあの青年の姿で、彼は背後から彼女を抱だき寄せ、彼女の肩かたに顎あごを乗せた。

「吾輩はそなたがそなた自身として、ありのままに存在できる場所を知っている。そなたをそこへ連れて行こう。そこには戒かい律りつも法もない。そなたが望むままに在ることができる。女として──コンスタンスとして在ることが」

　失われた名前で呼ばれて、コンスタンティンは小さく震えて目を伏ふせた。

　コンスタンティン助祭として生きることはコンスタンスを殺すことだ。ずっと彼女はコンスタンスを殺してきた。ドレスを着ることも知らないまま。

「吾わが臥ふし所どでならば、そなたは真実の姿でいられるだろう」

　悪魔の囁ささやきは甘美で、それ以上に優やさしい。

　けれど、自分を抱く悪魔の手に手を重ね、コンスタンティンは囁き返した。
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「僕が望むのは真実じゃない。自由なんて、いらない」

　自分を抱く手をゆっくりと押しのけ、振ふり返って目を合わせる。

　悪魔は眉み間けんに皺しわを寄せ、何事か深く考え込んでいる様子だった。

「吾輩には解げせぬ」
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　夕刻になって、教会には仕事を終えた教区民たちが集まった。

　行方ゆくえ不明のクリスを捜さがすためだ。

　礼を言うユリエルに、ジャックは自分の胸を叩たたいて言った。

「当たり前ですよ！　早く見つけねえとまた変なやつに襲おそわれるかもしれないんでしょ？　それじゃ、代官様たちだけに任せておけませんよ」

「だが、アルはどこをほっつき歩いているんだ？　娘むすめが大変な時に、あいつは……」

　ぶつぶつと言ったのはこの辺りの顔役でもある船大工の親方、ガイだ。クリスの父であるアルは、どういうわけか約束した時間になっても教会に来なかった。

　ユリエルは、ガイを宥なだめるように言った。

「クリスティーナを見つけて、追いかけているところなのかもしれません。クリスティーナが復ふく讐しゆうに遭あって、襲われたり監かん禁きんされていたりする可能性もあります。念のため、皆みなさんも二人一組で行動するようにしてください。クリスティーナが行きそうな場所や、頼たよれそうな人の候補を挙げましたから、手分けして……」

　ふと彼は言葉を切って、扉の方を見る。

　馬のいななきと足音が聞こえたのだ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、扉が開け放たれた。

　現れたのは、白いマントを羽織った女伯、グロリアとその従者だ。礼拝堂内の教区民はつい先日処しよ刑けい場のグロリアを見た者も多かったが、彼女がドレスではなく男装をしているためにそれに気を取られ、グロリアだとすぐに気付けた者は少なかった。だが気付いた一人が狼狽うろたえて跪ひざまずくと、他ほかの者も彼女の正体に気付き、続けて跪いて頭を下げた。

　グロリアはいつになく機き嫌げんが良さそうな様子で、立ったままのユリエルに微笑ほほえみかけた。

「司祭様。突とつ然ぜん申し訳ありません。こちらの助祭に用があって参りました」

「コンスタンティン助祭でしょうか。どのようなご用件でしょう。彼は今体調を崩くずして伏せっております」

「コンスタンティン助祭に女性ではないかという疑いがあるのです」

　グロリアの答えに、礼拝堂にいた誰だれもが、グロリアと従者を除いた全員が驚きよう愕がくした。コンスタンティンを疑っていたユリエルでさえ顔色を変えた。グロリアはどうしてその疑いを持ったのだ？　本当にコンスタンティンは女性なのか？　彼は緊きん張ちようして尋たずねた。

「どういうことでしょうか。その疑いは根こん拠きよのあるものなのでしょうか」

「証言した者がいたのです。コンスタンティン助祭は女性だと」

「グロリア様！」

　その時、開け放たれたままだった教会の扉から、レオンが駆かけ込んできた。レオンはグロリアのすぐそばに駆け寄ると、片かた膝ひざをついて首こうべを垂れた。

「恐れながら申し上げます。コンスタンティンのことは子どもの頃からよく知っています。彼が女とは到とう底てい考えられません。このようなお検あらためは……」

「代官、下がれ」

「グロリア様」

　グロリアはじろりとレオンを一いち瞥べつして言った。

「下がれ」

　レオンは奥歯を嚙かみ、それ以上口を開こうとはしなかったが、その場を離はなれもしなかった。

　グロリアは興をそがれたように嘆たん息そくし、もう一度ユリエルを見やった。

「さて、司祭様。コンスタンティン助祭に会いたいのですが、よろしいですね？」

「先さき程ほども申し上げましたが、コンスタンティン助祭は伏ふせっております。何者の告発によるものでしょうか。告発内容の真しん偽ぎをもう一度吟ぎん味みし直されてはいかがでしょう。教会の聖職者を病びよう床しようから引きずり出して連行されるなら、それなりのお覚かく悟ごが必要になるかと思いますが」

　ユリエルの声は低く、静かな迫はく力りよくがあった。脅おどしとも取られかねないその言葉の鋭するどさに、教区民は驚おどろき、目を見み交かわした。

　だが、グロリアは怯おびえることもなく、軽く肩を竦すくめて言った。

「連行の必要はありませんよ、司祭様。私が確かめます、僧そう衣いを脱ぬがせて。私とこの従者が証人となりましょう。あなたが同席してくださっても構いません。むしろそう望みます」

　予想していた答えとはいえ、ユリエルは小さくない衝しよう撃げきを受けた。誰とも知れぬ者の証言だけで自分の教会の人間を裸はだかに剝むかれるなど、司祭として認められるものではない。グロリアとユリエルの間には、【黒い羊ブラツクシープ】を巡めぐる争いもあった。今のところ不干かん渉しようを約束してはいるが、強ごう引いんな検めは彼への牽けん制せいの意味も含むかもしれない。

　なおさら、引けなかった。

「私の教会で聖職者をあなたのための見せ物にするおつもりですか？　承しよう伏ふくしかねます」

　はっきりとした拒きよ絶ぜつの言葉を聞いて、グロリアは苦く笑しようした。

「まあ、お許しをいただけなくとも、私の行動は変わりませんよ、司祭様」

　ごくり、と誰かの喉のどが鳴った。

　路地から言い争う声が聞こえたのは、その時だった。

「ダメよ、コンスタンティン！」

「ごめん、行かないと」

　その声に、グロリアも振り返った。正面扉とびらから入ってきたのは、コンスタンティンと、彼の腕うでを取って押しとどめようとするエリカだった。教区民の中にいたガイが、驚いて立ち上がる。

「エリカ！」

　父の声にハッとして、エリカの手が緩ゆるむ。コンスタンティンはその間に彼女の手を振り払はらい、グロリアの前に進み出た。

「僕にご用でしょうか、ご領主様」

「違ちがうんです、ご領主様！　私が言ったことはすべて噓うそなんです！　コンスタンティンに振り向いて欲しくてついた噓なんです！」

　エリカは今度はグロリアの前に身を投げ出すように跪き、訴うつたえた。その訴えを、心ここ地ちよさそうに目を細めて聞いて、グロリアはコンスタンティンを見やった。

「この娘はそう言いますが、どうでしょう、コンスタンティン助祭。その僧衣を脱いで、肌はだを見せてはくれませんか？　そうすれば、そなたの疑いも解けましょう──そう、それから言い忘れておりましたが」

　グロリアは笑えみを深めた。レオンが何かを恐おそれるように、ぎくりと震ふるえて顔を上げる。

「グロリア様。その件は私には到底……」

「黙だまれ、代官。そう、コンスタンティン助祭。そなたには女ではないかという疑いがかかっております。私はそれと同時に、そなたがもしも女であったなら、そなたこそ【黒い羊ブラツクシープ】の正体なのではないかと考えています」

　その途と端たん──

　礼拝堂に、悲鳴のような疑問の声が幾いくつも響ひびき渡わたった。教区民は立ち上がり、上うわ擦ずった声を上げ、エリカは呆ぼう然ぜんとして、コンスタンティンとユリエルも息を吞のんだ。

「ば、ばかげてる！　なんだって言うんですか、そんな、コンスタンティンが女で、しかも【黒い羊ブラツクシープ】だなんて！　お、俺らの教区の人間ばっかり、どうしてそんな目で──」

　声を張り上げたのはジャックだった。クリスに続いて、今度は親しくしているコンスタンティンまでもが伯から【黒い羊ブラツクシープ】の疑いをかけられたのだ。不信感を抱いだくのは当然だ。

　だが、危険すぎる。

　レオンがいち早く察して立ち上がり、ジャックとグロリアの間に割って入った。

「口を慎つつしめ、マスター・ジャック」

「サー・レオン、でも、俺……！」

　それ以上の問答をせず、レオンはジャックの鼻っ面つらを掌しよう底ていで突ついた。ジャックは倒たおれ、後ろにいたガイに支えられたが、鼻血がだらだらと顎あごを伝っていた。

　悔くやしげに顔を歪ゆがめるジャックの頭を押さえつけ、ガイが彼を無む理り矢や理り跪かせた。

　ユリエルは密ひそかに息を吐はく。従者がグロリアを守るように一歩前に出ていたのだ。もしもジャックがさらに詰つめ寄るようなことがあれば、もっとずっと酷ひどい事態になっていただろう。

「どのような経けい緯いでコンスタンティン助祭を【黒い羊ブラツクシープ】と疑われるのか、お教えください」

　ユリエルがそう尋ねると、グロリアは顎に細く形良い指を当て、首を傾かしげた。

「私がそう思ったから……では足りないのでしょうね。しかし、司祭様も他の者たちも、広場で私が【黒い羊ブラツクシープ】に捕とらわれたのを見たはずです。私はあの時、一番近くで【黒い羊ブラツクシープ】を見ました。顔を隠かくしてはいましたが、あの体格、確かに見覚えがあると思ったのです。そして告発者からコンスタンティン助祭が女だと聞いた時、ああ、これだと思いました。コンスタンティン助祭は、背恰好といい、筋肉の付き方といい、【黒い羊ブラツクシープ】にそっくりなのです。胸や腰こしは布など巻いて誤ご魔ま化かしているようですが、あの腕や肩かた、足、背中……司祭様はお気付きになりませんでしたか？」

「……真実であれば、ずいぶんとお目がよろしいようですね」

　ユリエルは信じがたい思いで呟つぶやいた。コンスタンティンとは一いつ緒しよに暮らし、【黒い羊ブラツクシープ】とも何度も対たい峙じした。それでもユリエルが気付いたのは最近のことだ。それを、身体からだ付きを見ただけで似通っていると伯は言うのだ。

　グロリアは、教区民とユリエルからの不審の眼まな差ざしを受けて、苦笑を漏もらした。

「まあ、これは私の特技のようなものです。私はどうも人の顔を覚える才がないらしく、しばしば筋肉やら骨格やらで人を判別するのです。ちょうど、衣ころもの下に隠された短たん剣けんや、笑顔の向こうの真意を見み抜ぬくように、身体付きを見抜いてね。その方が、喋しやべるよりも多くを知ることができる場合すらあるのです。今回は間近で、しかもまだ日の高いうちでしたから、本来ならば闇やみに紛まぎれるあの装束も役目を果たすことはできませんでした。信じていただけないのは、わかりますよ。ですから、私は司祭様も同席の上確かく認にんしていただきたいと申し上げているのです」

「それはできないと……」

　ユリエルの言葉を遮さえぎったのは、コンスタンティンだった。

「お確かめください」

　ユリエルは驚いてコンスタンティンを見た。コンスタンティンは、静かな眼差しで伯を見み据すえていた。グロリアは片方の眉まゆを上げ、感心したような顔をした。

「ほう。腹をくくるのがずいぶんと早いのですね。では、どこか部屋を用意してください」

「その必要はありません」

　コンスタンティンは言い、僧衣の腰を締しめる帯に触ふれた。しゅるり、と音をさせ、その帯を取る。吊つるしていたロザリオが揺ゆれて小さく鳴る。教区民は呻うめくような声を上げ、ユリエルは青ざめて叫さけんだ。

「何をするのです！　このような衆目の──」

「証人は、多い方が良いでしょうから」

　長い睫まつ毛げを伏ふせて、コンスタンティンはそう言った。帯を床ゆかに落とし、僧衣の首もとに手をかけ、前をくつろげていく。衣きぬ擦ずれの音を聞き、ユリエルは思わず目を背そむけた。

「ファーザー」

　小さな声で、コンスタンティンが彼を呼んだ。苦く悩のうしながらも目を上げると、コンスタンティンは静かな目で彼を見つめていた。

「ファーザーにも、見て欲しいんです」

「……っ」

　息が、苦しい。

　コンスタンティンは目を伏せ、その肩から僧衣を落とした。

　長なが袖そでの肌はだ着ぎ姿になったコンスタンティンは、リンネルの肌着の白さのせいかそれまで以上に天使か何かのように見えて、現実感がない。その場にいた数名はやましさと緊きん張ちようのために目を背けたが、コンスタンティンは躊躇ためらいを見せず、さらにその下着に手を掛かけ、一気に、

　脱ぬぎ捨てた。

　白い肌が衆目にさらされた。

　首筋、鎖さ骨こつ、その下にある胸までもが。




　その胸は、本物の雪原のように平らだった。




　一いつ瞬しゆん、場を沈ちん黙もくが支配した。

　それを破って響いたのはグロリアの靴くつ音おとだった。女伯は無言のままコンスタンティンに近づき、腕を伸のばしてその胸にぺたりと触れた。

「これはどんなまやかしだ？」

　グロリアの呟きは小さく、ユリエルにもよく聞こえなかった。聞き取れたらしいコンスタンティンが、落ち着いた声で言った。

「……なんでしたら、下も脱ぎますが」

　グロリアは我に返った様子で、頭かぶりを振ふった。

「結構です。いや──私としたことが、これは騙だまされてしまいましたね、その娘むすめに」

　自分の話題になり、呆然としていたエリカは震えてグロリアを見た。

「これは確かにコンスタンティン助祭を陥おとしいれるための偽ぎ証しようだったようです」

　ガイが青ざめた顔で立ち上がる。偽証となれば、罪に問われる。

　ガイを制して、ユリエルが前に出た。

「偽証？　偽証の強要の間ま違ちがいではありませんか？」

「──ほう！」

　グロリアは振り返り、ユリエルを見て挑いどむように言った。

「私がその娘に証言を強要したと？　なんのために！　確かめればすぐに偽証とわかることなのに」

「我々を辱はずかしめることはできます。こうして……」

　ユリエルはグロリアの横を素す通どおりして、床に落ちていた僧そう衣いと肌着を拾い、コンスタンティンに渡した。

「もう着なさい。十分です」

　コンスタンティンは目を伏せてそれを受け取った。

　ユリエルはグロリアを振り返って言った。

「これ以上、我々から何か奪うばいたいものはありますか？」

　グロリアは沈黙した。教区民の視線を感じてもいるだろう。他者から憎にくしみの目で見られて怯ひるむような女ではないだろうが、この場で問答を続けることの無意味さは悟さとったらしい。

　彼女は諦あきらめたように微笑ほほえんだ。

「聖堂を騒さわがせたこと、お詫わびしましょう」

　そして、従者を引き連れて去っていった。




　なんて酷い疑いだと騒ぐ教区民を宥なだめながら、ユリエルはちらりと礼拝堂の奥を見た。そちらの扉とびらから、コンスタンティンが出て行くところだった。部屋で身なりを整えたら一緒にクリスを捜さがすと言っていたからすぐ戻もどるだろう。ユリエルとしては休んでいて欲しいのだが、コンスタンティンのことだからこれ以上言ってもベッドを抜ぬけ出す可能性がある。

　その後ろ姿が扉の向こうに消えるまでぼんやりと見送る。僧衣はすでに着ていたが、ユリエルはついついその下の肌はだを思い出していた。綺き麗れいな肌だったが、確かにそれは男性の骨格と、男性の肉付きをしていた。女性のそれとはまったく違ちがう。

　コンスタンティンの疑いは解けたのだ。

　ユリエルがあれほど頭を悩なやませた唇くちびるも、きっとただの偶ぐう然ぜんか、気のせいだったのだ。

　コンスタンティンをもう疑わずに済むと思うと胸のつかえが取れたようだったが、その実、胸が軽すぎて妙みような気分だった。空っぽというか、虚むなしいというか。

　残念、なのかもしれない。

　それを理解したユリエルは何故なぜか赤面し、気付いたジャックに指し摘てきされて、またいっそう赤くなった。
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　コンスタンティンは扉が開く音を聞いて立ち上がった。

　司祭館の自室の扉を開けて入ってきたのは、彼女と同じ顔、同じ背恰好、同じ服装の、もう一人のコンスタンティンだった。『それ』は部屋の真ん中までやってきて彼女と向かい合って立つと、じっと彼女を見つめた。

　コンスタンティンも相手を見つめ、その手を伸ばして頰ほおに触れた。

　途と端たん、触れたところが白く輝かがやいた。

　透とう明めい感かんのある肌はふわりと崩くずれ去って、もう一人の彼女は内側から溢あふれる光とともに空気に溶とけるように消えた。

　後には、一いつ匹ぴきの黒くろ猫ねこが四本の足で立っているだけだ。

　猫ねこは彼女を見上げて一鳴きし、コンスタンティンは膝ひざを突ついて猫を抱だき上げた。

　頰を寄せ、震ふるえる声で囁ささやく。

「ありがとう」

　猫は、悪あく魔まだ。

　彼との会話を、コンスタンティンは思い出していた。




『解げせぬ』

　この部屋を出て行く前、扉の前で、彼は言ったのだ。

『だが、そなたが望むのなら、叶かなえよう』

　コンスタンティンは驚おどろいて目を見開いたが、悪魔がその目にいきなり口づけようとしたので、反射的に目を閉じた。悪魔は瞼まぶたに柔やわらかなキスを落とすと、扉を開けて外に出た。

『！　どこへ行……』

『ここで待て。目を合わせたり触れたりするな。術が解ける』

　悪魔はそう言った──その時には彼の声は、やや高めの、少年めいた声になっていた。

　コンスタンティンの声だ。

　そしてその背せ丈たけも縮んでいた。身に着けているのも僧衣だし、髪かみも赤毛だ。コンスタンティンは声を上げそうになって口を押さえた。階下にはエリカがいるから、大きな声を出してはいけない。

　悪魔は、コンスタンティンの姿と声を写し取り、振り返らないまま一階に下りて行った。




　コンスタンティンは猫の頭を撫なでた。

　どうせ、言っても理解などしてもらえないと思っていた。相手は悪魔で、彼女を無む理り矢や理り地じ獄ごくへ連れ去ろうとした相手なのだ。正直、何故彼が動く気になったのか、コンスタンティンにはまだよくわかっていなかった。同情したのだろうか。憐あわれんだのだろうか。

　少しでも、コンスタンティンの苦痛を理解してくれたのだろうか。

　安あん堵どのあまり震えすらしながら、コンスタンティンは彼の身体からだを撫で続けた。

　……だが、猫はにゃうと鳴くばかりで、いつもの青年の声で語る様子はない。

　コンスタンティンはようやく訝いぶかしく思って、腕うでの中の猫を見下ろした。猫は何かを訴うつたえるかのように手で宙を搔かいているが、よくわからない。

　考えてみれば、この悪魔は今日はエリカの前でも化けていたし、今もコンスタンティンのためにその姿を写し取っていたのだ……魔ま力りよくの消しよう耗もうも大きかったかもしれない。

　ということは、まさか。

「え、何……声出ないの？　魔力使いすぎたとか？」

　猫はこくこくと頷うなずいた。

　コンスタンティンは沈黙し──

　はあ、と溜ため息いきを吐ついて、猫をもう一度、抱だき締しめてやった。

「色々とずるいぞ、君は」

　ありったけの感謝を込めて。

「にゃーう」

　猫は苦しそうに彼女の腕の中でもがいた。

　その直後、階段を駆かけ上る音が聞こえ、控ひかえめなノックの音が続いた。コンスタンティンは応こたえて来訪者に扉を開けさせた。

　入ってきたのは、エリカだった。

　彼女は部屋に入って後ろ手で扉をしっかり閉めると、コンスタンティンの顔と身体をまじまじと見た。

「コンスタンティン……あなたは、男なの？　女なの？　それとも──」

「悪魔？」

　コンスタンティンが自分からそう言うと、エリカはびくりと身を竦すくめた。後あと退ずさるが、背中に扉がぶつかって邪じや魔まをする。怯おびえる彼女を見て、コンスタンティンは物もの憂うげに首を振ふった。

「一つ言えるのは、僕は悪魔じゃないってこと。説明するよ。後でね。今は、クリスを捜さないと」

　エリカはハッとした顔をする。クリスは彼女にとっても年少の守るべき友人なのだ。

「そうだわ。私、そのことで思いついたことがあるの」

　まだどこかコンスタンティンに対して緊きん張ちようを見せながらも、エリカはそう言った。
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「少し歩く。おまえは戻れ」

　グロリアはマントを翻ひるがえして教会前の路地に出ると、後を追って出てきたレオンにそう言った。

「馬はどうされます」

「おまえが連れて行け。伴ともはいらん」

　勿もち論ろんレオンは散々文句を言ったが、グロリアはすべて無視し、従者だけを引き連れて路地からひつじ通りに徒歩で出た。日は沈しずみすでに周囲は青い闇やみに包まれていたが、従者が用意したカンテラが道を照らした。

　ひつじ通りからまた別の細い路地に入り、入り組んだ道を迷わずに進み、やがてグロリアと従者はサクスの中でも西の区画、無む認にん可かの娼しよう館かんや居酒屋が軒のきを連ねる、通つう称しよう盗人ぬすつと通りと呼ばれる道に出た。夜も更ふけてどの店も客で賑にぎわい、店の外でまで骰子さいころ賭と博ばくにうつつを抜かす者もいる。眠ねむり込んだ酔よっ払ぱらいの上をまたぎ、盛んにワインを勧すすめてくる客引きをあしらい、彼女は小さな、目立たない三階建ての建物の前で足を止めた。どのような看板も出ていないし、他ほかの居酒屋や娼館と違って酔すい漢かんが倒たおれていることも、酔って乱らん闘とうする客の声が聞こえることもない。そこは一見すると、歓かん楽らく街にぽつんと忘れられた民家のようにも見えた。

　出てきた男の案内で中へ入り、狭せまい入口に見合った狭い廊ろう下かを抜けると正面に扉があった。

　開けた先には、思いの外広い部屋がある。

　天てん井じようは高く立派な梁はりが炉ろの煙けむりで燻いぶされて黒く染まり、炉の周辺にはごく普ふ通つうの居酒屋のようにテーブルと椅い子すが幾いくつか配置されている。テーブルの一つに数人の男たちが陣じん取どっていたが、皆みなグロリアを見ると口を噤つぐんだ。

　不意に奥に見える扉が開いて、そこから男が現れた。

「こんなところに本当にいらっしゃるとは」

　男は、グロリアを見て驚いたような呆あきれたような声でそう言った。

　ほっそりとした三十代くらいの男だ。仕立ての良いシャツとズボンを身に着け、ガウンの袖そでを通さず無造作に肩かたに引っかけている。身のこなしや目つきには裕ゆう福ふくな商人のような抜ぬけ目なさがあるが、独特のうすら寒くなるような笑えみがその印象を否定していた。

　男はグロリアと従者を奥の小部屋に案内した。

　勧められた椅子を断り、扉とびらに近い椅子に腰こしを下ろし、グロリアは言った。

「娘むすめはどこだ」

「それがなんのことかさっぱりわからないんですがね」

「娘だよ。昨日逃にげた娘だ。おまえのところにいるのだろう？　言っておくが、誤ご魔ま化かそうとは思わないことだ。私に噂うわさ話ばなしを聞かせてくれる人間は、おまえだけではないのだからね。娘は親のところへ届けておやり。後はこちらで対応する」

「そりゃ、できませんね」

　グロリアが、微笑ほほえんだ。唇くちびるをにこりと笑みの形にして、ヒースを見つめる。

「ほう、面おも白しろいことを言うな、おまえは」

　ヒースもまた、困ったような笑みを返しながら言った。

「私は臆おく病びよう者なんです、あなたと違ちがってね。あの娘は、誰だれにそそのかされたか、喋しやべるかもしれません。代官や、父親にね」

「直接おまえがそそのかしたわけではあるまい」

　勿論、とヒースは言った。

「旅回りの女芸人にさせましたし、もう彼女はサクスを出ていますから、まず問題はありませんよ。でもね、小さなきっかけを与あたえてしまって、代官やら何やらに嗅かぎ回られるのは嫌いやなんです。それなら、小こ遣づかい稼かせぎついでに処分してしまった方がいいでしょう」

　ヒースはクリスを売り飛ばす気だ。

「いけない子だね、【錠じよう前まえ屋や】」

　グロリアとヒースは笑みを交かわし合った。グロリアは動きやすいよう扉に近い椅子に座って従者を扉の前に立たせ、ヒースは椅子の背に手をかけただけで、椅子に座ってすらいなかった。彼らは互たがいを一欠片かけらも信用などはしていなかった。

「いいかい、私は今日はそこそこ機き嫌げんが良い。それというのもあの黒い修道女をもう少しで手に入れられそうだったからだ。今日は少々手て違ちがいがあったが、何、次は逃がさん。なあ、だから私の機嫌が良いうちに、行ぎよう儀ぎの良いお返事をしておくれ？」

「私もそうしたいのはやまやまなんですが、あなたの領民として、それはどうかと思いますよ。何しろ、これがあなたの依い頼らいだと知ったら、あの代官は酷ひどく動どう揺ようするでしょうから」

　グロリアは、表情を変えなかった。

　適当な娘をそそのかして【黒い羊ブラツクシープ】のまねごとをさせるよう依頼したのは、ヒースの言う通りグロリアだ。偽にせの【黒い羊ブラツクシープ】を捕つかまえて処しよ刑けいすると告知すれば、本物の【黒い羊ブラツクシープ】は助けに現れる。そこを捕とらえるのが、グロリアの計画だった。

　計画が崩くずれたのは、【黒い羊ブラツクシープ】の身体能力を過小評価していたせいだ。グロリアも、【黒い羊ブラツクシープ】にああも容易たやすく接近を許すつもりはなかった。鐘かねを鳴らし、注意を逸そらし、その隙すきに護衛を倒してグロリアを人ひと質じちに取るなど。【黒い羊ブラツクシープ】の力はグロリアも以前目まの当たりにしたが、その時より遥かに凄すさまじい、人間離ばなれした動きをしていた。あれこそが実力なのだろうか。それとも、実際に【黒い羊ブラツクシープ】は以前よりも力を増しているのだろうか。

　どちらにせよ、あれは人のなせる業わざではない。

　ますます興味が湧わいたし、どのような手を使っても手に入れたいが、あいにくとレオンはそういったことには躊ちゆう躇ちよを覚える男だ。

　だから、ヒースを使った。

　少し考えた後、グロリアは唇を開いた。

「私を心配してくれているのか？　それは良い領民だね。だが、そのような心配は必要ない。代官にも、この件に関しておまえの周囲を探さぐることがないよう言いつけておこう」

「聞き入れますかねえ、あの男が」

　半信半疑といった風に、ヒースは肩を竦めた。

「それに、そうしていただけるとしても、もう一つ問題がありましてね。ええと──まあ、見ていただいた方が早いでしょう」

　ヒースはそう言うと、テーブルから離はなれ、奥にある扉を開けた。グロリアの位置からでは内部が見えない。従者に椅子を引かせて立ち上がった時、ヒースが奥の部屋を手て燭しよくで照らした。

　室内を見て、グロリアは絶句した。

　そこには、娘がいた。クリスティーナという名の、あの【黒い羊ブラツクシープ】を騙かたった娘だ。彼女は部屋の隅すみにあるベッドに横たわり、顔を真っ赤にして幸せそうな寝ね息いきを立てている。ひどく酒臭くさいから、相当飲まされ、酔いつぶれているのだろう。

　そして、そのベッドのそばに、縛しばられ、目め隠かくしをされ、猿さるぐつわを嚙かまされた男が転がっていた。額からは血が流れ、生きてはいるが、服の下も傷を負っているらしく、呼吸は浅い。

「これは……」

「アルです。クリスの親父おやじですよ」

　溜ため息いき混じりに、ヒースは言った。

「少し前に怒ど鳴なり込んで来ましてね。娘がここに来るのを見た人間がいる、なんて言って。まあ、とりあえずおとなしくしてもらったわけです。問題はこの父親ですよ。彼が黙だまっててくれないんじゃないかと思うんですよ、娘を無傷で解放してもね」

「……どうすると言うのだ」

「そりゃ、海に沈んでもらうしかないでしょう」

　ばっ、とマントを翻し、グロリアがヒースを睨にらみつけた。笑みはすでに消え去り、灰色の目がランプと手燭の光に照らされて剣けん吞のんに輝かがやいている。

「領民を殺す趣しゆ味みはない」

「いやいや、これは趣味の問題じゃありません。仕事です。これが俺の商売だってだけなんです。で、あなたは俺の商品を買ったわけで、その結末について多少の責任を持っていただければというだけの話です」

　手燭の向こうで、ヒースは薄うすら笑いを浮うかべている。

「ね、俺はこれからも良い取引を願うだけですよ」

「何故なぜ笑っているのだ？　血を流すのが嬉うれしいのか？」

「まさか。商売って言ったでしょう。ただ、あなたと共犯になれたことが嬉しいんですよ。そそのかす程度じゃあ大したことにはならない。代官が知っても、驚おどろいてあなたを問いつめるかもしれませんが、まあ、その程度でしょう。でも、殺人なら、あの男はそうはいきません。自分が預かる民たみの命とあなたの命令を秤はかりに掛かけられる男なんです。ね、そうじゃありませんか？」

　グロリアは炎ほのおに照らされる男の顔を、穴が空くかというほどに見つめた。

「これは偶ぐう然ぜんか？　それとも、わざと父親を泳がせて自分の懐ふところに飛び込ませたのか？」

「さあ、どちらでもこの後のあなたの選せん択たくに違いはないでしょう」

「……そうだな」

　グロリアの頰ほおに笑みが戻もどる。そして彼女は振ふり向かずに命じた。

「彼らを連れ出せ」

　控ひかえていた従者は命を受けると同時に飛び出した。だが彼が鋼はがねのごとき拳こぶしをヒースのみぞおちに叩たたき込む前に、ヒースは手近にあった椅い子すを彼に向かって投げつけた。

　攻こう防ぼうの間に、グロリアは小部屋に駆かけ込み、腰の短たん剣けんを引き抜いて父親の腕うでを拘こう束そくする縄なわを断たち切った。頰を叩くが呻うめくばかりでまだ意識は戻らない。

「ちっ──」

　さすがにグロリアの力では親子を抱かかえて逃げることはできない。

　その直後、ヒースの命令を聞いて、大部屋にいた男たちが扉を開けてなだれ込んできた。従者はグロリアを守るように主あるじと彼らの間に立ち塞ふさがり、ヒースは乱れた髪かみをかき上げて笑った。

「やあ、これは物ぶつ騒そうなことですね。しかし、どのような騎き士し様であっても、この状じよう況きよう下でその無防備な親子まで守りきるのは難しいのでは？」

　グロリアは、彼女自身も短剣を構えて立ち上がり、にやりと、およそ貴婦人らしくはない笑みを浮かべた。

「それはわからんさ」

　ヒースの配下の男たちは、皆みな剣けんやナイフで武装していた。本職の剣けん士しらしき従者を前にして緊きん張ちようしてはいるが、浮き足だった様子はない。こういう状況にはある程度慣れているのだろう。

　そして、最初の男が剣を持って踏ふみ込んできた時──

　一番後ろ、扉の近くにいた男が、ぎゃ、と短い悲鳴を上げて倒たおれた。

「!?」

　ヒースの表情が初めて変わった。鋭するどい眼まな差ざしを、戸口の方へ向ける。

　しかしそちらから聞こえてきたのは、ヒースやグロリアの緊張を無視するような、吞のん気きな会話だった。

「あ、ダメですよ、いきなりそんな」

「いいんですよ、ファーザー。こういう手合いには、問答無用で手でも足でも出して最初に威い圧あつするのが大事なんですから」

　予想もしない相手の登場に、グロリアも目を丸くした。

　戸口に姿を現したのは、助祭姿のコンスタンティンと、司祭然としてコンスタンティンにお説教を試みるユリエルだったのだ。コンスタンティンの手には壊こわれた椅子が握にぎられているから、おそらくは自身の言葉通り、男たちの一人をそれで殴なぐり倒したのだろう……

「コンスタンティン……」

　ヒースが、愕がく然ぜんとした顔で名を呼んだ。コンスタンティンは椅子の残ざん骸がいを肩かたに担かつぐように持つと、彼に向かってにんまりと笑ってみせた。

「やあ、ヒース！　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだね」

　その少年らしいはつらつとした笑え顔がおを見て、驚きの表情を浮かべていたヒースが、何故か、くっ、と笑った。

　彼は堪こらえきれない様子で肩を震ふるわせ、少し困ったように眉まゆ根ねを寄せ、笑って言った。

「おまえは、ほんとに何にでも首を突つっ込むんだな」

　それは彼がグロリアに向けていた真意を覆おおい隠かくす笑みとはまったく異なる、温ぬくもりすら感じられる苦く笑しようだったが、それに気付いたのは、その場ではグロリアだけだった。
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　森番のおじさんから犬を借りたの、と言ったのはエリカだった。

　クリスの着ていた修道服はアルが持ってきてまだ教会にあったから、その匂いを犬に嗅かがせて追えばいいと言うのだ。

　森番は領主の猟りよう犬けんの管理もしているから、確かに犬はいる。だがエリカが借りてきたのはずいぶんと年老いた犬だった。鼻がまだ利きくのかも怪あやしい。

　その老犬を前にして、コンスタンティンは思わず疑問を漏もらした。

『……大だい丈じよう夫ぶなの？』

『大丈夫よ、前に子どもが行方ゆくえ不明になった時も捜さがし出したもの』

『子ども？　そんなことあったっけ？』

『うん、まあ、犬の子だけどね』

『…………』

　何か不安を覚えたが、コンスタンティンはユリエルに事情を説明し、犬をクリスと別れた川かわ縁べりまで連れ出し、そこで修道服の匂いを嗅がせた。犬はふがふがと服に鼻をこすりつけるようにして匂いを嗅ぐと、次いで地面にその鼻をこすりつけ、コンスタンティンらの不安をよそに黙もく々もくと川縁を進み、誰だれもが諦あきらめかけた頃ころ、川に面したある建物の前で、立ち止まった。

　川に面しているのは建物の裏手だった。土手を上った先に窓はあったが鎧よろい戸どが下ろされて、内部は窺うかがえない。それでも明かりが漏れて、人がいるのはわかった。

　裏手にあった勝手口とおぼしき扉とびらを叩いたのだが、誰も出てこなかった。

　その時急に室内が騒さわがしくなったから、コンスタンティンらは無む理り矢や理り押し入ったのだった。




　部屋は話し合いには十分な広さがあったが、何人もの男たちが乱らん闘とうを繰くり広げるのには手て狭ぜまだった。何より真ん中に置かれたテーブルが邪じや魔まだ。

　と、コンスタンティンが思った直後、男たちの一人がそのテーブルを摑つかみ、コンスタンティンの方へ投げ飛ばしてきた。一いつ瞬しゆん避よけるか受け止めるか迷うコンスタンティンの腕を、ユリエルが強く引いた。

「おっと」

　丈じよう夫ぶなテーブルは、腕を引かれて避けたコンスタンティンのすぐそばで壁かべにぶつかってそこに穴を開けた。ユリエルはコンスタンティンを自分の背後に庇かばいながら言った。

「大丈夫ですか？　無理はしないで外にいてください。私だけで十分です」

「それはまた、大層な自信ですね」

　そう言ったのはヒースだった。彼は荒あらぶる男たちとコンスタンティンらの間に割って入るように進み出て、ユリエルの前で立ち止まった。ユリエルとヒースが会うのは二度目だ──以前会ったのは、ユリエルがコンスタンティンを連れ戻しに行った、娼しよう館かんだ。

「とりあえず忠告はいたしますよ、司祭様。ここから先は神も悪あく魔まも関係ない。地面をはいずり回る私らの鉄火場です。賭かけるものといえばてめえの薄うす汚よごれた魂たましい程度しかない連中のね。あなたはそれに参加なさるってんですか？　ねえ、ご自分だけはお綺き麗れいなまま、ここから勝ち逃にげできるとでも？」

　いつも通りの薄ら笑いを浮かべて、ヒースはそう言う。対たい峙じするユリエルは、表情を引き締しめて答えた。

「血を流したくはありません。何故クリスティーナやアルさんがここにいるのか、問うのもよしましょう。しかし、彼らは連れて帰ります。彼らは私たちの教会の信徒です。それを阻はばむというのなら、私は傷つくことは恐おそれません」

「ああ、これは失礼を。そうでしたね、あなたのお身体からだにはすでに痛ましい傷がある」

　ヒースの声は密ひそやかで、背後に居並ぶ男たちに聞こえた様子はないが、ユリエルとコンスタンティンには十分だった。

「ヒース！」

　思わず前に出ようとするコンスタンティンの肩を摑み、ユリエルは押しとどめる。

　ヒースはたたみかけるように言った。

「いえ、あなたならば、おそらくは他者の血を流すことも厭いとわないのでしょうね。あの苛か烈れつな信しん仰こうで知られた……そう、聖せい剣けん騎き士し団の方であれば」

　何故なぜ、と。

　コンスタンティンは叫さけびそうになった。悲鳴じみた叫びを吞のみ込み、ヒースの顔を凝ぎよう視しする。

　ユリエルは、確かに異い端たんとして処分された騎士修道会の生き残りだ。だが、それを何故ヒースが知っている？　この街でも、たぶん知っているのはコンスタンティンくらいだろうに。

　ユリエルも、さすがに言葉が出ない。

　だが、

「おや、当たった」

　ヒースはそう言って、嬉うれしそうに破顔した。

　呆ぼう然ぜんとするコンスタンティンとユリエルに、彼は言った。

「ちょっとかまをかけてみたんですよ。勿もち論ろん、根こん拠きよのないことじゃありませんけどね。粛しゆく清せいを生き残った人間がいるらしいって噂うわさは前から聞いていましたし、あなたのあの傷きずも、まあ、日常生活でつくものじゃあありませんから。ああ、あなたに似た人物が夏げ至し祭で化け物と戦っていたなんて噂もありましたが、騎士団出身というのが真実なら、あれも真実なのでしょうかね。それにしても本当に生き残りがいたなんて驚おどろきですよ。だって、あの騎士団は、」

　悪あく魔ま崇すう拝はいの罪で裁かれたんでしょう？

　ヒースはあえて顔をユリエルの耳元に近づけ、背後の男たちやグロリアには聞こえないような小さな声で、そう囁ささやいた。

　背後にいて顔が見えなかったコンスタンティンにも、ユリエルの気配が変わったのがわかった。ぞっとするような気配だった。殺気というものだろうか。恐ろしくて近づくのを躊ちゆう躇ちよするような類たぐいの、普ふ段だんの穏おだやかな彼からは想像もできないものだ。

　それを間近で受け止め、心ここ地ちよさそうに目を細め、ヒースは笑った。

「何か、怒おこらせてしまいましたか？　私を殺したいですか、司祭様。なるほど、それが騎士団の教えですか。素す晴ばらしいものですね」

「……あなたに今抱いだいた気持ちは」

　ユリエルは言葉を吐はき出すように言った。

「私の不徳の故ゆえです。騎士団の教えにはありません」

「異端とされた騎士修道会を擁よう護ごなさるので？」

「ヒース！　もうやめろ！」

　ユリエルに止められてはいたが、これ以上耐たえられなかった。コンスタンティンはヒースとユリエルの間に無理矢理割って入った。

「僕たちはクリスとアルを返して欲しいだけだ。早く引き渡わたしてくれ！　警備兵を呼ぶぞ！」

「呼べよ、コンスタンティン」

　苦笑を浮うかべてヒースは言った。

「だがその間に何が起こってるか、保証はできねえぜ。警備兵ってのはいつでも何もかも手て遅おくれになった後で来るもんだからな。なあ、俺は司祭様にご忠告申し上げてるだけだぜ？　嫌いやなことを思い出さねえうちに、自分の持ち場へ帰った方がいいんじゃねえですかいってな」

「私は帰りません」

　ユリエルはコンスタンティンの肩かたに手を置いた。その手から感じられるのは落ち着いた気配だけで、コンスタンティンは幾いく分ぶんホッとした。彼はもう激情を乗り越こえ、穏やかな強さを取り戻もどしている。

「私は聖ブリジット教会の司祭です。彼らを連れて帰るまでは、ここが私の今の持ち場です」

　ヒースは、急に声を上げて笑った。

「はは、こりゃ模も範はん的な司祭様のご回答ですな。そうですか、あなたも大変ですな。異端の烙らく印いんを押された騎士修道会のご出身で、しかもあなたは私の言葉にいちいち目くじらを立てるほど、かつての同志の方々を大切に思ってらっしゃる。彼らのためにもと思うのでしょう？　彼らのためにも、自分は模範的であらねばならないと。正統な信仰を堅けん持じし、乙女おとめのように清純に生きなければならないと。あなたは彼らの代表ですからな。誰もがあなたを通して、修道会の死者を見る。あなたは証明なさりたいのでしょう？　彼らの無実を──その身の清さをもって。ねえ、思うんですがね、そりゃ信仰じゃありませんよ。そりゃただの、意地です」

「ファーザーはそんな……っ」

　コンスタンティンは抗あらがおうとしたが、肩に置かれた手がぴくりと動いたことに気付いて、ユリエルを振ふり仰あおいだ。ユリエルはもう怒ってはいなかった。だが、顔色は蒼そう白はくだった。

「苛いらつくんですよ。そういった、清くあろうとしてる人間ってのがね。その、」

　作さく為いが、とヒースは吐き捨てるように言った。

　その声に、先さき程ほどまであった笑えみの気配はなかった。実際に、彼は苛つき、嫌けん悪おの滲にじむ声でそう囁いたのだ。こくりとコンスタンティンの喉のどが鳴る。

　ここでヒースが無理にユリエルやグロリアを追い出し、傷つければ、後からそれを知ったレオンが黙だまっているわけがなかった。それでもヒースは動くだろう。男たちに命じて、血を流させるだろう。彼は頭の切れる男だが、暴力で自らの人生を切り開いてきた男たちに共通の、潔いさぎよさを備えていた。

　彼は他人を傷つけることを躊躇しないのと同様に、自分が傷つくことを躊躇しない。

「お引き取り下さい」

　それが、合図だった。

　ヒースがそう言った途と端たん、控ひかえていた男たちがグロリアの従者に一いつ斉せいに襲おそいかかった。コンスタンティンはヒースをかわしてそちらへ向かおうとしたが、コンスタンティンの行く手にも男が一人ナイフを抜ぬいて立ち塞ふさがった。

　男はナイフを持った腕うでをまっすぐコンスタンティンに向かって突つき出す。

　だが、コンスタンティンが避けるよりも早く、ユリエルがその腕を摑つかんで、そのまま相手の勢いを利用して投げ飛ばした。男は壁にぶつかりナイフを取り落とす。コンスタンティンはその隙すきにクリスらの下もとに駆かけつけようとした。

　その僧そう衣いの背中を摑まれた。

　コンスタンティンはヒースの手元に引き寄せられる。振り払はらおうと上げた腕を摑まれる。

「怪我けがしてえのか」

　目を合わせてヒースはそう呟つぶやいたが、コンスタンティンは彼を強く睨にらみ返した。

「そっちこそ！」

　下ろされていた木の鎧よろい戸どが、どんという衝しよう撃げきに揺ゆれたのは、その時だった。

　振り向くと、鎧戸が真ん中から割れるところだった。

「どっせええええい！」

　強きよう烈れつな気合いの声とともに振り下ろされた二撃げき目で、鎧戸を突き破った斧おのの刃はが室内に顔を出す。斧を引き抜くときに鎧戸も一いつ緒しよに外れ、できた空間から、最初に犬が飛び込んできた。

　垂れた耳、短毛、潰つぶれたような鼻はな面づらという、あまり美び麗れいとは言えない顔立ちの犬だ。

　エリカと一緒に待たせていたはずの、領主の犬だ。

「ラファエル！」

　グロリアが驚きよう愕がくの声を上げた。ラファエル？　と思わずコンスタンティンは聞き返しそうになった。それがこの不細工な犬の名前なのか？

　犬──ラファエルは、窓から室内に飛び込むと、驚いて身をかわす男たちの間を通ってグロリアの下へ真っ直すぐに駆けた。

　グロリアは犬の首に抱きつき、少女のように笑った。

「ラファエルじゃないか！　おまえが来たら百人の騎士を得たも同然だぞ！」
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「ぬかせ、女！」

　男たちの一人が、グロリアに向かって棍こん棒ぼうを振り下ろそうとした。

　だが、その後頭部に、犬に続いて窓から飛び込んできたものがへばりついて、爪つめを立てた。

　黒くろ猫ねこだ。

　男は棍棒を取り落とすと、後頭部から顔面に移動している猫ねこを捕つかまえ、振り落とした。猫は空中で見事に回転してラファエルの背中に着地する。

　ラファエルは猫を背中に乗せたまま、男たちに向かって唸うなった。

　猫はラファエルの背中の上で、楽しそうににゃあと鳴いた。

「ああっ、もう、私より先に出ないでよ！」

　そして、最後に窓から部屋に飛び込んできたのは、黒い修道服、黒いベールを身に着け、紗しやで顔を隠かくした女だった。

「【黒い羊ブラツクシープ】……!?」

　男たちがざわめく。部屋に入ってきた【黒い羊ブラツクシープ】はコンスタンティンを捕まえるヒースを見ると、彼に向かって手にした斧の先をびしりと向けた。

「その助祭様を放しなさい！」

「ふざけるな、偽にせ者ものが……」

　ヒースは嘲ちよう笑しようを浮かべて呟くが、【黒い羊ブラツクシープ】は一向に構わず、斧を振り回して突とつ進しんしてきた。

「たあ！」

　気合いの声とともに、斧を振り下ろす。

　が、斧が重すぎたせいだろう、その軌き道どうがおかしい。コンスタンティンはそれに気付いて蒼白になった──これは、自分に当たる。

「ちょ……！」

「くそっ！」

　ヒースが慌あわててコンスタンティンを突きとばした。危あやういところで斧は空を切って床ゆかにめり込む。コンスタンティンが逃にげられなかったら、直ちよく撃げきしていた。

「こ……殺す気か！」

　座り込んだコンスタンティンの全身からぶわっと汗あせが噴ふき出る。【黒い羊ブラツクシープ】は斧を床から引き抜くことを諦あきらめて、そのコンスタンティンに向かって叫さけんだ。

「そんなことより早くクリスを！」

「そんなこと!?」

　思わず呟きながらも、コンスタンティンは立ち上がって隣となりの小部屋へ向かった。ヒースがコンスタンティンから手を離はなし、男たちが混乱している今がチャンスなのだ。犬と猫と【黒い羊ブラツクシープ】という乱入に一いつ瞬しゆん棒立ちになった男たちの間を抜け、捕まえようと伸のびてくる手をかわし、小部屋の中に滑すべり込む。中にいたグロリアは、すでにアルの目め隠かくしと猿さるぐつわを解いて、奥の窓の鎧戸を開けていた。

「よし、こっちだ！」

　その窓から顔を出して叫んだのはジャックだ。彼もまた、エリカらとともに捜そう索さくに参加していたのだ。グロリアとコンスタンティンは協力してアルを窓から外に出し、ジャックに託たくした。

　その時従者と犬の間をすり抜け、彼女たちのいる小部屋に男が一人転がり込んできた。コンスタンティンは男の手からナイフを蹴けり飛ばし、さらに彼に体当たりして部屋から追い出し、扉とびらを閉め、グロリアに向かって叫んだ。

「クリスを連れて逃げてください！」

　クリスを抱かかえ起こしていたグロリアは、目を丸くしてコンスタンティンを見た。

「何故なぜだ」

「何故って──」

　グロリアはコンスタンティンを【黒い羊ブラツクシープ】と疑っている。

　そしておそらく、グロリアは、クリスの件に関かかわっている。そうでなければ、領主であるグロリアがこのような場末の店に足を運ぶわけがない。たまたま居合わせる場所ではないのだ。

　しかし、だからなんだ。

「決まってる！　怪我するからだ!!」

　コンスタンティンは思わずひどく乱暴な言葉でそう言っていた。グロリアの目が見開かれる。

「……しかし、私はおまえを裸はだかに剝い、」

「黙ってさっさと行って！」

　コンスタンティンはグロリアを窓から外へ押し出そうとした。

　だが、するりと身をかわされる。

　反対に、グロリアはコンスタンティンにクリスを託して言った。

「わかった。では、助祭は教区民を助けるが良い」

「はあ!?」

　グロリアはクリスにもコンスタンティンにももはや興味はない様子ですたすたと扉に近づき、手をかけて躊ちゆう躇ちよなく開けた。あの乱らん闘とうに、また入っていくつもりなのだ。

「ちょ……おい、違ちがうだろ！」

「コンスタンティン！　急げ！」

　ジャックが窓から急せかす。確かに二人を助けるためには急がなくてはならない。コンスタンティンは一瞬迷ったが、結局クリスを抱えたまま窓まど枠わくに足をかけ、ジャックの手を借りて外に転がり出た。
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　ユリエルは何度も【黒い羊ブラツクシープ】を間近で見てきたから、現れた【黒い羊ブラツクシープ】が偽者なのは一目でわかった。何しろ、今回の【黒い羊ブラツクシープ】は、クリスの修道服を着ていたのだ。アルから預かって教会で保管し、クリスの行方ゆくえを追うために持ってきていた修道服一式を、だ。

　それに、声を作る余よ裕ゆうもなかったのか、【黒い羊ブラツクシープ】の口から出てきたのはエリカの声だった。

　待たせていたエリカが、ヒース側の気を引くために【黒い羊ブラツクシープ】の姿で飛び込んできたのだ。

　ユリエルは彼女の腕うでを摑んでいた男に当て身を食くらわせ、エリカを解放してやった。

「行きなさい。もう大だい丈じよう夫ぶ」

　エリカはすぐに窓から外へ逃げ出した。

　部屋には、男たちが数名と、グロリア、従者、それにユリエルとヒースが残った。男たちの中には昏こん倒とうしている者や腕を押さえて呻うめいている者もいるが、三名はまだ無傷で、戦意を喪そう失しつせずに従者やユリエルの動きを警けい戒かいしている。

　室内の様子を見て、ヒースは、は、と笑った。

「こりゃ酷ひどい。司祭様はなかなかの乱暴者ですな。いや、これこそがあなたの本来あるべき姿なのかもしれませんな。苛か烈れつで、情なさけ容よう赦しやなく、罪人に罰ばつを与あたえる大天使ウリエル。あなたのお名前はあの天使の名前から取ったものでしょう？　ねえ、しかし他人にばかり善と秩ちつ序じよを強要し、あなたはどうです？　天使でもないあなたの粗そ暴ぼうの罪はいつ裁かれるのです？」

「懺ざん悔げしましょう。教会に帰ってから」

「あなたは人生の選せん択たくを間ま違ちがったようですな」

　ユリエルは相手の挑ちよう発はつを意に介かいさなかった。

　敬けい虔けんな祈いのりの生活が自分の状じよう況きようとかけ離れていることくらい、とっくの昔に気付いている。

「そこまでだ」

　制止の声は、グロリアからかかった。

「ヒース、おまえが逃がすまいとした親子は逃げた。後は私の方で対応する。おまえの周りを代官がうろつくような事態にはさせないと約束するよ」

　それに対して異を唱えたのはユリエルだ。

「ご領主様、それではあなたはご自分で法をねじ曲げるおつもりですか？」

「文句がおありなら、あなたが私をねじ曲げてくださいな、司祭様。そうして勝手に法に則のつとればよろしい。私は自分を曲げるつもりはありません」

　ユリエルはまだヒースから視線を外してはいなかったからグロリアがどんな顔でそう言ったのかはわからない。だが、そのいかにも傲ごう慢まんそうな声からだけでも、生半可なことでは彼女を曲げられそうにないのは十分わかった。

「あなたが仲ちゆう裁さい役をされるとは思いませんでした」

　コンスタンティンを教会で辱はずかしめた相手だ。むしろユリエルとヒースを潰つぶし合わせるくらいはするかと思い、ユリエルはそう言った。

　グロリアは華きや奢しやな肩かたを竦すくめ、呟つぶやいた。

「……『決まってる、怪我けがするからだ』」

「は？」

「これ以上血が流れる必要はない、ということですよ、司祭様。私も時には感化されるのです」

　ヒースは、はあっと大げさに溜ため息いきを吐ついて言った。

「わかりましたよ。誰だれも彼もいなくなって、これ以上やってもつまらない。お帰りください」

　ユリエルは一瞬、眉まゆを顰ひそめた。この男の話はどこまでが真実なのか、ひどくわかりにくい。

　ヒースはまだ自分を睨ねめ付けるユリエルに向かって、犬を追い払はらうように手を振ふった。

「コンスタンティン助祭によろしく」

「……コンスタンティン助祭に近づかないでください」

「俺からは近づいてません、今回もね」

　その通りだったので、ユリエルは返す言葉を失った。前回もヒースの下もとに赴おもむいたのはコンスタンティンとユリエルの方だった。事件の先にヒースがいたというだけのことだ。

　目に見えないほどの細い糸を張って獲え物ものを待つ蜘蛛くも。

　ふと、ヒースにそんなイメージが重なって、ユリエルは口走っていた。

「コンスタンティン助祭は私が守ります」

　おや、と呟き、ヒースはおどけた様子で微笑ほほえむ。ユリエルはその姿、印象をことごとく意識に焼き付けておこうと、最後に彼を一いち瞥べつしてから、グロリアに続いて部屋を出た。

　ヒースは、ユリエルが部屋を出て、扉を閉める瞬しゆん間かんまで、笑っていた。




[image: ]




　グロリアは狭せまい廊ろう下かまで戻もどると、通りに面した小さな戸口の前で、忘れ物を思い出したように立ち止まった。背後を振り返って、その良く通る声で呼ばわる。

「これ、ヒース」

　少し経たってから、ヒースが訝いぶかしげな顔で廊下に姿を見せた。

「まだ何か」

「おいで」

　ちょいちょい、とグロリアは彼を手招きする。ユリエルはすでに犬を連れて屋外へ出ていたから、この場には他ほかに従者しかいなかった。

　訝るヒースに、グロリアは指輪をはめた手を差し出した。

「…………鑑かん定ていしろって言うならいたしますが？」

「そうではないよ、ヒース」

　ヒースは眉を顰め、顔をしかめ──グロリアの意図に気付いて、その目を見開いた。グロリアは、むしろ彼の態度にこそ目を丸くした。

「おまえのような男でも、何かに驚おどろくことはあるのだな」

「……そりゃ、まあ」

　呟いて、ヒースはグロリアが想像していたよりも優ゆう雅がな仕草で膝ひざを突つくと、彼女の手を取り、その手の甲こうに口づけた。忠誠のキスを終えふと目を上げたヒースと視線を合わせ、グロリアは満足して言った。

「このたびはご苦労。今後もよき働きを期待する」

「御ぎよ意い」

　ヒースの口元に笑えみが浮うかぶ。

「何がおかしい？」

「いえ。まねごとのようで」

「まねごとではないよ」

　グロリアは、不思議そうに言う。

　ヒースは彼女から丁てい寧ねいに手を離はなした。

「そうでしょうか？　触ふれさせるだけでも驚きです。あなたが私の忠誠を許すなどなおさら考えられません。私を信用しているわけではないのでしょう？」

「当たり前だ。おまえは私の領民を殺そうとしたのだぞ」

　ならば、と言いかけたヒースを制して、グロリアは続けて語った。

「だが、おまえも等しく私の民たみであり、おまえが私のために働いてくれたのは事実なのだ。私はおまえの忠誠を受け入れよう。私はおまえの主あるじである己おのれを受け入れ、おまえがこのサクスで生きることを認めよう、ヒース」

　ヒースは呆気あつけにとられた顔で、跪ひざまずいたままグロリアを見上げた。グロリアはその顔を覗のぞき込み、細くしなやかな指をヒースの顎あごの下に入れて顔を上向かせると、ただし、と言った。

「おまえは一度私の手に嚙かみついた。二度目はない」

　喉のどを逸そらせるような姿勢は斬ざん首しゆを想起させるためだ。相手の目に理解の色と笑みが戻るのを見届けてから、グロリアはヒースから手を離し、控ひかえていた従者に扉とびらを開けさせた。

「またのお越こしを……グロリア様」

　笑みを含ふくんだヒースの呟きを背に聞きながら、グロリアは表通りに出た。




「……おや」

　その男がグロリアの前に現れたのは、建物を出て、通りから路地に入ったところだった。建物と建物の隙すき間まのような狭い路地で、彼は壁へき面めんにもたれかかって腕を組んでいた。

「いつからここにいた」

　驚きつつも、まあ、彼ならば確かに自分のあとをつけるくらいはするだろうし、さらに黙だまって待つくらいのことはするだろう、とグロリアは思った。

「あなたが【錠じよう前まえ屋や】の店に入った時から、です」

　彼は──レオンは腕を解かないまま言った。苛いら立だった顔で前を見み据すえ、グロリアを見もしない。彼女は彼の顔を下から覗き込んで呟いた。

「怒おこっているのか？　ちょっと情報を仕入れに行っただけだ。おまえがやつのような男を嫌きらっているのは知っているが、ああいう手合いからは思わぬ話も聞ける。なかなか有用──」

「市民の娘むすめをそそのかし無む謀ぼうな犯罪行こう為いに手を染めさせるのにも有用でしょうね」

　その返しに、グロリアは啞あ然ぜんとした。

「なんだ……おまえ、知っていたのか。私がたくらんでいたこと」

「あの娘は【錠前屋】の店に出入りしていましたし、あなたが【錠前屋】を使っていることも知っていました。そこまでわかれば、後は少々調べれば」

　レオンはそう言うと、怪け訝げんな顔をするグロリアの前に膝を突いた。薄うす汚ぎたない路地裏であるというのにその所作は完成された騎き士しの様式美に完かん璧ぺきに則っており、グロリアは驚くより呆あきれた。

　はっきりとした発音で、彼は滔とう々とうと語った。

「どうか、憐あわれな娘の罪をお許しくださいますよう。あの娘は、悪あく辣らつな領主と狡こう猾かつな悪党にそそのかされ、利用されただけなのです。まだ若く、未来もございますれば、教育し、正しき道へと戻してやるのが我らの務めと存じます」

　グロリアはぽかんと口を開け、レオンを見つめた。

「悪辣な領主？」

　思わず聞き返すと、レオンは顔を伏ふせたまま答える。

「はい。悪辣な領主です」

「そうか、悪辣か……」

　繰くり返し呟き、少し考え込む振りをする。答えは決まっていたのだが、簡単に首を縦に振るのも癪しやくだったのだ。

　それでも、最後には彼女も溜息を吐いて非を認めた。

「よかろう。おまえが良いように計らえ」

「は」

　答え、レオンは目を上げる。その目が彼女の前ではあまり見せない笑みの形を描えがいている。

「申し上げた通り、グロリア様はお優やさしい御お方かたです。あの娘を最後まで守ってくださいました」

　申し上げた通り？

　レオンが、いつ自分を優しいと言ったのだったか、グロリアは一いつ瞬しゆん考えて、瞬またたきをした。

　……思い出した。

　娘を処しよ刑けいしないと約束したグロリアに、レオンは言ったのだ。




『グロリア様はお優しい御方です』




　理解した途と端たんに苛立ちが腹の底から突き上げてくる。

　つまり、あの時から、レオンはグロリアの最終的な決断をわかっていたということだ。おまけに娘を守るという言げん質ちをグロリアからわざわざ取ったのは、ヒースから娘を守らせたかったということだろう。

　ヒースがクリスティーナを──いや、グロリアを逃にがさないだろうことも予想していたのだ。

「……ずいぶんと婉えん曲きよくな注進をするようになったものだな、レオン？」

　グロリアは苛立ちをそのまま声に乗せて言ったが、レオンは気にした様子もなかった。

「どうせ直接お諫いさめしても今回も無む駄だだろうと思いましたので。しかし、これでヒースは危険だとわかっていただけたと思います。【錠前屋】のことは私の方が詳くわしいのです、グロリア様」

　しれっと言って、レオンは立ち上がってマントを翻ひるがえし先を歩き始めた。グロリアは自分が後になることにまた苛立ち、大おお股またに歩いて彼のマントをがっしと摑つかんだ。

「私に指図するつもりか？」

　レオンのことだ、おおかた、この付近に兵士も配置していたのだろう。司祭たちが乱入しなければ、兵士がグロリアを守るために突とつ入にゆうしていた可能性が高い。そう思うと余計腹が立った。

　レオンが斜ななめ後ろのグロリアをちらりと見やる。

「お諫めしているだけです」

「……残念ながら無駄だよ、レオン」

　グロリアは意い趣しゆ返がえしにと、子どものようにレオンのマントを引っ張って言った。

「私は欲よく張ばりなんだ。あの男も私の民、私のものだ」

「……本当に、あなたは」

　レオンの嘆たん息そくを聞きながら、グロリアはにやりと笑う。

「そして、【黒い羊ブラツクシープ】も手に入れるぞ」

「どうしてそうまでして【黒い羊ブラツクシープ】を？」

「あれを無視できると？　あの強大な力を持つ女を。おまけに民はあれを慕したっている。あれが私の手て駒ごまとなって動くのなら、私がこの都市を理想に近づけるのに有用だろう？」

　レオンの足がほんの少し緩ゆるむ。グロリアはその隙すきを衝ついて彼を押しのけて追い越した。自分が先を歩くことに満足し、彼女はゆっくりとした大股で路地を歩く。屋根と屋根の間から、幾いくらか欠けた月が見えていた。

「……私もあなたにとって有用ですか？」

　背後から、レオンの声が聞こえた。けれどそれはあまりに小さな囁ささやきで、グロリアにはよく聞き取れなかった。

「レオン？」

　振ふり返っても、レオンは呆れた顔で微笑ほほえむだけだ。

　だからグロリアは気にせず、また前を見て、柔やわらかな月の光とカンテラの明かりが照らす路地に向き直った。

「さあ、城へ帰ろう」




　一つの影かげが屋根から自分を見下ろし、そして去ったのを、グロリアは気付かなかった。

　影は闇やみに紛まぎれる黒い修道服を纏まとっていた。
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　アルは頭を振った。意識はかなりはっきりしてきた。

　最初は痛いばかりで何がなんだかわからなかったのだが、徐じよ々じよに、自分が噂うわさを聞いてクリスティーナを取り戻もどしに店に押し入ったこと、そこで殴なぐられたこと、さらには誰だれかに助けられてこの水車小屋に辿たどり着いたことを思い出した。

「ありゃ、そうだ、コンスタンティンとジャックだ……」

　それから、もう一人いた気がする。やたら綺き麗れいな顔の、男……いや、男装した女か？

　とにかく、アルは彼らに助けられて、今水車小屋にいる。一いつ緒しよに店を逃げ出したはずのコンスタンティンは残してきた司祭が気になるからと引き返して行ったし、ジャックはアルたちをここに連れてきてすぐに、追われていないか外の様子を見てくると言って出て行った。

　だから、古く放ほう棄きされた水車小屋には、アルと娘の二人だけが残されていた。

　傍かたわらで彼にもたれるようにして眠ねむる娘を見て、アルは腹が立ってきた。娘のクリスは平和そうな顔ですうすう寝ね息いきを立てている。吐はく息が酒臭くさい。アルは娘がいなくなってから酒も飲まずに捜さがし歩いていたというのに、娘の方はヒースの店でたらふく飲み食いしていたらしい。

「このやろっ」

　思わず、彼はクリスの頭を叩たたいた。クリスは、ぎゃ、だか、にゃっ、だかいう悲鳴を上げ、跳はね起きた。きょろきょろと周囲を見回し、アルに気付いてとろんとした目を向ける。

「あれえー。父さん何してんのー……」

「何してんのじゃねえ！　やっとこさ逃げてきたんだぞ、この不良娘！」

「あんだよう、怒ど鳴ならないでよ。頭痛いぃ……」

　クリスは頭を押さえて半べそを搔かいた。もう一発殴ってやろうかとアルが思った時、彼女は急に目を見開いてアルを見た。

「と、父さん、なんだよ、その顔」

「顔？　いつも通りの二枚目……ああ、これか」

　アルはヒースの手下に頰ほおと顎あごを殴られていた。頰はまともに食くらっていたので、熱く腫はれていた。

「こいつは、ヒースのところからてめえを取り返そうとして殴られたんだ」

　少しは娘が自分への尊敬を取り戻すといいと思いながら、アルは言った。

　だが、クリスは眉まゆをつり上げて怒おこり出した。

「なんだって！　あの人はアタシを代官や悪いやつらから匿かくまってくれてたんだよ！　取り返すなんてとんでもない、アタシが自分であの人のところに行ったんだ！」

「バ……バカ野や郎ろう、てめえヒースがどんな悪党だか知らねえのか？　あのまんまだったら、てめえなんざ今いま頃ごろどこぞの港で売られてらあ！」

「そんなわけない！　余計な世話焼きやがって！」

　叫さけんで、クリスは自分の声にまた頭痛がしたのか、顔をしかめて頭を押さえた。酒臭い溜ため息いきを吐いて、苛いら立だたしそうに呟つぶやく。

「なんだよ、アタシがよく稼かせぐからって、妬ねたむことないだろ。とにかく安心しな、アタシがちゃんと稼いで父さんに楽させ……」

　ぱん、という音をさせて、アルは平手でクリスの頰を撲なぐった。

　クリスは目を丸くして、アルを見た。華きや奢しやなせいでやたら大きく見えるその目がぽかんと見開かれ、そこに怒いかりで顔を真っ赤にした自分が映っているのをアルは見た。

「バカ野郎！」

　アルは娘むすめを一いつ喝かつした。

「てめえはどんだけ他ひ人と様さまに迷めい惑わくかけりゃ気が済むんだ！」

　呆気あつけにとられていたクリスの目が、怒りで燃え上がった。売り言葉に買い言葉で、彼女は鋭するどく父に言葉を投げつけた。

「なんだよ、元はと言えば父さんが工こう房ぼうクビになっちまったのが悪いんだろ！」

「そんなのてめえが心配することじゃねえ！　誰がてめえに金に困ったら悪党から巻き上げろって教えた！　真っ当に働いてたのかと思ったじゃねえか、ちくしょう！」

「悪党なんだからいいだろ！」

「そのおかげでてめえは絞こう首しゆ刑けい寸前だった上にその悪党から追われてたんじゃねえか！」

　クリスは言葉に詰つまって唇くちびるを嚙かむ。俯うつむき、拳こぶしを握にぎり固め、必死に言葉を絞しぼり出す。

「でも間ま違ちがってない」

　アルは歯を食いしばって立ち上がった。

「わかった」

　腹の底から、声を押し出す。

「てめえはもう俺の娘じゃねえ」

「！　父さん!!」

　抵てい抗こうするクリスの腕うでを摑み、無む理り矢や理り水車小屋の出口に引きずっていく。クリスはわめいた。

「やめろ、何すんだ！」

「代官様のところへ突つき出すんだよ！　てめえは逃とう亡ぼう犯だからな！」

「なんだって!?　くそーっ、てめえなんか親じゃねえ！」

「当たり前だ、そう言っただろうが！」

　クリスはがむしゃらに手足を振り回して暴れた。アルはさすがに足を止めて娘を捕つかまえ直そうとした。

　その時、彼らが向かっていた、水車小屋の扉とびらが開く音がした。

　アルはジャックが戻ったのかと思い、彼に声をかけようと顔を上げた。

　だが、声は喉のどの奥に引っ込んで、出なかった。

　ジャックが置いていったカンテラが照らす室内に現れたのは、外の闇の気配を濃のう厚こうに纏まとった女だった。ベールと修道服、それに顔を隠かくす紗しや、すべてが黒い。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】……！」

　震ふるえながらその名を呟くアルとは対照的に、クリスはパッと笑え顔がおになって、アルの手を振り払はらった。

「姐ねえさん！　アタシを助けに来てくれたんだね！」

「た、助けだあ？」

　信じがたいことを言う娘と、現れたばかりの【黒い羊ブラツクシープ】を見比べる。【黒い羊ブラツクシープ】はいつの間にか扉を閉めていた。彼女が一歩自分たちの方へ近づくと、アルはごくりと喉を鳴らして唾つばを飲み込んだ。

　紗の下、唯ゆい一いつ見える口元は、笑っていた。

「助けに来たんじゃないわ」

　女は美しい声で、歌うようにそう言った。

「あなたを罰ばつしに来たのよ、偽にせ者ものさん」

【黒い羊ブラツクシープ】に近づこうとしていたクリスはびくりと震えて動きを止めた。

「ば、罰……？」

「だって、あたしの名前を騙かたってお金を取ったのでしょう？　いけないことだわ。あたしはあなたを罰しなくちゃ。どんな罰がいいかしら？　縛しばり上げて逆さに吊つるす？　あなたにお金を取られた男たちと代官、どちらが先にあなたに気付くかしら？　どっちでもいいわね、どのみち罰にはなるもの……さあ、それじゃあまずはおとなしく捕まってくれる？」

「で、でも姐さん、アタシは姐さんの手伝いを……」

　カッ、とクリスの足あし下もとの床ゆかに突とつ然ぜん亀き裂れつが入った。【黒い羊ブラツクシープ】が、礫つぶてを投げつけたらしい。

「あなたがやったのは、あたしの名前を汚けがしただけよ」

【黒い羊ブラツクシープ】の声は冷たい。クリスは驚おどろいたのと恐おそろしかったのとで座り込み、震え始めた。

「アタシ、姐さんの弟で子しに……」

　ぼろぼろと目から涙なみだをこぼしながら、クリスは言った。涙なみだ声ごえで、そこから先は聞き取れない。【黒い羊ブラツクシープ】はクリスの涙も訴うつたえも無視して、ブーツを履はいた足を進めた。

「待ってくれ！」

　アルは、叫んでクリスの前に身を投げ出した。クリスを庇かばうように両手を広げて訴える。

「この子は俺が必ず代官様のところへ連れて行く。だから、後生だから、そんな酷ひどいことはしないでくれ。金を巻き上げた悪党どもに見つかったりしたら、こいつはむごい目に遭あわされて殺されちまうんだ。そんなのは、ほ、ほら、正義ってやつにもとるだろう？」

「何が正しいかはあたしが決めるわ。あなたはそこをお退どきなさい」

「い、いや、それはできねえ」

　アルは震えていた。強く頼たよりになる父親の背中といったイメージからはほど遠かったかもしれないが、それでも彼はそこを僅わずかも動かず、声を張り上げた。

「こ、こいつは俺の娘なんだ。そ、そもそもは俺がクビになったから、こいつは生活費を稼ごうとして、バカなことに手を出したんだ。なあ、お、俺を代わりに罰してくれよ。酒飲みで無職で、ひでえ親父おやじなんだ。なあ、俺が悪いんだ……！」

「父さん……」

　クリスが愕がく然ぜんとした声でアルを呼んだ。アルは【黒い羊ブラツクシープ】に訴えながら、ぼろぼろと泣いていた。【黒い羊ブラツクシープ】が恐ろしかったのもあるが、何より自分が情けなくて泣いていた。クリスを心配させて、バカなことをさせたのは自分だ。たとえクビになっても、もう少し普ふ段だんから頼りになるところを見せていれば、クリスだって無む茶ちやはしなかったろうに。しかも、彼はクリスが吐ついた噓うそを信じて、娘は良いところで働かせてもらっていると信じていたのだ。詳くわしく訊きこうと思ったことはあったが、そのたびに酒を勧すすめられてうまくはぐらかされてしまった……

「お、俺は、俺は……」

　もう何を言ったらいいかわからず、洟はなを啜すすり、涙を拭ぬぐう。

【黒い羊ブラツクシープ】はさらに一歩近づいて言った。

「わかったわ」

「わ、わかってくれたのか！」

　娘を助けてもらえると思ったアルの鼻先に指を突きつけて、女は微笑ほほえんだ。

「親子二人とも仲良く罰してあげる」

「…………！」

　アルの頭の中で、クリスを助けなければという想おもいと、【黒い羊ブラツクシープ】への恐きよう怖ふと、情けない自分への絶望とが一いつ緒しよに弾はじけた。一いつ瞬しゆん身体からだが動かない。こんな時に酒があれば気持ちが大きくなれるのに！　しかし酒などなかったから、アルは自分を勇気づけるためと、相手を驚かすために、腹の底から声を出した。

「う、うわあああああああああ！」

　そうして、【黒い羊ブラツクシープ】に向かって突っ込んだ。

【黒い羊ブラツクシープ】に摑つかみかかり、押し倒たおそうと力を込める一方で、クリスに向かって叫ぶ。

「逃にげろ、クリス！」

「父さん……っ！」

　クリスが怯おびえた声を上げるが、足が竦すくんでいるのか逃げようとはしない。

「う、ううう、うああああ……」

　泣き声が聞こえてきて、アルは背後を振ふり返り、もう一度怒ど鳴なりつけようとした。

「クリス、さっさと……」

「うわああああん！」

　クリスは、【黒い羊ブラツクシープ】に向かって腕を振り回して突とつ進しんした。

　アルともみ合う【黒い羊ブラツクシープ】目がけて、その拳こぶしを何度も振り下ろす。だが、クリスは細く非力だったし、動転して体勢も悪かったから、【黒い羊ブラツクシープ】でなくとも大したダメージにはならなかっただろう。案の定、【黒い羊ブラツクシープ】はふっと笑いさえした。

　その時、風もないのに急にカンテラの火が揺ゆらぎ、消えた。

　闇やみに包まれた水車小屋の中で、アルの腕の中から【黒い羊ブラツクシープ】は消え失うせた。

「う、うあああああ！」

「お、おいやめろ、俺だ！」

　闇の中、アルを【黒い羊ブラツクシープ】だと思ってぽかぽか叩たたき続けるクリスを押しのけ、アルは目を凝こらした。いつの間にか扉が開いて、そこに月明かりを背にした女の影かげが見えた。アルとクリスは互たがいを庇うように固く抱だき合った。

「今日のところはツケにしておいてあげる。悪いことしたら、また会いに行くからね」

　くすくすという笑えみ混じりの声で言い、【黒い羊ブラツクシープ】は戸口から姿を消した。

　残されたアルとクリスは呆ぼう然ぜんとして抱き合い、ややあって、クリスがしゃくり上げ始めた。

「こ、怖こわかったよう……」

「だ、だから言っただろう、わ、悪いことはするもんじゃねえんだぞ……」

　アルもまだ恐怖で震える声で答えた。

「父さん」

「お、おう。いや、違ちがう、てめえとはもう親でも子でもねえ、その……」

「父さん、父さん、ごめんね、ごめんねえ」

　クリスは泣きじゃくりながらアルの首にしがみついた。あまりに泣き続けるので、アルの肩かた口ぐちはすっかりびしょ濡ぬれになった。

「い、いや、おい、クリス……」

「父さんに楽させたかっただけなんだよう。もうこんなことしないよう」

「お…………おう」

　しがみついて離はなれようとしない娘むすめの匂においがくすぐったい。アルはまごつきながらクリスを抱き返した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、もう大丈夫だからな……」

　クリスの頭を撫なでるうち、アルもホッとして力が抜ぬけ、二人でその場に座り込んだ。

　ジャックが帰ってきたのはちょうどその時で、何気なく入ってきた彼にアルもクリスも【黒い羊ブラツクシープ】が戻もどったのかと驚いて、揃そろってそっくりの悲鳴を上げた。
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「仕置きは終わりか？」

　肩かたに乗ったミミズクは彼女に向かってつまらなそうに言う。コンスタンティンはまじまじとミミズクを見た。

「声出るようになったの？」

「ふん、当たり前だ」

　なあんだ、とコンスタンティンは心底落らく胆たんして呟つぶやいた。ミミズクが金色の目をくるくる回しながら彼女を見つめる。

「なんだ、とはどういう意味だ」

「どうせならずっと喋しやべれない方が腹が立たなくていいのに……」

「なっ、そなたそれでも吾わが輩はいの妻か!?」

「勝手にそっちが決めただけだろ。押しかけ夫なんかお断りだよ」

　ミミズクは不服そうにばたばたと羽を動かした。

　コンスタンティンは悪あく魔まの問いを思い出した。仕置きは終わりかと訊かれたのだった。

　親子は……まあ、あれでいいだろう。コンスタンティンがこっそり会話を聞いた限りでは、グロリアも非を認めてレオンに判断をゆだねていたし、親子のために身体を張る程度には領民を大事に思っているらしいから、色々言いたいことはあるが、とりあえずそれは次に会った時のために取っておく。

　問題は、あと一つ。

　コンスタンティンは黒い修道服を風にはためかせ、小さな教会の屋根に立っていた。眼下にはごみごみとした区画が広がっている。娼しよう館かんと居酒屋が集まる盗ぬす人つと通りから一本奥に入ったところにある、あばら屋のような住宅が軒のきを連ねる界かい隈わいだ。唯ゆい一いつ土台からしっかり作られているのはこの教会くらいだが、それもあちこちがたが来て、屋根など踏ふみ抜いてしまいそうだ。

　風が、少しばかり強くなってきた。

　夜明けを待つ静かなその界隈に、足音が聞こえる。

　コンスタンティンは屋根から路地に飛び降りた。

　膝ひざを曲げて衝しよう撃げきを吸収すると、修道服が踊おどるようにふわりと翻ひるがえる。

　行く手を遮さえぎるように少し足を開いて立つ修道女を見て、ヒースは口元に笑みを浮うかべた。

「来たか、【黒い羊ブラツクシープ】」

「本物の、ね」

　コンスタンティンは相手の言葉に付け加え、ヒースをじっと観察した。

　ヒースは一人で、近くに仲間がいる様子もなかった。悪党を倒すという【黒い羊ブラツクシープ】を前にしても、気楽そうにただ立っている。

「俺を裁くのか？」

「そうよ。あなたがあの娘むすめを偽にせの【黒い羊ブラツクシープ】に仕立て上げたのでしょう？」

「なんのことだ？」

「クリスティーナ。【黒い羊ブラツクシープ】として処しよ刑けいされかかったあの娘よ。しらを切っても無む駄だ」

　ヒースは笑みを深めた。

「あの娘が勝手にやったことさ」

　それは事実だろう。ヒースはクリスに強制していないはずだ。そんなことをせずとも、彼は人を巧たくみに罠わなに嵌はめ、罪に落とすことができる。ひょっとすると、唆そそのかしたとさえ言えないような、ささやかな意見を幾いくつか、人を介かいして言っただけかもしれない。

　おまけにそもそもの元げん凶きようはグロリアで、彼は下した請うけに過ぎない。

　だが、彼の罪はそれだけではない。

「じゃあ、その後は？　あなたはあの娘を売り飛ばすつもりだったんじゃない？　父親や教区司祭たちが店に乗り込んできたって騒そう動どうは聞いているわ。いつもは静かな店が、今夜はずいぶんと賑にぎやかだったようね……」

「ああ、あれか」

　つまらなそうに肩を竦め、彼はあっさりと認めた。

「だが、俺があの娘を売り飛ばすつもりだったなんていったい誰だれから聞いたんだ、シスター？」

「伯と代官の話聞いちゃったの。代官はあなたの考え、ちょっとは気付いていたみたいよ？」

「ふうん」

　意味深な相あい槌づちだ。コンスタンティンは悪お寒かんを覚え、心臓の鼓こ動どうが速まるのを感じる。

　だが、その悪寒を気のせいだとねじ伏ふせる。

「あなたなら、あの娘が金を巻き上げた連中を押さえつけておくことだってできるでしょう？　やつらに手出しをさせないで。そしてあなたも、あの親子に手出しをしないでちょうだい。もしもあの親子に今度この街で何かあれば、私はあなたを真っ先に疑うし、容よう赦しやはしないわ」

「そいつは脅おどしか？」

「そうよ。でも、あなたのような人は口で何を言っても無駄でしょうね。わかっているわ。だから、少しだけ辱はずかしめてあげる。あなたが私の言葉を忘れないよう、私にあなたを屈くつ服ぷくさせる力があるってことを証明しておくわ」

　それ以上ヒースが何か言う前に、コンスタンティンは踏み込んで、距きよ離りを詰つめた。腕うでを伸のばして胸を押し、そのまま体重と勢いを乗せて倒たおす。ヒースの比ひ較かく的てき華きや奢しやな身体からだは一いつ瞬しゆん宙に浮き、背中から地面に叩き付けられる。コンスタンティンはすぐにその胸むな倉ぐらを摑つかみ──

　そこで思わず手を止めた。

　ヒースはおかしそうに肩を震ふるわせ笑っていた。

「……何？」

「いや、まあ……どうやって証明するんだろう、って思ってな。おまえは人は殺さないんだろう？　それに、俺を代官に突つき出すのか？　俺の後ろ盾だてはわかってんだろ、それならそんなことしたって無罪放ほう免めんさ」

　寝ねころんだまま、彼は自分の胸倉を摑むコンスタンティンの手に触ふれた。手の甲こうから包み込むように握にぎられる。コンスタンティンは知らずびくりと震えるが、何事もなかったかのように言った。

「そうね、教会の屋根から吊つるしてあげようかと思って。あなたの面めん目ぼくも潰つぶれるし、ちょうどいいと思わない？」

「そりゃ考えたな。確かに俺の命を奪うばわずにこらしめることもできる。だが、なあ、それならどうして今なんだ？　俺は色々やってきた──今回だけじゃない、何年もの間、ずっとこの街の裏側で生きてきた。なあ、どうして今回に限って出てきた？」

「あたしの偽にせ者ものなんか作るからよ」

　いやいや、と彼は笑いながら否定した。

「そうじゃない。質問が悪かったな。つまり、俺を今まで放っておいたのは何故なぜかって訊きいてるんだ。あんたは偽者を作ったから俺を裁くと言っているが、逆に言えば、あんたは俺が偽者を作るまで放っておいたんだ。それは何故だ？」

　コンスタンティンの背筋に、再び悪寒が走った。追いつめたと思っていたのに、自分の方が追いつめられている気がする。

　だが、コンスタンティンが手を引こうとしても、ヒースは彼女の手をがっちりと握っていた。

　ヒースは身体を起こし、彼女の紗しやで隠かくれた顔を見つめて言った。

「俺はどんなことでもやってきた。あんたが最近現れてから今まで『退治』してきた連中よりよほど酷ひどいことも散々やった。それをどうして罰ばつしようとしなかった？　伝説の【黒い羊ブラツクシープ】は極ごく悪人ばかりを『退治』した。真っ先に狙ねらわれるのは俺みたいなやつさ。なのにおまえは俺の前になかなか現れなかった。俺の罪状を知らなかったのか？　それとも──」

　ヒースの手が伸びて、コンスタンティンの紗にかかりそうになる。コンスタンティンはようやく我に返って、その手を振ふり払はらって立ち上がった。

　ヒースは腰こしを下ろしたまま、右みぎ膝ひざを立てそこに腕をかけ、くすくすと笑った。

「怖こわかったか？　俺に会うのが。なあ、シスター？」

　尻しり上あがりの語ご尾びに機き嫌げんの良さが滲にじむ。いたぶるような眼まな差ざしは奈な落らくの闇やみを思わせて、紗しや越ごしであるのにコンスタンティンは動どう揺ようを隠しきれた自信がない。

　だが、ヒースの顔から笑えみが消えた。

　眉まゆを顰ひそめ目を細めたその顔に浮かぶのは、悲しみか？

　彼はそれまでとは違ちがった、真しん摯しな声で囁ささやいた。

「俺が欲しいのはおまえじゃねえ。俺にあいつを返せよ。あのクソガキを」

　──ぞっとした。

　正体を知られている？　という疑念と、その声の響ひびきとに恐おそれを抱いだいた。いつもの悪ふざけでも、かまをかけたのでもなく、純じゆん粋すいに、真しん剣けんに、彼はそう言っている。そんな感じがした。

　動揺のあまり、反応が遅おくれた。
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　ヒースは一瞬の隙すきを衝ついて後方へ転がってから立ち上がり、よく通る声で呼ばわった。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】！」

　コンスタンティンがヒースを捕とらえるよりも早く、あちこちの路地からばたばたという人の足音や騒さわぐ声が聞こえてくる。コンスタンティンはこの通りに入るヒースを見て先回りしただけだから、ひょっとするとあらかじめ罠が張られていて、誘さそい込まれていたのかもしれない。

　どんな伏ふく兵へいが、と身構えるコンスタンティンの目の前に現れたのは、まったく思いがけない相手だった。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】だ！」

「シスターだあ！」

　口々に叫さけびながら、笑顔で群がる子どもたち。

　彼らは啞あ然ぜんとするコンスタンティンの周囲をなんの躊ちゆう躇ちよもなく取り囲み、その裾すそに取りすがり、あるいは膝に抱きついた。

「えっ!?」

　確かに【黒い羊ブラツクシープ】として悪党をのしてきたのだから、助けた相手に感謝されたり憧どう憬けいの眼差しで見られることはあった。だが、ここまで親しげなのは初めてだ。【黒い羊ブラツクシープ】といえばサクスの住人にとっては伝説の人物なのだ、普ふ通つうの子どもは、憧あこがれの中にも多少の畏おそれを抱く。

　今コンスタンティンを取り囲む子どもたちは、粗そ末まつな服を身に着け、大たい抵ていが裸足はだしで、薄うす汚よごれていた。コンスタンティンはそんな子どもたちを何度も見てきた。教会の炊たき出しに列を作る、家も身よりもない子どもたちだ。その向こうには大人たちの姿も見えるが、子どもたちほど積極的ではない。

　子どもたちはコンスタンティンを四方から押し、引っ張り、口々に言った。

「ねえ、今日は何をくれるの？」

「パン？　お金？　服？」

「良い子にしてたよ、ねえ！」

「毎日神様にお祈いのりしてたよ！　約束守ったよ！」

　コンスタンティンはヒースを見た。ヒースはまだ同じ場所に立って、彼女を見ていた。拾って肩かたにかけ直した上着が強い風に揺ゆれる。黒くろ髪かみが一瞬彼の顔を隠し、そして再びその目を月光にさらす。暗い色の目が微笑ほほえみかける。その口元に浮うかぶのは、いつもの、皮肉めいた嘲ちよう笑しようだ。

「なんだ、これは！」

「【黒い羊ブラツクシープ】は心の清らかな者には喜捨をする」

　少し離はなれた場所に立ち、こちらをじっと見ていた年長の少年が、彼女に向かって手を差し出して言った。

「あなたがそう言ったんじゃないか」

「そんなの言ってな……」

　コンスタンティンは言葉を吞のみ込む。勿もち論ろん彼女自身はそんなことは言っていない。

　だが、クリスティーナが扮ふんした偽者の【黒い羊ブラツクシープ】は？

　子どもたちが言うように、清くいなさいと命じて、パンや金や服を配っていたとしたら？

　彼らの中ではコンスタンティンの知らない【黒い羊ブラツクシープ】像が作り上げられているのだ。

　クリスは言っていたではないか。『お金はいいことにも使った』と。

『いいこと』は、これだ。

　ハッとして、コンスタンティンはもう一度ヒースがいた方を見た。

　そこにはすでに彼はいなかった。

　ただ、路地裏に入る姿が、ちらりと見えて、消えた。

「ヒース！」

　ヒースは、知っていたのだ。知っていて、【黒い羊ブラツクシープ】をここに誘い込んだのだ。

　コンスタンティンは群がる子どもたちを振り払おうとその手を摑み、驚おどろく相手の目を見て一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。

「あたしじゃない……」

　絞しぼり出すような声で言う。

「あたしはあなたたちに物を与あたえたことはない。これからも与えることはない。あなたたちが出会ったのは、あたしじゃない」

「そんなの知ってるよ」

　そう言ったのは、先さき程ほどの少年だ。彼の後ろには、こちらを窺うかがうような大人の影かげも見える。騒ぎを聞きつけたのか、その数は増える一方だ。遠巻きにしつつも、彼らは何らかの物が与えられる機会を抜ぬけ目なく窺っている。

　少年は冷めた目で言った。

「僕らだって、広場での話は知ってる。【黒い羊ブラツクシープ】が現れて、処しよ刑けいされそうになっていた女の子を偽者だって言ったって。でも、そんなのはどうでもいいんだ。どっちが偽者でどっちが本物かなんてどうでもいい。僕たちにとって大事なのは、そんなことじゃないんだ」

「ちょうだい」

　一ひと際きわ小さな手が、コンスタンティンの手を摑つかむ。コンスタンティンは唇くちびるを嚙かみ、その手をできるだけ丁てい寧ねいに引きはがした。

「【黒い羊ブラツクシープ】は与えない」

　子どもたちの目に怒いかりや失望の色が見える。様子が違うのに気付いておずおずと後あと退ずさる子もいるが、目の前の子はコンスタンティンに拳こぶしを振るった。

「噓うそつき！」

　クリスは貧しい者たちに喜捨をした。それは立派な善行と言える。

　だが、それは【黒い羊ブラツクシープ】の仕事ではない、とコンスタンティンは確信していた。【黒い羊ブラツクシープ】は子どもが群がるような人気者ではない。悪いことをすれば【黒い羊ブラツクシープ】がやってきて罰を下す、サクスの子どもなら誰だれもがそう教えられて育つ、そういう存在だ。

　恐れられ、時には憎にくまれる。

　この子どもたちにすら、等しく恐れられるような存在でいなければならないのだ。

「【黒い羊ブラツクシープ】は断罪者。裁きを下す……」

　自分を殴なぐりつけてきた少女の拳を摑んでそう呟つぶやくと、少女は怯おびえたように一歩後退った。

　気が付くと、手の届く範はん囲いから子どもたちは退いていた。それは今後の【黒い羊ブラツクシープ】の孤こ独どくを象しよう徴ちようしているようだった。

　コンスタンティンは今になって気付いた。孤独は正義の天てん秤びんを持つ者の絶対条件なのだ。ただ一人、どこにも偏かたよらず、自分の信念を貫つらぬく。そうして初めて、罪人に裁きを下すことができる。悪徳がまかり通るこの街で、犯罪に関かかわりのない、普通の人たちを守ることができる。

　改めて【黒い羊ブラツクシープ】というものについて考え、コンスタンティンは愕がく然ぜんとした。

（怖がられてるのに守ろうなんて、【黒い羊ブラツクシープ】はなんだってそんなことできたんだ？）

　いや、何故なぜと言いつつも答えはわかっている。

　きっと、【黒い羊ブラツクシープ】はサクスを愛していたのだ。

　だから、人々は恐れながらも彼女を敬っていたし、今でも語り継ついでいるのだろう。

　悪あく魔まが言っていた。コンスタンティンは【黒い羊ブラツクシープ】の名を借りて自分の欲よく望ぼうを満たしているだけだと。言い返せなかったのはその通りだったからだ。

　ユリエルから非難されようとも、その場しのぎであろうとも、目の前の悪徳を叩たたき潰つぶし、サクスで普通に生きている人たちを守りたいと思う。それはコンスタンティンの欲望だ。

　それは本当に酷ひどく勝手な話で、一部の人間にとっては迷めい惑わく極きわまりない話だ。それでも。

　それでも、もう知らないふりはできない。

　コンスタンティンには今力があるのだから。【黒い羊ブラツクシープ】を始めてしまったのだから。

　守りたいという願いに、気付いてしまったのだから。

「恐れなさい、サクスの子らよ。私はいつでもおまえたちのそばにいる」

　コンスタンティンが非情な天秤の持ち手として言うと、子どもたちは怯えてさらに後退る。

　そう。これこそが【黒い羊ブラツクシープ】だ。無む慈じ悲ひで、孤独で、鋼はがねのような意志を感じさせる女。

　だが、この時初めて、コンスタンティンは思ったのだ。

　──そんなふうに、生きてみたいと。

　孤独でもいい。どう罵ののしられてもいい。悪魔も、運命も、何もかもねじ伏ふせる、鋼鉄の剣つるぎのような意志を持って生きたいと。




　コンスタンティンがヒースを追い、路地裏に飛び込んだ時には、少し先の通りにはすでに人の姿が現れていた。港へ働きに行く者たちだ。空はまだ暗かったが、周囲は夜明け前の青い闇やみに包まれ始めていた。

　その人々の向こうで、手を振ふるヒースがいた。

　姿を見た途と端たん、彼の言葉を思い出し、一いつ瞬しゆん足を止めた。




『俺にあいつを返せよ』




　……彼は、どこまで知っているのだろう。

　人通りとこみ上げる不安のために動けないでいるうちに、ヒースの姿は雑ざつ踏とうに消えていた。

　これから日も昇のぼる。今はコンスタンティンも引くしかなかった。

「でも、また必ず……」

　必ず、決着を付ける。それは予感だったが、コンスタンティン自身の意志でもあった。【黒い羊ブラツクシープ】としてこの街に在り続けるのなら、確かにヒースの言う通り、彼を素す通どおりはできない。

　そして、コンスタンティン自身としても、もはや彼を無視はできなかった。

　コンスタンティンは他ほかの者に気付かれる前に、また、先程の子どもたちに見つかる前にと、まだ闇の支配する路地に身を隠かくした。

　舞まい降りてきたミミズクは物言いたげな目で彼女を見たが、結局何も言わなかった。
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「ふわぁあ」

　コンスタンティンは大きな口を開けてあくびをした。雲間から差す陽光が早朝の中庭を照らし、林りん檎ごの木と塀へいとの間に張られた大きな蜘蛛くもの巣すもきらきら輝かがやいている。教会と司祭館は中庭で繫つながっており、司祭館側には小さな畑があり、その向こうには物置と柵さくで囲われた家か畜ちく小屋があった。小屋から出された鶏にわとりは、早さつ速そく地面をほじくり返し始めている。

　小径を通り、垣かき根ねの隙すき間まから教会側へ出ると、何種類かの薬草と香こう草そうがそこかしこで花を咲さかせている。教会に近いところには数本の薔[image: ]ばらの木立も見える。

　その薔[image: ]の木の手前に、ユリエルが立っていた。

　白い花弁に物もの憂うげな視線を落とす彼は際きわだって美しく、宗教画のような神こう々ごうしさすらあった。

「おー……」

　思わず感かん嘆たんの声が漏もれ、ぼんやりしていたユリエルもそれに気付いて顔を上げた。

「おはようございます。まだ寝ねてていいですよ。昨夜は色々あって遅おそかったんですし」

　コンスタンティンは昨夜ジャックとともにクリスとアルを城まで送り届けてから司祭館へ戻もどった。その時にはもうユリエルも戻っていて、互たがいに事の顚てん末まつをざっと話し、それぞれの部屋に引き上げて眠ねむった──ことになっている。

　ユリエルは知らないことだが、コンスタンティンはその後司祭館を抜け出してヒースを捜さがし出し、さらに一ひと悶もん着ちやくあったのだ。だからユリエルが考えている以上に眠かったし、目が覚めた時もさっさと二に度ど寝ねしたかったのだが、なんとなく窓を開けてしまった。

　その時、ユリエルが小径を通っていくのが見えた。

　そのユリエルの背中がなんだか悲しそうに見えて、ついつい部屋を出てきてしまった。

　とはいえ、細かい話も昨夜済ませてしまっていたから、何か言いたいことがあるわけでもなかった。本当に少し、気になっただけなのだ。

「それじゃあ、二度寝の至福を味わうことにします」

　コンスタンティンがそう言うと、ユリエルはくすりと笑った。

　しかし結局視線を外すこともできず、コンスタンティンはそのままそこに突つっ立っていた。

　決まりが悪くて、頭を搔かく。

「えーと」

「良かったら、その前に少し話をしませんか？」

　ユリエルの方からそう言ったので、コンスタンティンはホッとして頷うなずいた。




　中庭の片かた隅すみにある小さな木のベンチに腰こしを下ろすと、彼は気き恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「昨夜は、ありがとうございました。ヒースという人から、守ろうとしてくれましたよね」

「あ、いえ、あれは……そもそも、僕を娼しよう館かんに迎むかえにきたから、ファーザーはヒースに目をつけられてしまったんです。僕のせいですよ」

「いいえ。あれはきっかけに過ぎません。つけ込む隙すきを見せたのは、私の弱さです」

　ユリエルは柔やわらかく否定する。

「あの人の指し摘てきは、たぶん正しいんです」

「そんなこと……ヒースは口からなんでも出任せを言える人間なんです。いちいち真に受けてたら身が持ちませんよ？」

「しかし、私は実際に、信しん仰こう心からというよりは、あの修道会の生き残りとして、逃にげたくなかったからこの道に入ったのです」

　ユリエルは朝あさ露つゆが残る中庭を見つめ、訥とつ々とつと語った。

「粛しゆく清せいの後、私には幾いくつかの選せん択たく肢しがありました。けれど故郷に帰るにしろ、誰だれかに仕えるにしろ、私には異い端たんとして粛清された事実から逃げているような気がしたのです。唯ゆい一いつ私が自分に許せたのは、信仰の道を貫き、修道会の聖剣によって悪あく魔まを討うつことでした。そうすることによってのみ、修道会が異端の教えや悪魔信しん仰こうに染まっていたわけではないと証明できる気がしたのです。私は本当は、とても不純な動機でこの道に入ったのです」

　無実を証明したいというのは確かに危険なものだ。それは彼らの粛清を命じた者たちの判断にけちをつけることになる。それでも親しかった人々の正しさを示したい、自分の過去を否定したくないという思いはわかるし、コンスタンティンはそれに共感できた。

「……別に、いいじゃないですか。不純でも」

　コンスタンティンがそう呟くと、ユリエルは驚おどろいた顔でコンスタンティンを見た。

「だって僕は、ファーザーのこと、不純でもなんでも、そのまんまで十分、ええと……」

　適当な言葉が思いつかず、これで本当に正しいのかと疑いながらも口にする。

「好ましい人だと思います」

「…………」

　ユリエルの顔は、何故なぜか見る間に真っ赤になった。

「ありがとうございます……」

　赤い顔のまま、ユリエルはしばらく沈ちん黙もくしていた。

　コンスタンティンが落ち着かない気持ちになってから、ようやく、彼はぽつぽつと語った。

「こんな私ですが、最近は、司祭として身を捧ささげられるのが嬉うれしいんです。皆みなさんの支えになれたらと思っています。それは、きっと……コンスタンティン助祭のおかげでしょうね。あなたがいてくれるから、私は教区の皆さんの素す晴ばらしいところをたくさん教えてもらえるのです」

　そう言って、コンスタンティンの手を両手でそっと包み込む。小さなベンチだったから距きよ離りはごく近く、コンスタンティンには彼の白っぽく輝く金きん髪ぱつの匂においまで嗅かげそうだった。ユリエルの眼まな差ざしに不思議な熱がこもっているように思え、調子が狂くるって、彼女は視線を外した。

「う、いや、うちの教区民はみんな結構、酒飲みだし、博打ばくち好きだし、よくミサに寝ね坊ぼうするし、ろくでもないのばっかりですよ。僕も、同じようなものですけど。つまり、ファーザーはむしろ不運だったというかですね。えーと」

「でも、互いに支え合っています。今回のことでよくわかりました」

　教区民は誰もがクリスとアルを心配し、昨日はクリスの捜そう索さくに集まってくれた者もいた。

　とはいえそんな美しい話ではないとコンスタンティンは思う。

「そりゃ、こんな街ですから、せめて隣となり近きん所じよくらいは、ってのがあってですね……いや、隣近所でも騙だますような手合いも幾らでもいますし、やっぱりそんな、いいものじゃないですよ」

「でも、きっと、ミサで集まった時には、サー・レオンに嘆たん願がんに行こうという話になりますよ。クリスティーナの罪の軽減のために」

「……それは」

　アルの親方であったガイ辺りが率そつ先せんして言い出しそうな話だ。

「でも、ファーザーはそういうのお嫌いやかと思ってました。罪は罪として裁かれるべきだって考え方でしょう？　教区のみんなは、隠して済むことなら隠しますよ、罪でもなんでも」

　異い端たん審しん問もんというのは隣りん人じんの告発も推すい奨しようしている。異端審問において中心的な役割を果たしてきた騎き士し修道会の出身ならば、この教区の人間の考え方が合うとは思えない。

「勿もち論ろん、罪は罪です。しかし今回はさすがに私もこのまま裁かれるのはどうかと思います。領主自らクリスティーナが法を破ることを期待したようですし。それに、最初は隣近所からでいいと思いますよ。それがもっと広く、大きなものに繫がっていくはずです……というふうに皆さんを見ていて思いました」

「それは、ちょっとひいき目過ぎると思いますけど」

　肩かたを竦すくめてコンスタンティンは苦く笑しようする。しかし、もしもその言葉通りになったら？　この小さな教区の中でのことが、サクス全体でのことに変わっていくなんて、あるのだろうか？　聖歌隊が復活したように、少しずつ、何かが変わっていくなんてことが？

　不意に悪あく魔まの言葉を思い出した。




『傲ごう慢まんは罪だ。一人で何もかも解決できるなど、おこがましい限りだな』




　今回ばかりは悪魔が正しかったのかもしれない。エリカが危険を冒おかして【黒い羊ブラツクシープ】の恰かつ好こうで乱らん闘とうに割って入ってくれなければどうなっていたかわからないし、ジャックや教区のみんながいなければこの結果には至らなかったかもしれない。

　そして、もしかしたら、これからも？

　それは【黒い羊ブラツクシープ】の歩む孤こ独どくな道とは、また異なる道に思えた。

　コンスタンティンは薔[image: ]ばら園を眺ながめた。白い花弁から朝露が零こぼれ落ちた。小さな雫しずくが地面に吸い込まれていく。雲は晴れていく。なんだか心ここ地ちよくて、眠くなり、考えているのも億おつ劫くうになってくる。夢見心地で、思ったことをそのまま呟つぶやいた。

「……ファーザーも、一人で無理しなくていいんですよ。僕だって……おそばに、」

　うとうととして、いつの間にか目を瞑つぶっていた。

　穏おだやかな眠ねむ気けに包まれて、コンスタンティンはベンチに座ったまま微睡まどろみ、知らないうちにユリエルの肩にもたれていた。ユリエルは急にもたれかかってきた彼女に少しだけ驚き、そっと微笑んだ。




[image: ]




　朝日を浴びてふわりと開いた薔[image: ]の花弁を見つめ、ユリエルはコンスタンティンの体重と温ぬくもりを感じていた。無理をしないで、とコンスタンティンは言ってくれた。それが純じゆん粋すいに嬉しくて、幸せな気持ちになる。

「ファーザー……」

　寝ね言ごとだろうか、コンスタンティンが呟いた。それ以上は何も言わなかったが、その響ひびきが、いつも自分を呼ぶ時のものとは違ちがっていて、ユリエルは少し胸が痛んだ。きっと、同じ司祭でも、アンガスの方を呼んだに違いない。育ての親である、ファーザー・アンガスの名を。

　コンスタンティンが以前頭を撫なでられるのが好きだと言っていたのを思い出し、ユリエルはその赤毛にそっと指を差し入れた。んん、と呻うめいて、コンスタンティンは彼の肩に顔をこすりつけ、いっそう体重を預けてくる。頭を撫でられるとアンガスの祝福を思い出すと言っていたが、今もそうなのだろうか。

　ユリエルは、数日前アルから居酒屋で『ファーザー・アンガスの真似まねをしたいのか』と言われたことを思い出した。別にユリエルはアンガスの真似をしたくて聖歌隊を復活させたわけではない。それは確かだ。

　だが、気になるのは事実だ。

　アンガスはどうやってコンスタンティンに触ふれたのだろう。どうやって、コンスタンティンと穏やかな関係を築いていったのだろう。考えるといつも少し胸が痛くなる。




『……別に、いいじゃないですか。不純でも』




　その言葉を思い出し、胸の痛みはまた強くなる。コンスタンティンは、こんなにも不純なユリエルを、好ましいと言ってくれた。傲慢なことかもしれないが、自分の過去や痛みまで受け入れられたように感じられて……幸せだった。

　何度でも何度でも、胸の中でその言葉を繰くり返す。そのたびに痛みが増し、幸せが増す。

　指に絡からむ赤毛を見つめ、ユリエルは自分の鼓こ動どうがどんどん速くなっていることに気付いた。

「……コンスタンティン助祭？」

　呼びかけてもコンスタンティンは目を覚まさない。安心しきった顔で彼にすっかりもたれかかり、体重を預けてくる。距離があまりに近かったから、そのせいだということにして──




　艶つややかな髪かみにキスをした。




（──あれ？）

　直後、自分が何をしたのか思い知って顔に一気に血が上った。

　何故自分はそんなことを、と考える暇ひますらなく、足音を忍しのばせて近づいていた黒くろ猫ねこに思い切り足を引っ搔かかれた。
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「本当に悪魔なの？」

　エリカは信じられない様子で尋たずねてきた。コンスタンティンは首の後ろを摑つかんで持ち上げた猫ねこをぶらぶらと揺ゆすって言った。

「そうだよ。ほら、話せ」

「にゃうーん」

「おい、ちゃんと話せよ」

「ねえ、やめてよ、可哀かわい想そうだわ」

　こんな時に限って猫の声しか出さない悪魔を揺すっていると、エリカにたしなめられた。猫は前まえ脚あしで宙を搔き、拘こう束そくから逃のがれようとする。エリカは脇わきから手を入れて、その身体からだを抱だいた。

「良い子ね。悪魔なんて信じられないわ」

　エリカは猫を胸に抱くと、その顎あごの下を優やさしくさすった。猫は嬉しそうに目を細めている。憎にくたらしい。

「じゃあ、どう説明するんだよ。やっぱりエリカの見み間ま違ちがいで、僕は男だったって思うの？」

　コンスタンティンは腹を立ててそう言ったが、エリカは真しん剣けんな顔でコンスタンティンを見つめて言った。

「そうね……やっぱり、男なんじゃない？　きっとあの胸は私の目の錯さつ覚かくよ」

「……本気で言ってるの？」

「噓うそ」

　エリカは嘆たん息そくした。

「でも、本当にそうだったら良かったのにって思うわ。コンスタンティンが女なんて噓で、あの胸は私の夢なの。勿もち論ろん猫は悪あく魔まじゃないし……あんたは【黒い羊ブラツクシープ】じゃない」

「せっかく打ち明けたのに……」

　コンスタンティンはベッドの上で膝ひざを抱かかえた。

　エリカには、すべて話すことにしたのだ。

　コンスタンティンの性別について話すにはグロリアの前で胸をはだけたのは彼女に成り代わっていた悪魔だと説明しなければならなかったし、そうすると悪魔がどうしてコンスタンティンにつきまとっているのかとか、悪魔の手を逃れるためにコンスタンティンにはどんな道があるのかということを話さなければならなかったのだ。迷ったが、指輪と【黒い羊ブラツクシープ】の話もすべてした。その代わり、絶対に他人に漏もらさない、臭におわせることもしないと約束させた。

　こんなふうに何もかも打ち明けるのが危険なのはわかっている。

　だが、エリカには女であることもばれている。この上コンスタンティン自身が悪魔なのではと疑われるのはもう嫌いやだったし、エリカがコンスタンティンを疑い、嗅かぎ回るようなことがあれば、再びエリカ自身の危険を招くこともあるかもしれない。それならいっそすべて話して、悪魔のこともちゃんと彼女自身に警けい戒かいしてもらった方がいい。

　それに、エリカはコンスタンティンたちを守るために、【黒い羊ブラツクシープ】の変装までして乱入してくれた。彼女は確かに一度はコンスタンティンを裏切ったかもしれないが、思いとどまろうとしていたし、最後には命をかけて助けてくれたのだ。

　ならば、こちらも彼女に対して誠実でありたい。

　エリカは困った顔で謝った。

「ごめんね。ちょっとそう思っただけなの。でも、この子があの悪魔なんてやっぱり信じられないわ。どうしてこんなみすぼらしい猫が悪魔なの？」

　それまでエリカの腕うでの中で気持ちよさそうにしていた猫が、突とつ然ぜんぎらりと目を光らせた。

「吾わが輩はいを捕つかまえてみすぼらしいだと？　失礼な娘むすめだな」

「！」

　猫が人の声で喋しやべったことに驚おどろき、エリカは猫を腕から取り落とした。猫はくるりと空中で回転して着地すると、すました顔でベッドに上がり、コンスタンティンの隣となりに寝ねそべった。

「い、今の声、聞いたことが……」

　エリカを唆そそのかしたのは悪魔だ。彼の声も、彼女は知っているだろう。ただ、どうやら悪魔と接せつ触しよくして唆された人間はその記き憶おくが曖あい昧まいになるようで、彼女もはっきりとは思い出せない様子だ。

　コンスタンティンは猫の頭をぽんぽんと叩たたいて言った。

「とにかく、そういうわけでこいつには気を付けるんだ。僕の姿に化けて伯の前に現れたみたいに、別の姿を取ることもあるから」

「やだわ……猫が苦手になりそう……」

　部屋の隅すみまで逃にげていたエリカは、怯おびえて震ふるえた声で言った。

　コンスタンティンは手に擦すり寄ってくる猫を追い払はらいながら、エリカに言った。

「じゃあ、僕からの話はこれでおしまい。何か訊きいておくことある？」

　猫の様子を注意深く窺うかがっていたエリカは、ハッとした顔で、コンスタンティンを見た。

「あるわ……コンスタンティン。あんた、私を許す気なの？　自分を裏切って、領主に売ったような女よ？　私がまた何か言うかもって恐おそれてるのかもしれないけど、どうせ一度偽ぎ証しようしたってことになってるもの、二度目も噓だろうって思われるわ。私の言葉にはもう重みも信しん憑ぴよう性せいもないのよ。私のことなんか、放っておいてもいいのよ？」

　真ま面じ目めな問いなのはわかったから、コンスタンティンもよく考えて答えた。

「恐れなくていいのなら、放っておくよりは打ち明けたかったんだ。どうせなら話してしまいたかった。別に好きこのんで噓吐ついているわけじゃない。僕の性別を知ってエリカが動どう揺ようしたのはわかるし、驚いて困ったけど、なんとか切り抜ぬけられた。許すも何も、噓を吐いていたのは僕なんだから、仕方なかったと思うよ。エリカこそ、僕を許せる？」

「……許すわ。こんなこと言っても信じてもらえないかもしれないけど、もう何があっても人には言わない。あんたの秘密を守るわ」

「……ありがとう」

　窓辺に立つエリカを見るのが眩まぶしくて、コンスタンティンは目を細めてそう言った。

　ふと、エリカが驚いた顔をした。

　いつもは隠かくされている悪魔の指輪が、ちかちかと明めい滅めつする光とともに、コンスタンティンの左手の薬指に姿を現したのだ。

　一いつ瞬しゆんの光を放って、それはすぐにまた見えなくなった。

　その石の色は、少しだけ、薄うすくなっていたように思えた。

　コンスタンティンが『善行』を積めば、石は色を薄くし、やがては壊こわれ、婚こん姻いんは無効となる。

　だが、コンスタンティンは、自分が『善行』を積んでエリカを救ったというよりは、自分がエリカに救われた気持ちだった。

「それが……話していた指輪？」

　エリカに問われて、コンスタンティンは笑え顔がおで頷うなずいた。

　その時、階下から何やら物音が聞こえてきた。玄げん関かんの扉とびらを叩く音と、それを勝手に開ける音が続く。そしてさらに、

「コンスタンティンいるー？」

　元気な声が、そう呼ばわった。

　コンスタンティンはエリカと顔を見合わせて、部屋を出て階下の居間に降りた。

　居間でテーブルの上のパンを勝手に摘つまんでいたクリスは、コンスタンティンらを見て、嬉うれしそうに笑った。

「あっ、コンスタンティン！」

「クリス……おぶわっ!?」

　いきなりクリスはコンスタンティンに飛びかかり、首に腕を回して、ぐりぐりと頰ほおをこすりつけてきた。

「襲おそわれた時は助けてくれてありがとうね！」

「あ、ああ、うん……」

　クリスが金を奪うばった悪党の復ふく讐しゆうに遭あった時の話だろう。

「……何しに来たのよ」

　ただならぬ気配を感じて、コンスタンティンは背後を振ふり返った。エリカが氷のような目でコンスタンティンとしがみつくクリスを見ている。クリスはまだコンスタンティンに顔をこすりつけながら答えた。

「代官様から、教会での奉ほう仕しを命じられたんだ。あー、コンスタンティンってなんかいい匂においがするね！」

【黒い羊ブラツクシープ】の疑いは解けてもクリスには人から物を脅おどし取った恐きよう喝かつの罪がある。しかし被ひ害がい者しやが訴うつたえを取り下げたのもあり、結局幾いくらかの賠ばい償しようと奉仕活動を条件に無事釈しやく放ほうされたのだ。

　しがみつくクリスの頭を、エリカが鷲わし摑づかみにした。指が目に入ってクリスが悲鳴を上げる。

「い、痛いっ、目、目に指っ」

「クリスったら、女の子がそんな簡単に男の人に抱だきつくものじゃないわよ？」

　クリスには見えていないだろうが、エリカは口元だけに笑えみを浮うかべていた。目はまったく笑っていない。彼女はその目をコンスタンティンに向けた。何故なぜかコンスタンティンは、ひっ、と息を吞のみ、反射的にクリスの肩かたを摑つかみ、自分から引きはがした。

「そ、そうだ、それよりお父さんどうしてる？　元気？」

「父さん？　ああ、マスター・ガイのところでまた雇やとってもらえることになったんだ！　父さん、絶対嫌だって言ってたのに、やっぱり頭下げて戻もどしてもらったんだって。酒も最近は全然飲んでないんだよ。なんかさ、アタシにもう心配かけたくないんだって言っていた」

　少し照れ臭くさそうにクリスは言った。クリスも以前働いていた毛織物の工こう房ぼうでまた雇ってもらえることになったという。

「そっか。良かった」

　コンスタンティンもホッとした。日常が戻ってくる。平へい穏おんな日々を予感して、自然と笑みが零こぼれる。クリスも笑って、元気いっぱいに尋たずねた。

「それで、今日は何したらいい？」

「今日は炊たき出しがあるんだ。その手伝いを……」

「え、やった！」

　嬉しそうに飛びはねるクリスを見て、エリカは釘くぎを刺さした。

「つまみ食いとかしたらダメよ」

「え!?」

　クリスは途と端たんに表情を曇くもらせる。

　そしてコンスタンティンも、エリカに向かって聞き返した。

「え？」

「……え、じゃないわよ。あんた、まさか炊き出しを自分でつまみ食いしていたの？」

「だ、だってあれ、幾つかの教会が合同でやってるから、うちよりいいもの出てることあるんだよ!?」

「何言ってんのよ、寄付でやってんでしょ、勝手に食べるんじゃないわよ！」

　それは勿もち論ろん正論なのだが、コンスタンティンにとっては重要な問題だったから、エリカと目を合わせて力説した。

「いいかい、この教会の食しよく糧りよう事情を君は知らないんだ。成長期だった僕にとってあそこでつまみ食いする一口二口三口四口がどれくらい重要だったと思う？　みんなが美味おいしそうに食べてるのを、おなかを減らして配るだけなんて、どんな拷ごう問もんだと思う？　あの匂いを嗅かぎながら他人に分け与あたえるだけなんて、苦行でしかないよ！」

「あんたには他人への慈いつくしみの心はないの!?　隣りん人じん愛あいは！」

「自分が満たされてないのに他人に分け与えられるのは聖人くらいだよ！」

「ええい、嘆なげかわしいわ！」

　息を荒あらくして言い合う二人を見て、クリスはからかうような口調で言った。

「仲良いよねー。ジャックから聞いたよ、エリカって、みんなの前でコンスタンティンのこと好きだって言っちゃったんだろ？」

　エリカの顔が赤くなる。コンスタンティンの身体からだを検あらためるためにグロリアが教会に来た時、エリカはコンスタンティンを庇かばうため確かにそういうようなことを言っていた。あの場には教区民もいたから、それで噂うわさが広まってしまったのだ。

「……親には嫁よめのもらい手がなくなったって嘆かれたわ」

　誰だれも、聖職者への道ならぬ恋こいを思い切り告白してしまった娘むすめなど嫁にもらおうとはしない。噂が落ち着くのを待つか、その噂を知らない者を見つけるしかない。ガイも頭が痛いだろう。

「ごめん、エリカ……」

「いいのよ。あれは私が悪かったんだし。それに、父さんももう諦あきらめて私を好きにさせてくれるようになったの。おばあちゃんと一いつ緒しよでも私がここに通うのを許すんじゃなかったって言ってたけど後の祭りよね」

「でも、あんまりうちには来ない方が噂が……っていうか、考えてみたら、どうして最近うちに来るの許してもらえてたの？」

「修道院に入るって言ったの」

　……何？

　訝いぶかしげな顔をするコンスタンティンに、エリカはあっさりと説明した。

「縁えん談だんが来てたのよ。で、凄すごくいい人だからって言われて、親は乗り気だったのね。でも、私どうしても嫌いやだったから、いっそ修道院に入るって訴うつたえたの。親も私ならやりかねないって思ったらしくて、話し合って、修道院に駆かけ込まない代わりに、最後に一ヶ月だけ司祭館のお手伝いに行って、コンスタンティンへの思いに蹴けりをつけるって約束したのよ」

「よ……よく許してもらえたね」

「まあ、修道院行きは本気で支し度たく整えてたしね」

　コンスタンティンはなんとも言葉を返しにくく、沈ちん黙もくした。

「でも、さすがに教会でのことは縁談相手にもばれちゃったし、今回の話はお流れよ」

　エリカはさばさばと言い放つ。むしろ、彼女としては意図的ではなかったにしろ、今回の結果は望ましいものだったのだろう。親の嘆きが窺うかがわれるが。

　それまで黙だまってやりとりに耳を立てていたクリスが、急に口を挟はさんできた。

「ねえ、聖歌隊ってなんで女は入れないの？」

　聖歌隊は、聖職者のみ、もしくは一いつ般ぱん信徒の男性によって構成される。女性で聖歌隊を構成できるのは修道女だけで、世せ俗ぞくの女性は聖歌隊に入ることができないのだ。

「入りたいの？」

　尋ねると、クリスはこくこくと頷うなずいた。

「だってね、父さんってほんと酷ひどい声なんだ。昔は良い歌い手だったのかもしれないけど、今は酒焼けしちゃってがらがらじゃないか。聞いてくださる神様に申し訳ないよ。アタシ、結構歌うまいって言われるんだよ。アタシも一緒に歌う方が、きっと神様もお喜びになるんじゃないかな？」

　エリカが、後ろからクリスの肩を摑んだ。

「ダメよ、クリス。あんまりコンスタンティンを困らせちゃ。女に歌わせたなんてことになったら、コンスタンティンや司祭様が責められてしまうでしょ」

「でもー」

　クリスは唇くちびるを尖とがらせて、不満そうだ。

　クリスでは聖歌隊に入れないのだが、気持ちはわかる気がする。男女では社会的に期待される役割が違ちがうし、獲かく得とくできる権利も違うが、だからといって自分の中の欲よつ求きゆうを抑おさえ込めるわけでもない。コンスタンティンも性別としては女だ。許されないことと知りつつも助祭になったのは、その立場がどうしても必要だったからだ。

「僕がこっそり教えてあげようか？」

　そう言うと、エリカとクリスは揃そろってコンスタンティンを見た。

「本当？」

「うん。教会の聖歌隊に入るのは無理でも、同じように教えてあげるよ。エリカもクリスもどうせ時々来るんだろ？　その時ちょっとだけやってみようか。二人とも綺き麗れいな声してるもんね」

　綺麗な声、と言われたせいか、ぽわ、とエリカの顔が赤くなる。クリスは喜んで、またコンスタンティンに抱きついた。

「ありがとう、コンスタンティン！　アタシね、最初に練習するのは聖母様のやつがいい！」

「わ、私は歌うなんて言ってないわよ！」

「それなら、クリスに教えてあげるから、エリカは秘密にしててね？」

　コンスタンティンがそう言うと、エリカは顔色を変えた。

「い、いいえ、私も歌うわ！」

「ねえねえ、今から、今から教えてよ！」

　自分にしがみつくクリスを引きはがすのももう諦めて、コンスタンティンは苦く笑しようして言った。

「今からかあ。じゃあ、炊き出しの準備の前までなら」

「やった！　コンスタンティン大好き！」

　クリスは嬉うれしそうにはしゃぎ、エリカは顔を引きつらせた。




　……可愛かわいらしい歌声が聞こえてきた。

　物置から炊き出し用の大おお鍋なべを引っ張り出していたユリエルは、それに気付いて耳を澄すませた。声は司祭館の方から聞こえてくる。そう大きなものではないから、通りに出てしまえば雑ざつ踏とうに紛まぎれて聞こえなくなるだろう。

　御み子こを身ごもる栄光に浴した聖母が神を讃たたえる歌で、歌詞も喜びと神への感謝に満ちている。最初は子どもの声かと思ったが、この澄んだ可愛らしい声は、女性のものだ。

　手伝いに来たクリスティーナが父親に影えい響きようされて歌っているのだろうか。ユリエルはその仲の良さが微笑ほほえましくなった。

　だが、次の瞬しゆん間かん、その少したどたどしい声を先導して、もう一つの声が聞こえてきた。美しく伸のびやかなその声は、ラテン語の歌詞の発音も滑なめらかで、歌い方にも迷いがない。ユリエルも、毎日のように聞いている声だ。

「コンスタンティン助祭……」

　思わず、呟つぶやいた。

　コンスタンティンの声は毎日聞いているが、こうして純じゆん粋すいな聴きき手として耳を傾かたむけることはほとんどない。改めて聴くと、美しいだけではなくて、丁てい寧ねいで、ひどく優やさしい歌い方だった。聞き惚ほれるうちに歌は終わってしまい、ユリエルは内心がっかりする。

　だがすぐに、そういう浅ましい自分を恥はじた。あれはあくまで神に捧ささげる賛歌であって、彼の耳を喜ばせるものではないのだ。最近までコンスタンティンを【黒い羊ブラツクシープ】ではないかと疑っていたというのに、なんと勝手なことだろう。

　だが、あの疑いも、グロリアの前でコンスタンティンが僧そう衣いを脱ぬぐことで晴れた。

（次こそは、【黒い羊ブラツクシープ】を捕とらえなければ）

　コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】ではなかったことにホッとしつつ、彼は改めてそう決意した。

　……いや。待て。

　何か忘れている。

　そして、彼は唐とう突とつに、ニコラスの言葉を思い出した。




『それから、もう一つご忠告申し上げておきますが、もしもその人物が【黒い羊ブラツクシープ】ではないとしたら、それだけ気になるのはやはり恋です』




　ユリエルは鍋なべを取り落とした。大鍋は彼の足の甲こうを直ちよく撃げきしたが、それでも彼は呆ぼう然ぜんとその場に突つっ立っていた。

　今の今まで忘れていたが、確かに自分はニコラスにそう言われていた。

　そして、実際にコンスタンティンは男性であり、【黒い羊ブラツクシープ】ではなかった。

　ならば、ユリエルがコンスタンティンを【黒い羊ブラツクシープ】と似ていると思ったのはただの気のせいであり……むしろ、ニコラスが言ったように、女性だと思いたかったからなのかもしれない。あるいは、自分の恋こい心ごころを誤ご魔ま化かすために、【黒い羊ブラツクシープ】と疑ったという……可能性も……

　ぶるぶると手が震ふるえ出す。ニコラスが彼をからかうためだけにそう言っていたのはわかっているが、それでもニコラスはいつもかなり正しくユリエルを分ぶん析せきしてくれている。

　そもそも、自分はコンスタンティンの髪かみに口づけまでしてしまっているではないか。

　どうしてあんなことをしてしまったのかと思ったが、これなら説明がつく。

「な、なん……そんな、」

　そんなバカなと思う。だが、彼は混乱と羞しゆう恥ちのあまり、ろくに自分の中で論理を組み立てられなかった。彼はコンスタンティン相手ではどうしても普ふ段だんのような悪あく魔ま祓ばらい師としての、あるいはかつての異い端たん審しん問もん官としてのやり方を貫つらぬけなかった。冷静になれなかった。それはそもそも、疑いが感情的なものだったからでは？

　つまり、

　恋こいか？

　意識した途と端たん、何故なぜか礼拝堂で見たコンスタンティンの肌はだを思い出す。白く、雪原のように美しく、平らで……平らだったのだ、どうして!?　いや、どうしても何もない、男性なのだから平らなだけで、しかしそれでは自分は、男性に……恋をした……のか……

「……！」

　ユリエルはその場に膝ひざを突いて蹲うずくまった。耐たえられない。自分の卑ひ小しようさに耐えられない！　恋をしたからその感情を誤魔化そうとコンスタンティンを疑ったなど、どれだけ自分は卑小な存在なのだ？　恥ずかしいどころではない。ユリエルは熱い顔を手で覆おおった。いっそコンスタンティンもユリエルを憎にくんだり嫌きらったりしてくれればいいものを、まったくそんなそぶりは見せない。彼が手を取ることも許してくれるし、いや、別にユリエルも意識的にコンスタンティンに触ふれようとしているわけではないのだが、以前手を握にぎってもらっていたらいつもの悪夢を見なかったので、それでたぶん今もついついその手に甘えてしまうわけで、というかこれもまさか恋ゆえの行動だったのか？　勿もち論ろん、そうだ、あの髪へのキスも──！

「うわあああああ！」

　彼は取り乱して思わず声を上げた。いや、祈いのり……そうだ、祈りに平安を見み出いだそう。慌あわてて懐ふところからロザリオを取り出したが、手が震えていたのか、取り落としてしまった。

「あっ」

　拾おうとしたその時、ロザリオを、別の手が拾った。

　彼の手よりもずっと小さな手。

　それがロザリオを拾い上げて、彼に向かって差し出した。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ファーザー？」

　傍かたわらにしゃがみ込んで彼を覗のぞき込んでいるのは、コンスタンティンだ。

　コンスタンティンは呆然とするユリエルの手にロザリオを握らせた。当たり前だが手が触れ合い、罪悪感に囚とらわれた彼はぎくりとして身を竦すくませる。コンスタンティンの方はまったく気にしていない。

「お顔の色が悪いですよ。どうかしましたか？」

「は……い、いえ」

　正直に言うのもはばかられ、ユリエルは口を噤つぐんだ。

「？　えーと、鍋持っていきますね」

「あ！　いえ、これは私が」

「いえいえ。僕が手ぶらだったら、ニコラスに何言われるか……」

　コンスタンティンはそこまで言って、ふと首を傾かしげた。

「そういえば、ニコラスはどうしたんです？　最近見ませんね」

「あ……」

　すっかり忘れていた。ユリエルは立ち上がって鍋を奪うばい取ると、コンスタンティンに向かって謝った。

「申し訳ありません。私はあなたを疑っていたんです」

　コンスタンティンはきょとんとしてユリエルを見上げる。

「あなたが女性で、実は【黒い羊ブラツクシープ】なのではと伯がおっしゃっていましたが、私も実は同じことを考えていたんです。その……少しだけ、似ているところがあるような気がして」

「そう……ですか」

　コンスタンティンは目を丸くしている。疑われていたという事実に驚おどろいているというよりは、今のユリエルの態度そのものに驚いている様子だ。

「でも、ファーザー、伯がいらっしゃった時は庇かばってくださいましたよね」

「え。いや、しかしあれは、司祭としては当たり前のことです」

「黙だまっていれば、確かめられたのに？　悪魔祓い師としては、それじゃまずいんじゃないですか？」

　たしなめるような口調で言われて、ユリエルは小さくなる。

「そ、そうですが、しかし……あの場では、教区司祭として発言しました」

「……ありがとうございます」

「い、いえ」

　ユリエルは上うわ擦ずった声で言った。コンスタンティンの笑えみに陰かげりがある気がして、少しだけ気になる。いや、もう彼を疑うことはないのだ。

「で……ニコラスの話じゃなかったんですか？」

　そう言われて、ユリエルもそもそもコンスタンティンに訊きかれていたことを思いだした。

「あ、そうでした。ニコラスに少し遠方まで調査に行ってもらったんです」

「はあ……？」

　コンスタンティンは首を傾げている。

「遠方というのは？」

「コンスタンティン助祭の出身地です」

　そう言った瞬しゆん間かん、コンスタンティンの表情はものの見事に引きつったが、ユリエルは恥はずかしさのあまり視線を外しており、見ていなかった。

「その、お恥ずかしい話ですが、コンスタンティン助祭を直接問い質ただす勇気がなかったんです。あなたを疑うのは気が引けましたし、問い質して、もしも違ちがっていた場合、あなたを傷つけることになると思いまして。教会に保管されている洗礼証明書を調べたのですが、そちらも男性と書いてありましたし。しかし、まだあなたの育ての親であるファーザー・アンガスが手を加えたという可能性もありますから、確かく認にんのために、ニコラスに証明書に書かれていた村へ行ってもらい、現地で調べてもらうことにしたのです」

「…………」

「コンスタンティン助祭？」

　返事がないので、不安になってユリエルはコンスタンティンを見た。コンスタンティンはぎこちない笑みを浮うかべて言った。

「やだな、何言ってるんですか。別に訊かれたってなんとも思いませんよ」

「すいません……我ながらバカなことを考えたものです」

「は、はは……」

　乾かわいた笑いの後、コンスタンティンは黙り込んだ。ユリエルは、やはりこんなふうに裏から色々と調べられてショックだったのだろうと思い、しょんぼりと肩かたを落とした。

「本当に申し訳ありません。あなたや、あなたを育てたファーザー・アンガスまで疑うなんて、どうかしてました。そう、それにエリカさんが後から来て、あの……司祭館であなたが押し倒たおしたように見えたのは間ま違ちがいで、自分が引っ張ってしまっただけなのだと説明してくれたんです。私は、あなたを疑った上に、誤解までして、あんなに酷ひどいことを……」

「い、いやいや……お気になさらず……」

　そうは言いながらもコンスタンティンはその後ずっと視線を合わせようとしなかったので、ユリエルは泣きそうな思いで一日を過ごした。




　びしゃー。

「こ、零こぼしてる、零してるっ」

　クリスが焦あせった声でそう言うので、コンスタンティンも我に返った。

　大おお鍋なべから掬すくったスープを木の皿に注いでいたのだが、思い切り見当が外れて、いつの間にかスープは皿の縁ふちにびしゃびしゃと当たって、下に落ちていた。鍋なべの上で作業していたから落ちた分も鍋に戻もどっただけだが、ちょっとぼうっとしていたようだ。

　そこは古い教会の前で、コンスタンティンらは貧しい人々のために食事を配っていた。

「あ、はいはい……」

　コンスタンティンは並んでいた老人にお玉の方を差し出した。

「コンスタンティン！　違うでしょ！」

　手伝ってくれていたエリカが慌てて老人に皿を渡わたし、お玉をコンスタンティンの手からひったくる。コンスタンティンはぼんやりとそれを見ていた……頭はユリエルの話で一いつ杯ぱいだった。ニコラスが故郷の村へ行けば、コンスタンティンが女であることがばれてしまう……そうなれば【黒い羊ブラツクシープ】であることも、きっとわかる。村まではどのくらいの距きよ離りだったろうか？　いったいいつ、ニコラスは戻るのだろう。なんにせよ、彼が戻った時がコンスタンティン助祭の最さい期ごの時なのだ。あのニコラスが、コンスタンティンに手心など加えてくれるわけがない……

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】をバカにしないで！」

　女の子が、そう叫さけんだ。

　我に返ったコンスタンティンが見ると、列の後ろの方で、子どもたちが争っているようだ。その場を他ほかの者に任せて駆かけつけると、小さな女の子が、数歳年上らしい男の子に泣きながら摑つかみかかっていた。男の子は鬱うつ陶とうしそうに女の子を払はらい除のけたから、よろけたその子をコンスタンティンが背中から支えてやった。

「どうしたの」

　尋たずねてから気付いたが、男の子の方には見覚えがあった。【黒い羊ブラツクシープ】としてヒースの前に現れた時、言葉を交わした子なのだ。

「だってえ、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】をバカにするんだもん」

「清く生きたって助けてもらえないんだ。おまえはわかってないだけだ、ぎゃあぎゃあ言うな」

　少年はあの夜と同じように、冷めた目でそう言った。

「えーと……【黒い羊ブラツクシープ】に清く生きたら助けてやるって言われたの？」

　女の子が頷うなずいた。コンスタンティンは泣きじゃくる女の子の頭を撫なでながら言った。

「【黒い羊ブラツクシープ】のことはわかんないけど、困ったことがあったら教会に来るといいよ。ここの教会の司祭様も善い人だし、なんなら僕のところに来てもいいし。僕は聖ブリジット教会にいるから。えーと、もしもたまたまいなくても、凄すさまじくお人ひと好よしな司祭様がいるから」

「助けてくれるって言うのか」

　少年が鋭するどく尋ねてくる。コンスタンティンは、さあ、と答えた。

「そりゃわかんないけど。解決方法がないか、一いつ緒しよに考えるくらいはできるし。そういう相手がいると、ちょっと楽にならない？」

「助けてくれるわけじゃないだろ」

「だからわかんないんだって。でもそんなもんだろ」

　役立たず、と呟つぶやいて、少年は背中を向ける。しかしすぐに立ち止まって女の子に向かって言った。

「帰るぞ」

「やだあ！」

　女の子が言い返した。兄妹きようだいらしい。コンスタンティンはにやにや笑いを浮かべた。

「とりあえず食べていけばいいだろ。意地っぱりだなあ」

「うるさい」

「一緒に食べて、一緒に話しようよ」

　コンスタンティンは手を差し出す。少年は不ふ機き嫌げんそうに彼女を見たが、妹に手を握にぎられてしぶしぶ列に戻った。

　コンスタンティンは、騒そう動どうに気付かず食事を配るクリスを見やる。【黒い羊ブラツクシープ】としてクリスが残した噂うわさはまだしばらく語られるのだろう。百年の眠ねむりから復活した【黒い羊ブラツクシープ】は人々の中にコンスタンティンが想像していた以上のものを残しつつある。もしも今コンスタンティンという【黒い羊ブラツクシープ】が消えれば、それらはどうなるのだろう。

「うん、っていうか僕自身をほんとどうしよう……」

　いっそ逃にげてしまえればいいのだろうが、それでは悪あく魔まに言ったように自分を殺すことになる。逃げ回っても、いつか悪魔に地じ獄ごくへ連れ去られる……

　そういえば、その問題をもたらした張本人はどこだろう。

　コンスタンティンはきょろきょろと周囲を見回し、悪魔の姿を捜さがした。
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　何故なぜ、と彼は何度目かわからない自問を繰くり返していた。

　古く、屋根に穴すら空いた小さな教会の陰かげで、彼は寝ねそべっていた。少し離はなれたところでは彼の妻であるコンスタンティンが、貧者に食事を配っているが、彼のいるところは静かだった。ならば満足して眠ればいいものを、彼は微睡まどろむことすらなく、同じ問いを繰り返していた。




　何故、自分は彼女を助けたのか？




　エリカとかいう娘むすめを唆そそのかして、コンスタンティンが女であることを明らかにしようと思った。そうすればコンスタンティンはさすがに捕つかまる前に逃げ出そうとするだろうし、そうなれば彼女には善行を積む機会もなく、地獄行きを待つだけとなるのだ。あの憎にくたらしい司祭に邪じや魔まされることもなくなる。

　それなのに、コンスタンティンは残ると言って、教会とこの街の大切さを切々と訴うつたえた。そんなものは無視してしまえば良かったのに、彼はどういうわけか彼女の願いを叶かなえたいと思ってしまった。

　どうしてだろう。

　何故、自分は彼女を助けたのだろう。

　助けたいと思ってしまったのだろう。

　それは、彼のそれまでのやり方からは大きく逸いつ脱だつするのに。

　いや、彼はいつでもしたいように望むようにしてきたから、今回もそうしただけなのだ。

　だが……

　果たして、彼女が地獄行きに抵てい抗こうした時、自分は再びそれを強行できるのだろうか？

「よくわからぬ」

　彼は呟き、鼻先に止まろうとした蝶ちようを爪つめで追い払った。

　それは二度と元に戻ることはできない決定的な変化だったが、この時の彼にはまだその意味が理解できていなかった。







　あとがき




　こんにちは、喜多みどりです。『シスター・ブラックシープ』第三巻、お届け致いたします。

　実は前巻のアンケート回答であとがきでネタバレがあったとのご指し摘てきをいただきまして、青くなりました。大変申し訳ありませんでした。今回は大だい丈じよう夫ぶとは思いますが一応ご注意下さい。

　第二巻ではアンケートにたくさんの回答をいただきまして、ありがとうございます。一つ一つのコメントに一人で笑ったり涙なみだぐんだりしながら、もったいなくて、ちょっとずつ読ませていただきました。感想のお手紙と合わせて宝物です。ちなみにアンケートを集計したところ、キャラ人気ではコンスタンティンがダントツの一位、二位がユリエル、三位が僅きん差さで悪あく魔までした（一巻では二位と三位が逆でした）。このシリーズが二巻、三巻と続いておりますのも、応おう援えん・お買いあげくださる皆みな様さまのおかげです。そして、プレゼント企き画かく・多方面に亘わたるご助言等、今回もお世話になりました担当編集者の木藤女史、緊きん迫ぱく感かん溢あふれる格好良い表紙を描えがいてくださいました桐矢先生にも、心より感謝の言葉を申し上げます。ありがとうございました！

　今回は恋れん愛あい方面でもそれ以外の方面でも脇わき役やくに振ふり回されがちだったコンスタンティンですが、ユリエルとの再戦やら悪魔とのあれやそれやら、次回は彼女のことで書きたいことがたくさんあります。今これを読んでくださっている皆様にも、お付き合いいただければ幸いです。
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